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マイコン制御で、洗う、乾かす、暖める -と、すべてをコントロール。

しかもピデ洗浄付です。新しいウォシュレットは、マイコンによる自動

温度制御方式。洗浄、乾燥、l暖房便座の温度は、すべてこのマイコン

がコントロールしてくれまホーだから室温、水温の変化に影響されず、

春夏秋冬、いつもおしりは快適。お子様、ご老人、身体の不自由な方

でも、ラクな姿勢で使え、痔や便秘にも効果的です。また、生理中、妊

娠中、出産後など、ふだんより 一層消潔に気を配らなければならない

女性のために、ピデ洗浄も設けました。カラーも 3色揃っています。

特に注目していただきたい、 2つのポイント。l ノ旬、ルl 枚にすべての

スイッチを集めた新設計。ボタンは経〈 抑すだけのフェザータァチで寸瓦

2. 洗浄ノズルは使用H寺に伸び、洗い終ると縮んで便座の装に隠れ

る伸縮式。用ftJ!1I寺など汚物が付着しません。しかもノズルは43.度 ( ビデ

もっと快適に、増改・取 替 は53. 皮) の角度っき。理由はおしり

T OTO l ! : レ 叩 た 問 州 レ づ く り

屯 ， 、 ， |から得たTOTOの結論です。ウォシュ

ウ 、 ト |レ y 卜Gn  (TCF451) (洗浄乾燥ピデ

オンユレッ 11暖房便座〕水道直結タイプ￥肌 000

写 真 はウォシュレット G O ( T C F451) (取付工水間別途)

東淘機器開大阪支社 〒530 大阪市北区曾線崎2丁目3番7号侮新第一生命ピル東館

宮 ( 06) 364 1181 

、

Y  

おしりだって、 j先ってほししユ。



日本建築協会会告一一一

4 本 会 新 事 務 所 の 移 転 先

12月22 日( 村に下記に移転します。

干530 大阪市北区梅田 1丁目 1番3- 2100号

( 大阪駅前第 3 ピル 21階) TEL06- 348- 0635 

‘ ホ家具を斬る砂ー デザイナー・垂見健三に聞く-

家具のデザインといえばτ一般に外観のみを思いおこしがちですが、

構造、材質、使い勝手、装飾までの一切を含めた形をさしています。

その中でも材と材をいかに組み合わせ、固定させるかは形を決める

上で重要な要素のひとつにあげられます。

今回は、この日ごろ自にふれないでいる J oi nt 部分の研究をライフ

ワークとして取り組んでおられる垂見健三氏をお招きすることにな

りました 。

世界で一番縫いといわれているジオ・ ￯ｴ ｾ ンティの椅子をはじめ、

さまざまな家具を解体したスライドを通してデザイナーは何を考え、

どんな目的でその家具を創作しょっとしたか… … 、また、 J oi nt の歴

史的変遜と今後への展望なども加えて解説していただきます。

家具をデザインする上で有益なアドバイスが得られることと思い

ます。ふる ってご参加をお待ちします。

日 時 昭和59年 1 月19 日( 村開場18: 00

開会 18: 30→閉会21・。。

4 第29回工高生デザインコンクール

入選者発表

日本挫築協会主催による昭和58年度の表記コンクールの入選者が

右記のとおり決定いたしましたので発表します。

なお、入選作品は次号 ( 昭和59年 1 月号) に掲載いたします。

・設計課題 四季を通じて利用できる 「ビーチハウス」

・応募校数 17校

- 応、非作品数 114点

- 霊見健三氏のご紹介

1933年 東京に生まれる 。

196111 千葉大学工業短期大学部木材工芸科卒業。

196111 渡辺カ Q デザイナーズ入社。

197211 愛見健三デザイン事務所開設、現. ( E に至る 。

・氏は家具のジョイントの研究者としては第一人者であり、雑誌「室

内 j !士、上にて長期にわたり、市販家具のテスト分析を掲載中。

授 賞

1962年 天童木工家具デザインコンクー J レ・金n

196511 11 11 ・銅賞

196911 新制作協会展・新作家賞

1977 1/ 日本インテリアデザイナー協会・協会n

198011 ポーラ ン ドポツナン家具デザイントリエンナーレ ・入賞

著 作

1968年 「家具全性」工作社発行・共同執筆

196911 r続家具全容」

197311 r インテリアデザイ ン端座」鹿島出版会発行 共同執筆

197911 ｲ イ ン テリアデザイン Ｇ ｊ ｾ 典」工作社発行

198311 r家具ハ ン ドブ ック 1 J 家共産業出版社発行

会 場 大阪府立文化情報センター ・セミナ一室

(大阪市北区中之島 3 丁目 住友中之仏ピル 5 階 ・TEL06- 444- 101I )  

ただし、大阪、地下鉄 四ツ儒線 rn巴後橋J 駅下車、徒歩 3 分。波辺僑南訪の朝

日新聞社の西隣り 。 または地下鉄・御堂筋線か京阪電卓の 「淀屋橋」駅より徒歩

10分。国鉄 、大阪駅、権田方面よりは徒歩15分です。

講 師 垂 見 健 三 氏 ( デザイナ一。垂見健三デザイン事務所所

長) ( 講演はスライド併用)

定 員 40名

参加会費 会 員 1 ，300円

， ｾｾｾ Ｚ｟，｟Ｚ＠ ( 当日受付でいただきます )

会員外 1 ，600円

申込方法 往復はがき 1 名に l 枚限りとし、氏名 ・年令・勤務先名

入選畳優・秀賞

入 選

H  

1/ 

1/ 

H  

1/  

1/ 

1/ 

1/ 

・連絡電話番号・返信用宛名・郵便番号を必ず記入し、

「家具を斬る」と明記の上 1 月10 日( 刈までに建築協会事業

諜へ。ただし定員超過の時は会員優先で拍せんにて決定

しますので申込には会員、会員外の区別をご記入願いま

す。 <12月22 日以降は、上記へお申込み頼います。〉

(J 順不同 )

氏 名 学 校 名 学年

石 井 光 典 静岡県立静岡工業高等学校・定時制 3 年

駒 井 智 弘 大 阪 府 立 今 宮 工 業 高 等 学 校 3 年

畑 正 広 大 阪 府 立 西 野 田 工 業 高 等 学 校 3 年

高 橋 秀 知 群 馬 県 立 高 崎 工 業 高 等 学 校 3 年

宮 沢 一 夫 同 上 3 年

滝 沢 博 久 群 馬 県 立 前 備 工 業 高 等 学 校 2 年

西 村 武 久 滋 賀 県 立 八 幡 工 業 高 等 学 校 3 年

石 井 光 典 静岡県立静岡工業高等学校 ・定時制 3 年

阿 部 哲 也 横浜市立 鶴 見 工 業 高 等 学 校 3 年

永久保 武 同 上 3 年

tI! l H社会 19M3年1211 ｾ［ Ｇ・ 1  
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日本建築協会企画

建築技術選書圃

A 5判・ 160頁 ・定価1300円

技術と意匠・山田幸一著

木 舞 下 地 の 詳 細 ( 桂離宮昭和大修理の試作壁)

〈目録進呈〉

日本建築協会企画

序 論 壁 と は 何 か 壁 の 構 成 日 本 の 左 官 工 事

左 官 工 事 概 説 左 官 工 事 の 長 所 左 官 工 事 の

問 題 点

左官材料について 塗壁材のm成 固 結 材

骨 材 補 助 材 料 (窃， 糊 ， モルタ J レ混和材)

下 地 組 体 下 地 と 組 立 下 地 木 舞 下 地 と 木 摺

下 地 下 地 一 般 の 注 意

施 工 施 工 面 で の 問 題 点 施 工 上 の 一 般 的 注

意 養 生 と 工 期

日本壁 日 本 壁 の 概 要 荒 壁 土 と 中 塗 土 ち

り回りと貫伏せ 中 塗 ま で の 施 工 上 塗 木

舞以外の下地を用いたときの日本塁

古 代 の 壁 法 隆 寺 の 土 壁 高 松 塚 の 漆 喰

日本壁の成立 械 郭 の 壁 茶 室 の 墜 経 理 量 宮

の 壁 壁 の 技 術 革 新 大 阪 土 と 衆 楽 土

職 人 芸 の 壁 角 屋 の 壁 入 江 長 八 の 漆 喰 彫 刻

明日の左官工事 セメントモルタルと木舞下

地 土 壁 の 比 較 左官工事の未来像

6 学 芸 出 版 社

.. ｾＮ‘ ｾ￀＠ .・. . T

三井銀行旧京都支底

京都市下京区木津屋精通西洞院東入 ft 075- 343- 0811 

1a. J司 合住宅の維持管理

一一建築技術の果す役割と将来

14 

ヒ; ;

. . 位決た〈掃" " " ・

設計者が明かした建築技術からみた維持管理

マンションの維持管理に関して，今日まで設

計者はどのような役割lを果してきたのか. 建

物を良好に保つための修繕のやりやすさをど

う配慮してきたのか. 長年マンションの設計

に携ってきた著者によってはじめて明かされ

た，建築技術と維持管理の重要な関わり.

主要目次

1.  5 つの課題

2 . 高層分譲集合住宅の維持管理の原点

3 . メンテナンスフリーへのあゆみ

4 . 設計仕様の変遷

5 . 災害と補修

6. 将来の維持管還の形態をさぐる

7. 高層分譲集合住宅の維持管理の担い手

A 5 ・176頁・定価 1400円

llfil 玄筒トア

福嶋孝之著

" レス 1トp

ｾ時併 ｾＧｨ 仰 H  

""2 ，..， ;..:::.P 

ｾ見，、

3  ピニ， 7  

.....cl:lli't-. 

内 宝 . .  

耐 性 1C-， - 6 

淘

〈目録進呈〉 6 学 芸 出 版 社 京都市下京区木津屋精通商洞院東入 劃 7シ34川 11



佐賀県の風土と建築

佐 ft の n然 (J(J }!ft¥土は北川から南東へ縦断! 師

で切ってみるとわかり劾し、 。北から玄海i雛

庇 ilt - - ，'yfM山系に i主なる山脈一 一 佐

t' i平野一一イTI りlifl j : と展開する 。

大| 塗を望む kifl f. i難- 4;: は抗さぷ波に j先わ h 、

男性的な三r - T r . 絶 i告の織りなす ;;t 鋭をなし、

ここを ￞Ａ ｦＮ ｦ￬ に， Ｑ ，ＭＪ、米シナ ｩｦｬｴ を ｊｉｾ ｩｌ ;まわ っ

た絞減交; の歴史、倭 iil の 91i 主を生んだ。今

唐 I ドの弘美「がfi It くんち 」にその心立欠を伝

える 。 J，J 干i ltとは '1"-"1に! 日J <  i必の立。 このよ

うな n然は| 出版的な人川を fTてる 。 この地

からは辰野令子? 、 i曽十Hj 主li < l t そして村野必需

が輩出している 。

Ｗ汗＿刊 ｴ振反山系は払制 Ｇ［Ｑ 附吋り県 ｲｾ と ｴ呪克をなす ＹＰ ∞ ｏ メ一トル

級の犯やカか、な 4表4↑1'1

に延び、凝灰持の寄Ｚｦｴがそそり立つ ［ｾｕ 安山

に至るところ、その 111ふところに抱かれて

焼物の l町、イi lI Iがある 。 端然としての総め

られた歴史。150年 I/¥J 変らず焼物を焼きがしけ

てきたこの 11円は、ゆったりと慨をたなびか

せながら ー似の円本阿の世界を現出する 。

今、伝統的処j主物群保存地区の認定を iVHliii

中だ。 ただし、この I1J Tは，I，- ¥' 、世界に閉じこ

もってばか りはしてなし、 。 I1rr を望む丘の上

には九州陶峨文化館が，住ち世界に陶般文化

を伝える 。 また一方ではニュー ・セラミ ッ

クの研究も悦んだ 。

佐 ｦｉ 平野 ・ ＩｕＫｉ の殺合 ｊ 也， ［ｩ ［Ｚ である 。 ｦｾＺ i ' iで

「サヶ j が日本州として. i I f l じる所以だ。 し

かしこの‘ 1<野 は 布 lりl粘土と呼ばれる含水率

の ｊ ドＧ， ＺｩｾＧ に ｉＡＢｾ し、 ｉ 也 Ｇｬ Ｇｖ 也慌で ｉ Ｇｉ ￎ ｟ 久↑ ｉ i. Ｇ［ｩｾＧ 的な沈下

に・ ｬ￬ 詰まされる 。 コの ｊｾ ， ｾｉｾ で庇の ｷ い浅い ｨｬ

似をかけた i < ど iit り」と H乎ばれる民家な

どは f: 胤対策であるし、沈下対策でもある

ようだ。 この{ 左 ti-'-IZ型l' のよ之ん rl' に j 子かぶの

が ｬ｜ｪ ，ｲＮ ｾｬＯ ｲＺ ｴｩ 1打。2000年前までは di の半分は

イ'i' YI iflt だ った。 この械下町の械跡、はー古1¥が

城内公1..1 として伐され、その - f l j に県立 tN

物館と ［ 定例 ［ｪｦｩｈ が往つ 。 今にも ｊｉｾ びたとうと

する，むのような同物館とうつくまるような

出し、美術館とは好一 刻 だ。

そしてイ j 1リI Mo 6 メートルの+il: l. j の差は 11

.-1，; ー だ。 水 深 10 メートル以下の泌が止が広〈

分布し、 ｼ 二 ｩ ｾＩｉｉｌ Ｇｦに背をたてて ｉ 仰の千〈機は

i  Ｑ 大だ 。 ｬ ｬＮＧＮ ｴｩ のｾｾ Ｎ ｾ ｊｾ［Ｚ はイ￯ｉリ Ｑｍ の松Ａ処古 Ｑ｜ にる

リ、行iifWする if，Ul は筑後川のもたらす )IE沃

な滋養分を必似し魚介の作' ，11 となる 。 (1 秋

，U"I くところの珍t守な魚と fl も隊々だ 。 秋 H

のタ必。 イjl りIiflj: はー而の空を，} J ; < 染めて ー

11 の必を I!!. J じる 。

佐fI の南部地区はこのような n然 j瓜土の rl'

で Ｉｾｾｍ と内海漁業で生活してきた 。 どちら

かと言えば !;cl'HJ(J で、北部唐山地区とはな

にかにつけて対照的だ。 しかし j兵村的共同

体立識は厳桁な主従関係と一徹な中山事11的 風

上をもたらしてもいる 。 i 旋回 J である。

i EtE を何A し伏 T!r'1T11I 1のUi には紘泣いが、

他 Ｉｪ いいものを似気よく育てる ｨｦｾ ヒ ｬ 二でもある 。

似て引の 胤 土 がill 築を峻別する 。 いい建物を

tiJJ りたいと改めて思うことしきりだ。

Ｈ 糸宏ｦ｟ ＱｾＯｦ ［左 ｦｉ lR土木部建築課長 )

佐

賀

県

作

品

集

佐 賀 県 立 美 術 館

森 林 学 習 展 示 館 ・ 総 合 案 内 施 設

唐 津 総 合 斤 舎

佐 賀 県 立 九 州 陶 磁 文 化 館

佐 賀 県 総 合 福 祉 セ ン タ ー

佐 賀 県 勤 労 身 体 障 害 者 教 養 文 化

体 育 施 設



佐 賀 県 立 美 術 館

設計監理 佐賀県土木部建築課・安井建築設計事務所

施 工松尾建設・住友建設共同企業体 ( 建築)

佐電工( 電気設備) 、 東洋空調・葉隠設備共同企業体( 空調設備)

昭栄・富士共同企業体 ( 衛生設備)

南側上空よりの全景

外装仕上 外I:I I' :  ＱＵ 二 ｊ Ｚ 他 ｾＺｩ モサイクタイル Ｑ｛Ｑ［ＧＩ 一日 Ｑ［ コノクリ ー ト打肱しアクリル Ｗ リヤ ー ｉｉｾｾ f  'J 

h¥t U : 7 1，7 ヲル 1.I;Jj 水[ 断熱fl:l:事 ) 悦 ;lf . コンクリート押え一日Ilil.j 似一文 'j-:n

全景

ヲ・

副

ピロティ

撮 影 s s 福 岡



多目的ホ ールホワイエ Ｈ レリ ーづのモ チ ーつは り ｲｾｾＧ ' 7 スノキと lt
r
ｾ＠ ＮｲＮｾＮｩカチガラス Ｉ

所 在 地 佐 賀 県 佐 賀 市 域 内 1 丁 目 15番 23号

敷 地 面 積 5 ，日日 om'  

建 築 面 積 3 ，644 . 37 m'  

延 床 面 積 4 ，098 . 27 m'  

構 造 規 模 R C 一 部 S R C 、S 、 1 F 一 部 2 F  

工 期 昭 和56年 10 月~ 昭 和 58年 1 月

最 寄 駅 国 鉄 長 崎 本 線 佐 賀 駅

多目的ホ ールエ ン トラ ンスロ ビー ( JJ ( 'J' 河川! とホ ールを区向'1する町内悦械は止、 if，ザ滞在の波をモチーフにじている)



佐 賀 県 立 美 術 館

企画展示室内部 連絡通路 ( ｪｾｬ ｦＮ ｩ 航と ｲｈ 物館をむすよ Ｉ
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断面図

佐 ｲｴｴｾｾ 立美術館は隣接する佐ｩＧｾ ｶ［ｾ 立博物館と一体的に利

用されるよう計画されたもので、 ｴｾｪ 物館との述続性と災

術館の ｾＱｾ n性 の$ . 就が計画上のメインテー 7 であった 。

県立博物館は、その椛造的な特災さを佳築表現上のテー

? とした、アクロパチ ッ クな形態をその特徴とする、住

築学会1 ' l : を受1 l した昭和40年代の名往築の一つである 。

公図内でのｾｕＱｩ位 ￼￯ と面総的な制約から、問自官は極めて

後近して，建てられるため、美術館にｾＡￎ ｬ いｻ附性や独ＱＧ Ｑ の形

態を求めることは好まし くないと判断し、基本的に、 lリl

ｴ 丸な‘Ａｚ ｉ 侃をぷ ｉＨｩ に立ち上げたＡ杉とし、 ｲｾｊ 物館のディテー

ルの特徴を随所に取り入れることによ って、栓物 liil lfri で

の両者a の形態( r(J 却11化を計ることとした 。

色彩 Ｈｉｾｊ にも、 ｴｾｊ 物館の ｬ 次付タイルの白、 ｈ ち放しコンク

リートの淡いグレーの系列の 'l' で、美術館には濃いグレ

ーを係丹i し、T ，I J 物館への色彩 (I(J 働きかけを故小| 阪に引jl え

て、なおかつ美術館としての引き締 った形態上の特徴を

表現することとした 。

往物ー ｊｚｩｩ 而は ｴｾ ｪＺ物館から述絞する、庭ｦＮｩｬ ｬ とＡｴ｜外展ＷｔＧ坊を望

むJlト11仰のな! 廊下、大小 4 ｾ主の ｽＮＡＧｩＺＮｩｦＮＺ 宅を ｩ 此 ｾ｜ｩ 距離、 ｬｩｩ ｬ ーレ

ベルで' Mi "，i: 機能的宅配置とな っていて、小ホールのみは

よ ｩｬｾＱｾ での使用にも対応出米るよう配 ｩ 泣きれている 。

小ホールホワイエと、展示 ｾｊ ロビーの交父する場所は、

この美術館の lti 1 > 特徴的空IHI としている

民示室 l立天井の，¥百い、人工) ! ( l . 191の中立 fl ( J 空間l で、 ir': lill iJ.民

￯ ｊｾ の多係さに対応する、天ＡｪＺＡｲ｜ｉ畏 η ミハネルを大Ａ止に保 ｊｔｉ

したフレキンフ' ルな空間! とな っている

小ホールは美術館，，!Yf : l l i : としての役;1; 1 ) ばかりでなく、この

併の小ホールの少ない地域 十l ↑!? を巧' J.II! ' した多目的ホール

とした 。

名室内古IIf J: 上はその )11途に凡合 ったものとする他、ロビ

ー、廊下情には t¥l} 物館との述統! 長から 11 ち政しコンクリ

ート、床は披i . l にくいソフトな j少行l必を狙 ったカーベ γ

トタイルとした

全体的に、この美術館のデザイン上の主テー 71. i 、閉鎖

性とｼ制度性、 ｬ りＡとｬｉ ￬Ｑ Ｇ 、 ＨＱ と淡いグレー、 ｉ ， ｾｉ さと采かさの

N J: Iン〈ランスにあ ったと足、う

(安J I処 築設計" j qJ，所)

IH2'1  

9866 

五 ｾ Ｇ ｴｬ 品 Ｉｊｬｳ ｦ， Ｇ Ｈ ＵＰ ， ｪ Ｇ 町 ｩ Ｉ

外装磁器タイル ( 45二丁特定色) 岩 尾 磁 器 工 業 佐1"i ｾｉｉｾ＠ I'li 松illi/mイ川町 128自 T E  L  0955，1  

鉄骨 片 山 鉄 骨 橋 梁 tMI 判di 'i'央l正刈l' 2  8  49出 l ビル T E  1. 092  711 1ωl  

大ホール観客席 コ ト ブ キ 福 岡 営 業 所 k，¥I 判市内多 l正l咋抑( 中央 iJr 8  36 1  ｉＧＮ Ｇ￬ｾ ビ ル r  E  L  092 ι111 0763 

生コンクリート 佐 賀 宇 部 コ ン ク リ ー ト 工 業 航れ di 'j .  i"l田f 1  :J7 T  E  L  0 %2  2，1  0111 

舞台機構設備 三 精 輸 送 機 九 州 出 張 所 k  .. "刈di ' i ' 央|ズJ < ｾｉＧ＠ 1  1'1  16( 云栄ピ ル) T ι L  092 751 

造 作 内 装 高 島 屋 福 岡 出 張 所 耐，1(. 1. 1di ＱＢＱ 多 ｉｾＺ ＱＧ Ｎ ｾｬ Ｎ ｊｊ 日目 ｦｬｬ 16 T  E  L  092 2HI 561i 2 

金属 国 島 順 三 製 作 所 福 岡 支 庖 弘¥1川市中央1正大和 2 4  22( 析 I1 本ビル ) 1' E L 0 9 2  77 1 7'161 

ホール音醤装置 日本 ビ ク タ 一 九 州特 機 営 業 所 ti .. "，v.j ､ 作品多ｼ正 ＱＧ ， ＧＱ 州 ｾｉｪｩｪＢ 16 1  T  E  1. 0位""

鉄筋 平原鉄筋工業 ｦｴｮｾＧ ， ｾｦ 印刷 ［ａＺｦｬｬＢＧ ｦＯｲＡＮ .'i ' 171，1  1  T  E  L  09526 2  4463 

ビジュア J レサイン ぴ こ う 社 九 州 支 底 品川川与多 ＱＧ Ｚ 内側 ｾｉ 軒 Ｑ 1  5( カワイヒル) ・l ビしり児 472 .216約

＿イ ｊ レ 渓 ｬ 上勝蔵商庖 机ｼ判山内 ｾｉｾ Ｚ 川 崎 町 Ｖ 2  '1・ E 1. 092 281 44，15 

外情 松 尾 舗 道 r Hi di 判 i 地 1 4  27  T  E  L  0952 22 5111 

防水 三 星 産業 福 岡 出 張 所 払i 附 djll ' 央lズ)，; NJ 4 1  1H T  E  1. 092  7H1 3:l61 
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21世紀県民の森森林学習展示館・総合案内施設

設 計 監 理 佐 賀 県 土 木 部 建築 課 ・ お が た 建 築 設 計 室

施 工 武 富 建 設( 森林学習展示館)

神 埼 産業( 総合案内施設)



総 合 案 内 施 段

遊歩道よりサ イタルセ ンタ ー

〔森林学習展示館〕

所 在 地 佐 賀 郡 富 士 町 大 字 古 場

敷 地 面 積 200ヘ ク タ ー ル

建 築 面 積 678 . 12 m' 

延 床 面 積 605 . 90m'  

構造規模 R C、8 1 、l F

〔総合案内施設〕

佐 賀 郡 富 士 町 大 字 藤 瀬

200ヘ ク タ ー ル

465 . 32m・

337 . 70m'  

R C、1 F  

工 期 昭 和56年 1 月~ 昭 和56年 12月 昭 和57年 9 月~ 昭 和58年 3 月

最 寄 駅 国 鉄 長 崎 本 線 佐 賀 駅 国 鉄長 崎 本 線佐 賀 駅

(55i
l' 皮 ) (56i

l'/主)

圭調枯排水置i生 イi"ll' ，(e設 たか句べ配' i ' i ' T. .1>  圭調・桔排水田1生 ，Ji 1' i .G"{柑工 '1与

1丘 公 イP' II' ，( e 設時' .(L社 '，l[ 色、) e ' ，l{干上



21世紀県民の森森林学習展示館・総合案内施設

展示室( 森林学習展示館)

e  
噌F

学習室( 森林学習展示館)
遊歩道 より野外ステー ジ

(' りaについてはf J r : l" l  ｾｉｾ＠ おがた- l J l 築 1¥泣al 市より jJ"Wl



森林学習展示館外装仕上

bHl l  カラーアルミ板mO. 6償必

外笠・姉器11ニ丁掛タイル貼

11 化粧型枠コノ 7 リート打抜仕上

M レリー 7 . j: ，;持11100ロタイル且ぴボーダー

タイル ｉｾ 隙 必リ

軒天 μ板げ) 15本実張 I) i由性ワ y クス 仕上

バル コニー: f H 丘げ)15本実松リポリウレ 7 ンヌ 1)

ビロティー 成、磁器11100ロデザインタイル険機松リ

総合案内施設外装仕上

Ii HJ! アスフアルトンングル熱工法

外 喰 化 担t Ｇ｜ＧＮｾ作コン Ｗ リート ｮ 政 ｦｬＺ 1'. 

テラス Ｎ十 手版本実化 ｬｬｴｾＧｬ 作コンクリート ｮ 肱

7 7 リJ レ信州旨裕科目1); f.t 

アフローチ 磁ｾＺ［ｮ ＱＰＰ 7 イルI!I;

21也・紀県民の森は、背振山 ( 標高 1055m) を盟主とする背振山地の南麓に広がる

脊振北山県立自然公園の一部に位置する、おおむね、襟高350m- 450 mの起伏に

おんだ丘陵地域にあ って、富士町および三瀬村の両町村にまたがり、そ の広さは

約 200 hal こ及ぶ。

笠かな自然環境と多彩な京観を楽しめる地域であり、特に県民の森の中心部には

本県最大の北山ダム貯水池を有し、俊雄多様な河川水系と相ま って変化に; i ! ; んだ

湖岸を塁し、ｾとｻ市ｩｊＷｊ＼Ｎが織りなす京ｬｬｻはひときわ精彩を放 って いる 。

すでに上位計画として、北山国民休j 聖地局 1- 聞のもとに、地設の整{ 出l が年次初: に進

められており、国民宿舎、キャンプ施設、 トリム、自然観祭図等のl庖設が点復し、

l四季 をiI!i じて訪ずれる 人は多L 、。この上位計画との調路、融和を図るとともに、

県民の森としての機能を発揮させ うるにはどの機な施設内谷がふさわしいのか、

また県民の森に対しての県民のJUI 待、あるいは社会的ニーズに対してどの僚に反

映するか等を巧慮しながら 、 「人間と自然がふれあう、、森の自Ilj 章、、」の基本椛忽

が立案された。

こ うし た状況のなかで、県民の本の務備事業 l;t 、'A'i々と進められ、 58年 5 月には

地設の一宮11が附図の運びとな った。 休日には、家族: i i l l れや若者逮が訪れて 、湖水

て' の水遊び、サイクリング、野外コンサート、芝生広場での球技、オリエンテー

リ ング 、自然観察等々、野鳥が自 の ｉￌ 可を ｊｉｾ ぴ交うなかで興じられている。

今後、自然との融和を図りながら、 争点の「 人IH] と自然がふれあ う森の創造J を主

Ｑｉｬｾにおい て計画が進められ、その 機能 を 十分に発療できることと思 う。

森林学科展示館は、 ") '1少年をは じめ 、専門技術者等の森林、林業に ついての研修

や学習を行う研修室と、 「次のi ! t 代に つなぐ 本林」を テー? として、県民に森、林、

林業と人間と の関わりを正しく 理解しても らうため、 各極のパネルや燃本類、悦

型等を展示する展示ホールにより構成されている 。 また県民の森の中心的な施設

として 県民の本全体の企画 、五I f 営、管理を行う機能をあわせもつ総合案内施設は 、

V，¥ 1": の森のインフォーメーシ ョンの役;刊 を目 (I(J とする案内センター を中心に湖 1(li

を民望山米るレストルーム、地域iifE出の郷土山菜物品の展不コーナーをしっill 物

である 。 おとずれた人達に、 ＲＷＰ 純にもおよぶＧｊｦｦＢＮ｣ Ｐ が ｊｉｾ びかい 、 ｉ 瓜生林 、 自然 ｩｾ ｬＡＮ

!点の純物i洋/高 を、春夏秋冬を通 じ探勝、自然 との融和 を図る 機能 を十分に発持出

歩|去る ことと思う 。 ( 緒 方征男 / おがた往築設計室)

? ? l 附 i
@  
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総合案内施設 1 階平函図

日目

員己三J

- 2 3百

⑨ 

森林学習展示館 1階平面図

0 5 10("，)  
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森林学習展示館地下 1 階平面図
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唐津総合庁舎

設計監理 佐賀県土木部建築課・坂本設計事務所

施 工 唐津土建工業・岸本組・内山組共同企業体 (建築)

高田電機・米村電設共同企業体 ( 電気設備)

大西工業・唐松設備共同企業体 (空調設備) 、森重商庖 (衛生設備)

全景

外装仕上 外ＢＮｾ :  6.曜日: i 7' イルI ! li 1) 2  f Uト

笠木 カラーアルミ加 仁1 = 1. 5%  

以上 アスファノレ卜以水防水



所 在 地 佐賀 県 唐 津 市 坊 主 町433番 地 1

敷 地 面積 14 ，895 . 87m'  

建 築面 積 1，167. 73 m' 

延 床 面積 3，日94 . 06 m'

構 造規 模 R C 、3 F  

工 期 昭 和57年 1 月~ 昭 和 57年 10 月

最 寄 駅 国鉄 唐 津 駅

I[fi It総令庁予? の移転新築工 '10;(立、 111総 合11' 令の所

品 ｩｦｾ 主および政 ＧＱＱ スペースの伏小さを解消するため、

県立向校跡地に 、 tド81棟、自転 '11世場、批 2ド場、

. f t ! i . J ; 主と共に庁舎煉として計画された 。

庁合としては、県道f l ! IJ よりのアプローチを J7え、

立WI にA 絞して、ホール、県民ホールと多目的な

宅聞を設け 各事務所へi坐絡し、また一 般手11mの多

い県従事務所、福祉 '1工務所をー| 滑に設け県民の手IJ

mを配慮している 。 さらに不特定多数の利用に供

するために、身障者対策として 、正門より誘導ブ

ロ ン夕、スロープ、玄関前のインターホン、ホー

ルの総介点 'I '・案内板、身障者i短所等完備されてい

る。 作執務室としては 、南北 I( Uより の保光および

行エネルギ一対策を地し、必 ｊ ーな執務ｾＯｩ Ｚｊ が符ら

れるようにし、また経伐の節減に努めている 。

.ill 物のデザインは、 UELc の出先機関としての桂物に

ふさわしく 、 シンフルて;'i ，' i - 鐙な感じとし、北壁面

に変化をもたせることによリ陰陽のあるデザイン

としてし、る 。

た外収についても、タイル特有のテクスチャー

をだしながらも 、縦しみのもてる 色彩とし、周凶 |  県民ホール( 県税窓口 )

の卵焼に 7 ッチさせている 。 ( 以;ji:，tll'，;!"I'; 務 所)

(之

配置図

'Ij:l'! :は l主r i Ml j よび J/，( 1' ，;1，:1"1，(1，ドilr より j : LW

北 西面ア プ ローチ

• 
福祉事務所

• • 
10 IS(.. ， 



佐 賀 県 立 九 州 陶 磁 文 化 館

設計監理 佐賀県土木部建築課・内田祥哉+ アルセッド建築研究所

施 工 住友建設・松尾建設共同企業体 ( 建築) 、 新生電業・宮園電気共同企業体 ( 電気設備)

丸紅設備・昭栄設備共同企業体( 空調設備) 、 葉隠設備工業( 給排水設備)

東側山腹カ、らの全景

撮 影 : 小 川 泰 佑



所 在 地 佐 賀 県 西 松 浦 郡 有 田 町 中 部 乙 31 00 ー 1

敷 地 面 積 32 ，469. 00 m'  

建 築 面 積 3，767. 61 m'  

延 床 面 積 5，966. 89  m' 

構 造 規 模 R C 、 2  F  ( 一部 3 F )  

工 期 昭 和54年 1 月~ 昭 和55年 3 月

最 寄 駅 国 鉄 佐 世 保 線 有 国 駅

九州陶磁文化航は、日本の磁昔話発祥地であるイi l l l

町 ｉ に、ｻ左 ｴｾ り ｴｌ を ・ Ｑ ＴＱ 位主として、九州各りょ の 後彼と

文化庁の布I i DJJ を う け て 広 域 文 化 地i;設 と し て 設 立 さ

れ た が 、 さ ら に ヨ ー ロ ッ パ へ の 般 旅 普 及 の 原 点 と

し て 、 国 際 的 な 陶 磁 文 化 の 核 と な る 使 命 を 持 っ た

純111止である 。

計 画 に あ た っては、風土へのなじみ、 絞 令 機 能の

iリl 解な、/ ーニング、展示三をの快適な人のf f ，U L 、 be

j切の耐久1 ' 1 : 等を if( 嬰 な ポ イ ン ト と し た 。

l瓜 よ と の 一 体 性 は 特 に 屯 梨 と 巧 え た 。 事「庇 を L

った 外観ゃい ｬ 古 ＱＱ ｾ Ｏｩ ｜ｊ のディテールに至る全 体をＮｩｩｬｬ

じて 、1品みのある 、な じみのよいぷ 材 とぷ攻 を求めた 。

② 文化 館 は 収 必 ・J氏ポ ー研 修 'lJ J: 止の 機能が絞千干

したぬiiIit である 。 利m./'i ゃ 時 U¥J ' : . wも火ーなるのでそ

の ゾ ー ニ ン グ が if( 裂 と な る 。 ぶ |見J ;t; ーノレの 大 きな

交千l カ ウ ン タ ー は 、 こ の 裂 で 、 人 々 は 目 的 に 応 じ

て こ こ でtJre りう〉けられる 。

③ ク ラ ス タ ー 同Il ls引の 展 示 安川 IJX : は、問 つに 独 立

した J瓦示から 、一 つ にまとま った 反 ぷ 企 闘 ま で 対

応 "T能 で あ る . ま た '1' 庭 に l耐した '1'リとの l長ポホ -

J レに よ り 〆 〈イハスできる 5曲線と、 l提示 宅 UI Jの 大 慾

による jit 色の 変 化 は 、在j L1l :t. ti に tk: i注な選択と} : : ! .!.主

きを与えている。

@ hl: < 歴 史 を真IJん で 災 し く 残 る ill 物 を意図した。

物J l J l (I(J 耐 久 性 を 隊 保 す る た め 、 コ ン ク リ ー ト の 主

要な構造Ｑｬｉ Ｑ 分はすべて外 ｉ ｉＱＱ ｊ で 一 度 Ｑ Ａｬ い、 ｬ 立Ｑｴｽ，瓜ｾｉＧ ｪ

に ｉｾ ｦｯＮされないよう心控卜けた 。 また収 ｬｩＧＺ 説 ｩ 誌は挫物の

機能 ＨｉｾｊＩ ，ｦＺｾ を ｫ イ了する 。そこて

以 ｊ上 ｬヒ Ｔ の ｬ耐 Ｈ Ｑ耐 Ｇｬｩｦ 付ＧＱ Ｇ Ｈをとリ、 ｊｦｬｬｾ ミも Ｂｦ 能にし ている。

( 三 川所 iff典/ ア ルセ y ドill 築 研 究 所 )

附' J . i スベース

.  .  .  

主主外装仕 上 げ

民m 展ぷ出 7 ，，{ { 樹脂焼付け中

装7 1レミ成形陥 i j.，き‘ 大) ; i tl{ 成 形

ｪｾ 似償 ｩｩ さ、川 ＱＱＱＱｕ 銅版成形 lCii

|進展限 断熱絶H アス 7 アルト

防水のJ :ベンチュレーンヨンプロァ

7  

外q ・280 fl )磁総タイル打込み 7 レ

キャストコンクリート版、リプ研' )

{I :  I:I t フレキ ャストコンクリート Itl 、

小 11 $'イ J レl t:.，.jf(';!< リ

エントランスホール( 左手は受付カウンター )

固定展示室

〈仁

2 階平面図( 1  :  1000)  

〔以11Mはt ml l ｾ，往築 Ｇγ 会悦 ＨＩｉ ，Ｉ

断面図

固定展示室

中庭



佐 賀 県 総 合 福 祉 セ ン タ ー

設計監理 佐賀県土木部建築課・石橋建築事務所

施 工 豊栄建設・中島建設共同企業体 ( 建築) 、大洋建設 ( 建築)

岡田電機 ( 電気設備) 、古賀設備工事 ( 衛生設備)

栄城設備・佐賀空調共同企業体 ( 空開設備)

所 在 地 佐 賀 県 佐 賀市 天 祐 1 丁 目

敷 地 面積 11 ，125 . 41  m'  

建 築面 積 3 ，586 . 63 m'  

延 床 面 積 4 ，093 . 38 m'  

構 造 規 模 R C 、 1  F ( 一 部 2 F )  

工 期 昭 和57年 1 月~ 昭 和 58年 2 月

最 寄 駅 国 鉄 長 崎 本 線 佐 賀 駅

ft. n 県総合制布l センターは、 1981年 の 11王11務| 布持

者 年 」 に お け る 似 の骨内 1: 事業の一段として災地さ

れたもので、その; f，の 過 リ総 令 (I(j な制祉 セ ンター

として、 llLの1¥1，1係地設とL l i lの 関 j生施設を統令集 '1'

し、心身にｼ町、 Ｑ ＺＺ を持つ人々や、ｾ， ｉｬ 人、児童 の ＱＺＱ Ｇｩ［ｾＧ＠

相 談から、検イ号、診療、機能回復訓紙、 A D L 、

レクリェーシ ョン 、スポー ツ、職業中11談まで - rt

して利用で きる 地 設 と し て 立 案 さ れ た も の で あ る 。

その施設桃成は、リムの rl -'央児堂本" 談 所 、 身 体1; 早川

者更生相談所、判事Ilii1t 弱 者 更 生 相 談 所 、 婦 人 相 談

所、ＱＧ［怜 ｨｩ ｬ ｴｾＩｾｈ ｣ＧＮｩｊＮ￺ Ｑ 主 ｼ 地設、ｾ｣ＧＮｬｬＧ Ｈ Ｍ ｉｉＮＧ､ 米，， Ｇ盟所、焔人

- lI c'i ' 保設所、および身休降、1::者九i社会館 ( sJ¥' D  

並びに同の開 ｩ 生地設として勤労身体 ｉ［ｾｾ ｩＡ［Ｚ 名、教必

文 化f本有地設、心身 1: 市害者職; t センターにより椛

! 虫; さi . L ている 。

これらの計li 地 設 をfi . . いに有機的にが: びつけ な が ら、

いかに機能 Ｈ ｉ Ｈｪ に ｾｾｕｌ させるかという点が計 ｉ ｬｬｩｪ の段

階 で の j比大の泌wであ リ、競技 It幻 l.mll::1の 人ー半 が

その試行 Ｄｉｾ 誤に代やされた 。 ［ｩ＼Ｚ地設 ， ｪｪＭに当 って は、

利用者 の「搾いと ころに予の Ifll <  J ようなディテ

ー ル 設計 を心情け、外在l I . も周辺 の f-j一定邸岐に訓利l

して縦しみやすい l l J i の 勾 配hl tHをj;f，: JJJ し、 i品ち

お い た 手Pl' 1公で会L終に f lJJ 日できる地設を 1-1指した 。

( 針 nfljl 寸・/ イ-j ｦ ，ｾ伝 ｩｬｬ ｾ Ｇ ｊ Ｇ［ 務所 Ｉ

外装仕上

外収 コン 7 リート Hl l i しスタ y コ状吹 (.1

‘ 宅

玄関ホ ール
体育施殺 からメインアプローチを見る

メインアプ ローチ



佐賀県勤労身体障害者教養文化体育施設( サンアビリティーズ佐賀)

設計監理 佐賀県土木部建築課・原田設計

施 工豊栄建設・神埼産業共同企業体 ( 建築)

佐 電 工 ( 電気設備) 、 栄 城 設 備 ( 機械設備)

所 在 地 佐 賀 県 佐 賀 市 天 祐 1 丁目

敷 地 面 積 3 ，926 . 56m'  

建 築 面 積 1，463 . 6 7 m'  

延 床 面 積 1，39 8 . 43 m'  

梅 造 規 模 R C ( 一部 S ) 、l F

工 期 昭 和57年 6 月~ 昭 和 58年 2 月

最 寄 駅 国 鉄 長 崎 本 線 佐 賀 駅

本施設は、国| 努障害者年に困み、身体障害事fの体

育のみでなく、教養文化的な商にも大きな比重を

おいた総合福祉体育施設として、雇用促進4 j > ; . t I ' f 団

が全国 7 ケ所の名都市に建設計画したものの一つ

である 。昭和56年 12月より基本設計に治手し、 57

年 5 .F1に設計完了、 58年 2 月に竣工した 。 {左 t' i平

野特有の起伏の少ない平地において、また周囲の

建物の殆んどが低! 習の木造住宅という環境の中で、

周辺との調初、日 mi その他の周囲への;131Fが少な

い配置形状、となるよう、苦心した 。 ①外観は住

宅地に建つ建物らしいひっそりとしたたたずまい

の中にも、公共建築物としての l威厳を持たせるよ

う、配r . &した 。 ②喫茶談話室 、職業情報展示室は

本総設の rl "でも最も豆嬰な部屋なので日当りの良

い南側に配し、ヨミかい雰医{ 気とした 。③研修室、

音楽室、相談室は体育室の騒音等の ［［ｴｾ 科ができる

阪リ j止ばない位 iE とした 。④救援文化室は唯一の

利1，主とした。お占茶5、おイ化ヒといつた日 4本王 r1i 米σの〉文化

tl(的lド内〈甘j 教茶を午学: べることを I虫rL人点i

ヤラリ一カか、ら 1:τ のI噌l柁;!;D間[前Hをすべて 念窓. とし、 多くの n

然光を Jより入れて mi l
りl に裂するランニングコスト

のｻ氏 ｩ 成を百ｼ っ た 。 世主校時の ＱＱ 正しさは、 ｈ 月 ｨＧｾ を引く

ことにより解消される 。

( 原田邦夫/ 1 . 点団設計)

外装仕上

外収倍 ｾＺｩ 小｛｛，ドタイ ｊ レ Ｇ ［ｬｻ

以i H :  ;li r. l111 =  1  75 ，，"i 色・IE' :W，tJ.ぇ在戸 8ふっぷBH古川[ '1:.

'!'fi{ 討¥W¥7 A 7 アルト防水

申F1! カラーアルミスハンドレルCう0. 6

玄 関
中庭

外観全景



佐 賀 県 総 合 福 祉 セ ン タ ー ・ 佐 賀 県 勤 労 身 体 障 害 者 教 養 文 化 体 育 施 設

; E通国型睡
運動公園からの施段全景

「 寸

ｲ ｾＮＧ ｩＮ ｩＧ Ｎ ＧＮｻＺＺＺ［ＺＺｦｬｘ 石ｾ京 ｲＮ［京事 ｒ

. . 助会 l

人」

公司町本絹

4.  筒

「 ・ 有 一 」 寸

教養文化室

｛Ｑｊ Ｚ ￹ Ｚ は ｩ 牛 ｾＧｩ ｾｉｲｾ 、ｔｩ附 ｩｬｬ 築 事 務所および ｉ ｩ［Ｈ 川設， ［ Ｑ ー からの ｪｩｈ ｊｉｩＩ

2 階平面図

オ

働
同

国
同j

⑨ 

配置図・ 1 階平面図



建 築 と 社 会
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( 昭和58年)

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

特 集 号 • 
関 西 の 建 築 文 化 を 考 え る 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 1

マ イ コ ン の 建 築 へ の 利 用 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 2

多 機 化 す る 運 動 施 設一一. . . . . . . . 一一一一一一一 3

建 築 と 品 質 管 理一一一一一一一一一一一一一一一… 4

計画におけるコミュニケーションとプレゼンテーション … 5

大 阪 駅 と タ ー ミ ナ ル ビ ル 一一ー一一一一一一- - 6  

維 持 管 理 と 設 備 更 新一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 7

東 海 の 将 来 と 文 化 を 考 え る 一 一 一 一 一 一 一 一 一 8

オ フ ィ ス ・ イ ン テ リ ア の 変 革一一一一一一一- - - 9  

プ レ ス ト レ ス ト 鉄 筋 ・コ ン ク リ ー ト 構 造一 一 一 10

第30回 青 年 技 術 者一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 11

大 阪 城 国 際 文 化 ス ポ ー ツ ホ ー ル一 一 一 一 一 一 一 11

集 合 住 宅 と 生 活 音一一一. . . . . . . . . …一一一一一一 12

作 品 作 風 ・ 新 建 築 今

- 官公署

唐津総合庁舎一一一一一一一一一一一一一一一一一 12

設計監理佐賀県土木部建築諜坂本設計 '1' 務所

施工: 唐ilt 土ill 工業 目岸本組 ・内山組共同企業体

・学校建築

兵 庫 県 立 姫 路 短 期 大 学 本 館 一 一 一 一 一 一 一 一 一 1

ｩ 設計 ｾｩ 理兵 Ｑ ・ Ｑ Ｑｖ ，ｾ f.l I，li 住宅部営繕諜

地 工 西J帯主I l 設共同企業体

田 辺 町 立 培 良 中 学 校一一一一一一一一一一一一一一一一一一 1

設計監理坂本克也一級建築'1>務所 地 工 熊 谷 飢

学 校 法 人 エ ー ル 学 園 エ ー ル ビ ジ ネ ス 専 門 学 校 一 7

設計監理 A. R.  1主Il築 '1' 務 所 地工 緩AE工務応

皇 学館 大 学 100 周 年 記 念 講 堂 一一一一一一一一一一一 自

設 計 施 工 鹿 砧 建 設

平田町立平田中学校一一. . . . . . . . . … … 一一一一一 自

設 計 監 理 鈴 木 隆 二 設 計 事 務 所 施 工 大 僑 組

・図書館

兵 庫 県 立 姫 路 短 期 大 学 図 苫 ・ 館 一 一 一 一 一 一 一 一 1

設計 ｾｩｩ 思。兵Ａ‘ Ｑ Ｑ 県郎市住宅部営繕謀総工三布 ｬ 雄投

・社会福利厚生施設

明石市立勤労福祉会館一一一一一一一一. . . _ - - ー 1

設計数思! 明石市建築膏 ｉＱ 営締ｾ ・ 光安建築設計 Ｇ Ｑ＾ 務所

総工; 関西建設工業

アイシンワーナー「希望の丘」ーー 一 一 一 一 一 一 8

基本設計清水建設名古屋住計部設計監理清水i ! 般名古屋

設 計 部 富 士 工 務 庖 施工 fn水建設名古屋支庖 . i.l 土

工務庖

美 濃 加 茂 市 中 央 公 民 館 ・保 健 セ ン タ 一 一一 一 一 8

設計! i i i . Jl n: 安井正I l 築設計<1>務 所 施 工 戸 悶 建 設 名 古 li 文脂

春 日 井 市 来 苦1¥市民センタ一一一一一一一一一一一一一一一 8

設計監理 .'.IA川雄築 '1>務 所 施 工 。岐主II 木村

佐 賀 県 総 合 板 祉 セ ン タ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 12

設計監迎。佐賀県土木部処築設4 石橋建築事務所

施 工 盟 栄 括i設 ・中J: ，¥雄投共同企業体、大洋主n;t9:

佐 賀 県 勤 労 身 体 障 害 者 数 養 文 化 体 育 施 設 一 一 一 12

設計院理I l 佐賀県土木部建築課 原関設計

地工 ＱＲ 栄主 ￟ｾ ・相 ＱＧＱ 奇産業共同企業体

号

- 体育施設

岡 山 市 総 合 文 化 体 育 館 一 一 ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 3

設計岡図新一設計・l' 務所

施工 。7 ジタ工業 ・安雄ill 設 ・松本組建設共同企業体

武田記念体育館一一一一一一一一一一一一…- - - - - - - - - 3  

設計施工: 大林組

天理市立総合体育館一一一一一一一一一一一一一一… 10

設 計 桝 谷 設 計 監 理 住 宅 、 郎di 銑備公団 地工・奥村組

福 原 遂 動 公 苑 陸 上 競 技 場 メ イ ン ス タ ン ド 一 一 一 10

設計 福本設計 監理 : 苦情良県t岩井土木事務所

施工 中尾組 P C地工 7 ドウ挫研

- 会館 ーホール建築

瀬 戸 市 文 化 セ ン タ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 1

設計監理 : 愛知県 ・瀬戸市 ・安井建築設計事務所

施 工 大 成 建 設

徳山市文化会館一一一一一一一一一一一一一一一ー 1

設計監理 日控設計/ 大阪

脇工大成ｬＮｉｬ設 ｾｈＪｩｬｬ 設 ｊ 昼間企業体

大 阪 ガ ー テe ンノマレス (f I - 立学校教職員共演組合大阪全館) …… 1

設計監理安井生I l 築設計'1' 務 所 施 工 竹 中 工 務 庖

建設交流館一一- - - ・- 一一一ー 守一一一一一一一 1

設計指導 自主主設計/ 大 阪 設 計 施 工 銭 高 組

鹿 児 島 市 民 文 化 ホ ー ル ー守一一一一一一一一一一一一 4

設計 : 日建設計/ 大阪 施工: /Il lt且- h' 1水挫設共同企業体

平 野 土 地 区 画 整 理 記 念 会 館 「 文 化 会 館J一一一一ー 7

設 計 監 理 大ill 設 計 施 工 奥 村 組

愛知県岡崎勤労福祉会館一一一一一ーー守- - - - - - - - 8  

設計監理愛知県建築部営締課 ・東海設計

施 工 小 原 ・三和維設共同企業体

大 阪 府 モ ー タ ー ボ ー ト 競 走 会 会 館 一 一 一 一 10

設計監理 : 議京介抱l築'1' 務所 施 工 松 村 組 大 阪 本 腐

大 阪 城 国 際 文 化 ス ポ ー ツ ホ ー ル 一 一 一 一 一 一 11

芯計監理 Ｚ 日建設ｾｉＢＯ大阪

地工大阪械同僚文化スポーツホール新築工'1' 大成 ー松村企業体

・美術館 ・資料館

大阪市立東洋陶磁美術館一一一一一一一一 ------------- 1

設計監理ＺＩ［Ｚ阪市罰 Ｂｪｾ 繍ＯＮｪ ・ 日往設計 Ｏ Ｉ［Ｚ阪 地工.住友建設

川 内 市 歴 史 資 料 館一 一一一一一- - - - - - - - - 一一一一 7

設計監理 。安 JFill 築設計事務所

施工 熊谷組 . 8i 前組主I l 設共 liiJ 企業体

岐 阜 県 美 術 館 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 自

設計監理 。岐阜県総務 部位ｊｬＭｴｾ ・日挫設計 Ｏ名古屋

施 工 大 日 本 土 木 上bt 組特別l共同企業体

佐 賀 県 立 美 術 館 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ー ー ー12

設計監理 佐賀県土木部品Ｚ築ｾＪ . 安井建築設計事務所

施 工 松 尾ill 設 ・住友ill 設共同企業体

21世 紀 県 民 の 森 森 林 学 習 展 示 館 ・総 合 案 内 施 設 ー 12

設計監理 佐賀県土木部建築課・おがた建築設計室

地工武b X 主I l 設 ー神崎産業

佐 賀 県 立 九 州 陶 磁 文 化 館 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 12

設計監理佐賀県土木部l . l l 築課・内聞持政 + アルセ y ド建築研究所

施工住友主 ｉｉ 設 。 絵 ｬ 己主 ｉｉ 設 ｾｾＢＧｊ 企業体

・医療施設

市立伊丹病院- ー- - -

設 ｾ Ｇ ｉ 監理 伊丹市m院llLl 立推進班 1昭和設計

地 工 竹 中 工 務 Ji 'j ・iI ojlll 主II 設工業共同企業体

- 宗 教 建築

神 慈 秀 明 会 科1殿 ・教 祖 殿 一一一一一一一一一- - - - - - - - - - - - 9  

基本設計 ミノルヤ7 サキ & アソンエイツ 笑施設計

伊東建築設計4>務所 日本設計事務所・坪弁普勝研究室

施工消水建設大阪支1お

・ホテル建築

京 都 東 急 ホ テ ル … ー

設 計 施 工 戸 田 建 設

パ ー 7
1
) - - イ ン ( A: ! ; ，) 岩本ビル) 一一一一一一一一一一一 7

設計政理東畑主J ! ; 築<1'; 務 所 助i工 金 山 工 務 庖

ホ テ ル コ ン コ ル ド 浜 松一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 8

設計施工竹中工務的

・商業建築

淡 路 島 玉t臣殿一一一一一一一一一一一一一一守一一一一一一- - 7  

設 計 監 理 大 li i : 控築設計'1>務 所 総 工 日 本 建 設 大 阪 支 j苫

号

ゴ ー ル ド ブ ラ ザー 一 一 一 一 ー ー 一 一一 一 一 一 一1日

政計監理安井建築設計室 施工・藤木工務広大阪本庖

- 復合ピル

大 阪 タ ー ミ ナ ル ビ ル 一 一 一 一 一 一一一一一- - - 6  

設計監理 ー日本国宥鉄道大阪工事局 東京建築工事局 ・

安井建築設計4' 務所

施工 大林組1 舵助建設・消木建訟・竹中工務庖・ UI l*ll 共同企業体

船場フジイピル一一一一一一一一一一一一一一一- - - 9  

設計監理: ｪｪｴ ｩｬｾ 主 ｉｬ築設計事務所

施 工 竹 中 工 務 庖 ー金山工務庖共同企業体

- 蝶務ビ J レ

美 津 波 千 里 ピ ル 一 一 一

設計監理: 1 I l 畑建築事務所地工。竹中工務盾

信 j農 僑 三 井 ビ ル 一 一 一 一 一 一 一 一 ー 守 一 一 一 一 1

設計監理・三井不動産 ・成品建訟

泊工 WJ ，¥建設・三井主I l 設 ・戸凹挫設共同企業体

南 海 野 村 ピ ル一一一一一一一一一一一一ー一一ー --- 5  

設計安井l . l l 築設計4' 務 所 施 工 大林組 ・南海建設共同企業体

住友生命御堂筋ピル一一一一一一一一一一一一一一一一 7

設計監理: 日組設計/ 大阪 地工・竹中工務庖熊谷組共同企業体

日経名古屋電波会館( テレビ愛知) 一一一一一一一- - 8  

訟計監理伊藤建築段計事務所施工: 戸悶建股名古屋支庖

近 鉄 堂 島 ピ ル 一 一 一一一一一一一一一一一一 g

設計監理日控訴計/ 大阪 施工 回大林組・大日本土木共同企業体

兵庫内本町ピル一一一一一一一一- - - - _ . . 一一一一一ー 10

設計監理: 安井建築設計事務所施工 ・山団組

同 和 火 災 海 上 保 険 株 式 会 社 千 葉 支 庖 一 一 一 一 一 10

設計監理 。赤松菅野建築設計事務所施工 I也崎工業

住 友 屯 気 工 業 伊 丹 製 作 所 事 務 練 - - _ . . . 一一一一 10

設計日挫設計/ 大阪 監理日建設計/ 大阪 ・住友電気工業

施工鹿島建設大阪支庖

- 集合住宅

芦 屋 浜 シ ー サ イ ド タ ウ ン ( 芦 屋 緑 2 ) 団地 一 一 一 3

設計 : 兵庫県住宅供給公社 ・大成建設 施工 . 大成建設

- その他

五位堂車庫一一一一一一一一一一一ーーーー一一一一 2

設計監理: 近畿日本鉄道 ・小笠原浜田建築事務所

施 工 大 日 本 土 木 ・奥村組共同企業体

灘事11戸 生 活 協 同 組 合 鳴 尾 浜 配 送 セ ン タ 一 一一 7  

設 計 監 理 昭 和 訟 計 施 工 . 新井組

知l北 平 和 公 図 知 北 斎 場 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 8

設計監理. 石本挫築事務所名古屋支所

総工 前回建設工業名古屋支庖

ス ケ ッ チ ブ ッ ク • 
ＱＶＳＹＮ 大阪市 ｉｊｉｉ Ｉ［，｜地区背少年館附設体育館 Ｏ Ｑ Ｙ Ｔ Ｐ 徳 ｊＺ ，｜ｾ栄樹

試験場/ J641 田辺昼本庖/ 1642 長岡日本ハム / 1643 信光

寺会館/ 1644 今西電nセンター/ 1645 リバーサイド二の丸/

1646 水谷歯科医院併用住宅/ 1647 宇治市観光センタ一一 2

1648. 滋賀県動物保護管理センター/ 1649 長浜地方職只会館

/ 1650. 1，¥;fU高等学校/ 1651 琵琶湖研究所/ 1652 瀬図工業

高等学校実例隙/ 1653 八日市南高等学校本館棟/ 1654 ネオ

ハイツベノレヒ・ュ/ 1655 小角 ピノレ/ 1656 都ファッションピルー 3

1657 神戸大学医療技術短期大学部校舎/ 1658 大阪薬科大学

学生会館/ 1659. 神戸大学文化学研究科等校舎/ 1660 南IJ Jl i克

台小学校/ 1661 加茂町立浪川中学校/ 1662. ネオハイツ片平

/ 1663 労住加茂ニュータウン商業施設/ 1664 .Wj 日プラザ千

単 / 1665 朝日住主II 本社ピルー 一一. _ - - - - …………一一 4

1666 関西外国語大学 ( 1号館 ) / 1667 上新電機田原本庖/

1668 上新沼機本社ヒソレ( 浪速住宅ピル )/ 1669 株式会社山昼

屋鳥飼物流センター/ 1670 道後温泉病院/ 1671 長瀬産業本

社ヒソレ/ 1672. 森永製楽側塚口工場製品倉庫/ 1673 近儀相互

銀行排支1苫/ 1674 エクンード江阪ビル ー 一一… … … … 6

1675 関西外国路大学谷本国際交流記念館/ 1676 帝塚山学院

以ヶ丘中学校 間等学校/ 1677 妹式会社山昼屋森 田部営業

所/ 1678 井原邸/ 1679 池尻邸/ 1680. 上新111機 ジェイ ホビ

ー官官 / 1681 きょうと社会保険センター/ 1682. 鎚成保険保養

所東山荘/ 16 8 3 ω 大阪府モーターボート 鏡走会会館 一一 7

1684 愛知県和紙のふるさと展示館/ 1685 三1l l 県農協総合研

修所/ 1686 下呂町民会館/ 同87 名古屋拘置所/ 1688 稲武

町保健センター / 1689 稲武町基幹事務センター/ 1690. 稲武町

役場庁舎/ 1691 日本専売公社東海工場会議所/ 1692. 名古屋
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τ ，-

市立 ｩ 足 ｮｾｬｊｕｉ 大 ＢｦＮ 図 Ｉ Ｑｾｦｩ ￭ ｩＯ Ｑ ＶＹＳ 愛知県安岐股1 :: センター/

1694 三嶋カトリッ 7 教会型堂 / 1695. ミノル夕方メラ( 附大: i

山祭/ 1696 卜六銀行北松.!h'! 支応/ 1697. 広小路加一生命ビ

ｊ レ Ｏ Ｑ ＶＹＸ 愛知 ｜ｬｴｾ｜ 会 館 Ｏ Ｑ ＶＹＹ 大点点火 ｾｩＢｩ ｌｦｾ険Ｈ附名古屋

主的/ 1700 ソニ一帯I日附厚生棟/ 1701 大限fl -工所 大阪会

館/ 1702 株式会社パロ 7 大江配送セ ンター/ 1703.
r
l" 附ρ引副l

愛知女子短期大ザ・/ 1704 史学館大学研ザtl!l[.教'i H点/ 1705 稲

武 IUTiZ稲止に小学校/ 1706 榊原温J弘病院/ 1707.1¥r ' 附県立総合

病院/ 1708. ゴトウピル/ 1709 岐阜市主¥'u，宅ハイツ' ド佐 3 サ

/ 1710 ロイヤル Y ベート釦ヶ丘/ 1711 一山U1邸ー ー一一 8

ＱＷＱ Ｒ あすけ ｊ 也 戚 ｩ ｬＧｪ ｾＩｪｭ イ判 ￬ Ｇｪｾ Ｉｪ 庁合 Ｏ Ｑ Ｗ Ｑ ＳＮｭ 波マ州市船 名

古昆1l r . 気通信工:i' 院高等部/ 1714. l uH:I;相 III銀行時支1，1j / 1715

足JJj J町立) ED!J保ff所/ 1716. いづCみ学園砂川第二yJ J椛閣 / 1717

サンパティオ 11 / 1718. 側八神製作所名 占hl 分宅/ 1719 知l多

市 立岩村野外 教育 センター Ｏ ＱＷＲ Ｐ 上新 ｭ 機王 ｾｪＧｭＮ …ー一 ＱＰ

1721 第一庄交ピル/ 1722. )レネ m謄 / 1723. ，マレロワイヤル

型議院/ 1724 株式会社トロイ本社/ 1725. f i : 交スポーツカル

チャープラザプラスワン / 1726. I的中.11'洋行本社工場/ 1727

ホ- ' 7 ーニット附社昆/ 1728 社会編祉法人細川I保育|羽ふし

おf; 保育所/ 1729. 1宍誠会病院……ー一一一…" ・ e ・…・ .. -12 

特 別 企 画 • 
佐賀県作品集…………ー守苧 ………ー一ー一一一……… "12

・佐賀県の風土と主I l 築/ 泉宏佳

・作品 ( jj il 描)

関 西 の 建 築 文 化 を 考 え る ⑮ 

てい駁会・関西の建築文化を考える ー…・…………，ーーー 1  

なぜ、いま関西の挫築文化かーその先駆性と 特質一

出席者小松主主宰/ 玉置笠次郎/ 背 任l光宇I1

司会 : 稲田 11¥'1皮

コラム

クレパスの発明と自由面運動/ Y MC A治則J と屋内体育館/

私鉄の多角経営/ ターミナル百貨庖と 5 ・C / ね鉄 / 市nt 物i洛

/ 公営地下鉄の| 別i画/fl l l 闘昌1I 市』と恥欽の l上定地開発/ 水族

館/ 阪神1111の生協活動/ 活動大写真( 映画) の上映/ コソレ7 場

と六甲山町開発/ デパートの土足入場/ 海洋公象台/ 三郎会

人の特質比較 一…ー

アンケート・関西の「建築J と「衡なみJーその風土 ・21世紀へ

の遺産 ・展盟…・

表面の温和さ とほの放しさ (事11出il l!iiiJ if.)

貧土色のやさしさ (小角 亨)

中lill 色のl床と美的センス( 石東 l丘子)

間L理l紺lやか さと 功利的風土( 好川忠延 )

t託鋭形成，11民団体 とともに( 広沢点佐子 )

自党的な民 主主 義 のなかでＨ 辺倒ｾ J_;r )  

地域住民が主体 となって( 大野木忠男 )

民間の活力と白治体の叡智で(11谷宇11幸)

水と緑( 力武利夫)

自然の紫材ー土" 水樹木 ・草花( 井上!:l 之)

i主み 、生 きている 人の心で( 瀬戸本 淳)

怨築観の「幸制」と 「不幸 J( 黒田公三)

併lからの発泡l(歌 一洋)

戦{主'if i消!f.! .Jl IS市へ( 防本周明 )

Ｑ ＸＧｃ の者 ＱＱ 市 ｾ ｈ ｩｉ Ｈ 問中健三 Ｉ

多本来的風土(新田 |後)

資料 ・建築文化の継承一関西の保存再生の事例ー ー一一 . 1

日本銀行大阪支 j市 : 南京町復興環境T完備

六甲バインモール

白斑記念酒造博物館

神戸市立博物館

酒蔵地区( 魚崎郷)

北野町山本通地区

武1・11川学院節 3学合中f - I副会館

同志社大学理科学館

京 都市巧 ＨＮｉｾ 資料品 Ｂ

中京郵便局

今回家

号

ーー 山口重之". 2

鱗造設計 ーマイコ ンによる一括処理の可能性 と限

界一一守宇 ＮＭＭ｟一一一一ーー一一一 然、木 ｈｾｬ ・夫… Ｒ

椛造設計一大型機に対する補完的役; F，IJ - .

一千Ull 山図夫/ 鈴木厚雄/ 1111藤裕造/ 久徳敏治". 2  

設11iil 設計て' のパソコンのi f . H1 " " " …荒井 汗ト ー2

施工' 管理! へのマイコ ンの応用 一一一安立俊夫… 2

ビジネス用ノ ぞソコ ンによる絞殺 への応用守一一一ー 2

一一一生山道春一一 2

行政・民間からの要望

行政サイドから比た 7 イ コ ン の 利 用 一 一

一河野 梢一一 2

民聞から行政 への 要望 一一，一一一 ＭＭＭｩ ｾｩ ，頼勝一 Ｒ

多 様 化 す る 運 動 施 設 ⑤ 

建段中の運動施設作品

ポートアイランドスポーツセンタ一体育館. 大阪城国際文化

スポ_ . ，/ ホー J レ 神戸総合迎動公闘陸上競技場……ー……ー 3

総愉

多様化する運動地設一一一一一一一一嶋田勝次". 3  

妓技施設のパーソナル化

illi 動施設のインドア化ー C B C スクェアーガーデ

ンー一一一一一一一一一松井淳之/ 高山順行… 3

健康維持からの要ai!f 一兵庫県立健康センタ一一

一一一一辻 弁三一 3

家族的レクリ L ーシ ョンへの開放 I 一 山城総合運

動公図 (太陽が丘) 一一一一一一一一一一一松岡正樹". 3  

家族的レクリエーションへの開放 II グリーンピ

ア三木一一 一一一一一一一一一一加藤俊明 3  

社会体育と教育

社会体育施設の運営 ・利用についての私見 …守

ー閉口守| 径一 3

鹿屋体育大学の役世IJ " " " 一 一一…ー 岡田参自1¥" ，3  

北米のフィ ットネス施 設の動向一一 池田 勝一 3

競技場の基本寸法 一一美津波スポーツ施設音1¥" ，3  

建 築 と 品 質 管 理 4ら

建設産業における品質ｾｾ ・ 理 一一一一 合 ｪ 京文Ａ照 一一 Ｔ

設計段階におけ る品質管理

設計事務所の立場ーから A与える一… 長谷部朔自11'" 4  

ゼネコンの設計部門 の立場から 一一

伊東哲郎/ 宇沢普- T! IV 緒野達雄/ 加藤絡造/ ぬ

tt 喜美…ー ー

施工段階にお ける品質管理

ゼネコンの立場から 一鷲尾文平/ 市原哲比古… 4

セ・ネコンの立場から一一ーー一一一一岩崎喜男一一 4

設備の立場から一一一一一一一 山本航/ 毛昭来… 4

アフタ ーサービス と品質保征

公社住宅における 品質保証とかし補修一 ー一一一

一一一一 中居誠之助一 4

建築におけるアフターサービス 一一石 田安博一 4

工業化住宅におけるアフターサービス制度に想 う

一白岩正規 . 4

昇降機のアフターサービス の現状 服部邦宏一 4

計画におけるコミュニ 企

ケーションとプレゼンテーション'

号

製品計画におけるコミ ュニケーションとプレゼン

テー ション一一一 一一一一一一一栄久崎恋司一一 5

まちつe くりにおけるコミュニケーションとプレゼ

ンテーション一一 一一一一一一一向園高弘一 5

計画におけるプレゼンゼンテーションの事例

本州 11[[ 国i & 総統と自然景観との調和一

一一一波辺忠明一 5

建築 ・都市計画におけるプレセ、ンテーションー

---- 飯 塚 英MIi '" 5  

オフ ィスプラン ニン グに おけるコミ ュニケーンヨ

ンとプレゼンテーション一一一一一梅里f吉Mt ". 5  
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沖縄の庭園 ( その 2 )ー伊江殿内庭園ー / 飛田範夫 ー一ー…ー 9  

海外工事的ワ ンポイント ( その 4 ) 気をつけたい横文字の使 い

方 ・その 1/ 乾哲ー……ー・……・・ーーーーー一一一一一一一一10

沖縄の庭闘( 最終回 ) 宮良殿内 ・石垣邸経闘/ 飛田範夫ーー 11

海外工事的ワンポイント ( その 5 ) 恥 No pr oblem'" is" Big  

problem'  / 乾哲. ーー…ー……一一一一一一一…… ーー ...... 12 

建 築 と 社 会 ニ ュ ー ス 争

4‘  

大阪峻国際文化スポーツホール( 仮称) 一昭和58年8月完工

神戸外国人居留地円以製完成 ー…ー ーョー…ー一ーーーー 1

「ウインドー . / レーム ・7 ァニチュアー展」 附i距 N S K議繍会

開催Ｊ建築仕上の耐久性を考えるプ例展 ・ 見 ｾｴ 健 治 ｩ ｲｴｬ 彩 ｉ ｌ Ｎ、品展

恥亦い煉瓦のある風景7r プレステイク J 創刊 …  2  

住民発意のまちづくり活発に展開ー神戸J ' i 野地区 丸山地区・

御菅地区一 神戸具象彫刻大賞展'83全 国 公 募 大 阪 府 立体育

会館建て替え計画一昭和62年 2 月完成予定一 …  守 3

動き出した 神戸ポートアイランドインターナショナノレスクエ

ア計画. rデザイン 7 才一ラム '83展j 作品募集 大阪府建築指

導諜の分室設置岳 山 ー………ー…・・…ー- - ，. ・ e … 4

昭和57年度建設省包絡工事設計コンクーノレ. <50 レビュ ー

1983) 作品募集一一一一ー一一ー一一一一. . . . . . ー…ーーーー…ー 5  

つくば万博'85<国際科学技術博覧会〉 第 8 図吉田五十八 tt 決

まる ー建築関連美術の部に流政之氏. 反骸「建築人の会」一周

年記念集会 過筏をとおして考える 一安 藤忠雄全国縦断建

築展……ー…ーーーーーー…ーー…ー…ー一ー…. . . ・. . . …ー… ー. 6

昭和58年度建築物に付属する緑化施設の表彰一大阪市一. 旧

居留地地区の長銀形成 神戸市 _ . ，. ・. . . 一ーーー…ーー .7

第15回中部建築賞作品募集 つ〈ぱ万博'85一民JHJW展 イメー

ジ写 ｊｾ 点指…ー …ー…ー…ー一…. . . . . . . . …ー…. . . ・. . . . . . ... 8  

「竹中工務庖建築意匠展」のl別Ht 新刊紹介「改訂 . l l "l有1i上棟

銭J 上持ー. . _- - _. . . _- _. ……. . . . . . . . 一… …  ーーー. . . . . . . . 9  

パ リ新オペラハウス国際コンペ入賞ー鹿島建設 竹中工務庖

に優秀賞 …ー ーー守 . - - - …ー，一一ーー…ー一一ーーー一 11 

駒ケ綴市文化公聞(仮林)施設群公開設計競技 ーーーー…・ .12

• 

構造の頁 • 
102 木 構 造 の変 遜 と 地 方 性 ( その 2 ) 一一宮本 長 二 郎… 2

103.木 構 造 の 変 遷 と 地 方 性 ( その 3 Ｉ一 宮本長二 ｾ ｉ ｉＮＮＮ 3  

104 .御 j訣山 清 水寺 楼 門 の 構 造 計 画ー一一 多 淵 敏樹 ー 4

105 .  R  C 柱 の X 形 配 筋 ( その 1 ) 一 一 一 南 宏 - " . 5

106 .  R  C 柱 の X 形 配 筋 ( その 2 ) …  ー 南 宏一 .. . 6

107 既 存 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 庁舎 の 地 震 被 害 の 予

illi) ........ 一一一一一 一 一 一 一清 水 笠 和 一一 7

108 .J A S S 6の 改 定 の 要 点 ( その 1) … 羽 倉 弘人 … 8

109 .J A S S  6の 改 定 の 要 点 ( その 2 ) … 羽 倉 弘 人 .. . 9  

110 補 強 れ ん が 造 の 性 状一 一 一 一 ー若 林 寅 一10

111 補 強 れ ん が め 設 計一一一一一一一一一一若林 f t "' 11

112. IA L C構 造 設 計 基 準」の 改 訂 ( その 1 ) 一 関 西 エ

一 ・エ ル ・シ ー 卸協 同 組 合 技術 委 員 会 一ー 12

• 設備の頁 • 
101 視 聴 覚 教室 の 設備 ( そ の 1 )  一一本 吉知 司 … 2

102 視 聴 覚 教室 の 設備 ( その 2 ) 一 一本 吉知 司 … 3

103.視 聴 覚 教室 の 設備 ( その 3 )  … 一本 音 知 司 一一一 4

104 サ ウナ設備の設計施工 と技術基準 ー 大 石 英機 ... 5  

105 屋 外 テ ニ ス コ ー トの 照 明一 一 一 河 野 隆 雄一 6

106 披 近 の 電話 設 備 ( その 1)  … … ー 西 宮三 郎 .. 7

Y

目'I

 

I
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号

107 最近の電話設備( その 2 Ｉ Ｍ一一一一西宮三 ｦｬ ｾ ＭＭＭ 8  

108_省 エ ネ ルギー! 照明システムー… 粟凹昌延… 9

109. 0 A を 導 入 し た 事 務 所 照 明 … … 粟 田 畠 延 … 10

110. 住棟セ ントラル方式の概要と設計一西野正男一 11

111 大 便 器の種類と洗浄器具( その 1)ー 近 藤 峰 治 -12

施工材料の頁 • 
100 集 合 住 宅 の 防 音 浮 床 工 法 … ー 一 一 斎 藤 実 … 2

101 超 大型油圧式破壊機による岩甑直砕け、 )11 弘一一 3

102 銅 製 ネ ッ ト 型 枠 工 法 ー フ ォ ー ム レ ス ・フ ォ ー

ム シ ス テ ム … … … 一 一 一 一 一 一 一 江 口 昭 男 … 4

103. 場 所 打 ぐいの杭 頭 処 理 工 法 ( 0 P  A 工 法 )

三 宅 政 夫 … 5

104 既 製 杭の 拡 底 杭 一 日 東 式 拡 大 シ ュ ー 工 法

… ー橋本彩文- - - 6  

105 ス ク イ ズ 式 ( S J 式 ) 鉄筋継手工法

… 江良嘉之 7  

106 高 層 R C壁 式 プ レ ハ 7"工 法- PASH工 法 一

小 島 雄 8  

107 シ リコー ン 系 シ ーリ ン グ材 に よ る 白 地 周 辺 の

汚れと対策一一一一一一一一一一一一一原 田 直彦 一 9

108. カーボンファイノ〈ーコンクリート ( CFRC)

ー 秋 浜 繁 幸 ・阿 川 清 二一 10

109 非 加 硫 ゴ ム シ ー ト 防水 材 一 横 田 碩二 一 11

110. 地 震 に 強 い 大 型 タ イ ル 施 工 法 タ イ レ ー ル 工

法 ー 一一一一一一一一一一一一一一一一大津義慾一一 12

法令コーナー • 
178 街づく り関係法の最近の動き 一ーーー…ーー・近野正男 ー1

179 調理室等に訟ける換気設備の技術的基準の改正

ー中図厳 - 2  

180 市街化調態区域における「開発許可」制度の取扱いの一部

変更一大阪府の場合一 一一一一ーー一一ー一一ー 熊谷賢一 .. 3

181 防火区画等工事監理報告制度 ーー一 ーーー. . . 山本勲 -. 4

182 総合設計制度に関する大阪府税制の改正と市街地住宅総

合Z主計制度の創設 ー…ー. ... -. 守号令匂 中西修二… 5

183 市街地住宅総合訟計制度に関する技術基準( その 1 )  

中西修二. . 6  

184 市街地住宅総合設計制度に| 測する技術基準( その 2 )  

一中西修二… 7

185.1大阪市総合政計許可取扱要綱」の改正 ー茂苅日出男・1

186 新設 ・浄化槽法の経線と内容( その 1)ーー…ー森凹通ー 9

187 新設・浄化槽法の経総と内容( その 2 ト 森田通 10

188. 新設・浄化槽法の経総と内容( その 3 ト 森田通 11

189 建築基準法の改正ー・ー一一一一一 一- 一一…ー一ーー井上正義ー.12

新建材紹介コーナ- .  

75 ポーマナイトプロセス / 長橋英彦 ー…ーーーー…ー -.-.-- 1

76 コンプラスト 211 / 北山悟…ー…ー……ー……………… 2

77 ゴーエススラリー/ 川村其次一 一一一一一一一一一一一ー一一一一- 3  

78 プラコート/ 長僑英彦一一一一一ー一一 一一ー一…ー…・ー- - 4  

79.  S  L  7 ネンパネル工法/ 川村真次 ーー…ー…… φ ……. - 5  

80. 0  H  y ート / 三河祐雄一ー一 …ー…ー…ー…・ー……・・ 6

81 ラスク / 松本英良 ーーー一ー- . . 7  

82. セメンシャス #2000、#2500による鉄筋コンクリ 乙 ト劣

化防止工法/ 中原泰一一一一一……一ー………ー…ー… 8

83. . マーカススライデイングド 7 " / 伯香紳一一一一一一一一 B

84. 大型美術陶板/ 松本英良 一一一一ー一… -.... 10

85 セブンウ方- } レ/ 尾松一夫ー一一ー …ーーー…・ー……… .11

設 計 者 の プ ロ フ ィ ー ル 今

6  渡辺虫干口氏を訪ねる / インタピュア ・加藤カ 1  

7  三輪泰司氏を訪ねる/ インタピュア ・下前裕一 ー… 2

8  中川洋一氏 を訪ねる / インタピュア ・柏木浩一 …ー "- 3

9. 遠藤剛生氏を訪ねる / インタピ ュア 下前裕一 ....・ 4

10 小角亨氏を訪ねる / インタピュア 加藤力 一一ー一 ... 5

11 田中弘成氏を訪ねる / インタピュア ・高田茂 一ー一一 -6

12 高松伸氏を訪ねる / インタピュア 豹田哲男 ー…… ... 7

IV  

号

13  土肥耕一氏を訪ねる/ インタピュア ・拍木浩一…ー… 6

14 川崎消氏を訪ねる/ インタピュア ・駒田哲男 ... 9  

15 高口恭行氏を訪ねる / インタピュア 本間利雄一 10 

16 辻野純徳氏を訪ねる / インタピュア ・松村孝治一一ーー -11

17 巡f弗亨氏を訪ねる/ インタピュア 加藤力 一ー… "- 12

都 市 気 球 • 
1  Ｎ者 Ｑ Ｑ 市の中の都市 Ｚ ｾ場 Ｏ 鳴海邦碩 … … … 1  

2  住 宅 情 報 誌 の 中 の 都 市/ 角 野 幸 博 一 一 一一 2

3  都 市 に 物 語 を / 土屋敦夫一一一一一一一一一一一一一一一… 3

4  キ ュ ー イ ン グ 考/ 疋 田 正 博一一一一一一ー 4  

5  共 同 体 規 制/ 藤 井 治 … … … … … … … ー 5  

6.  S  F と 都 市/ 前回裕資ー守 ー ー……- - 6  

7. 美 術 館 の 時 代/ 富 永 茂樹 一一一一一一一一一一一… 7

8  ポパ イ 少年たちの見つめるもの / 杉浦正和- - - 8  

9  併 用 住 宅 と 都 市 の く遊び> / 田端修一一一一一一 9

10. 千 分 の ー の 夢 想 / 大 石 真 理 子 一 一 一 ー … 10 

11. 都 市 のエ ア ポ ケ ッ ト . 公園 / 佐 々 木 邦 博 … 11

12 選 択 縁 の 社 会/ 上 野 千 鶴 子 ーー 一 一 一 12

見 学 記 • 
手の軌跡/ 加藤カ …ーー・ー…ーー . . ___0____0 ーーー -2

透明なメ ッセージ送ります/ 加藤力. . . . . . . . 一一一ー… ーー 4

三輪山俳佃/ 加藤力 …ーーー 一一一ー一一一一ーー ・ー…ー… '-" 8  

一心寺迦逃/ 加藤カー一一ー一一一一一ー岳会一一ーリ守 一ー 10

病院は表情に溢れていた/ 加藤カ ーー一 ... . . . . . .一一ー 11

若 い 会 員 の 集 い レ ポ ー ト ⑤ 

日本の感性がいま 出江' J ' I . の作法「逆瀬台の家」を訪ねるー/

内藤正 ー十骨本美鈴一ー-

E長拘寺内小泉邸を訪ねる/ 三宅良一ーーーーーー…ー…ー…ー 12

レポート / ニ ュ ー ス / 雑 今

1983年 を 迎 え て / 日 本 建 築 協 会 会 長 福 田 朝 生 … 1

常 設 委 員 会 本 年 の 抱 負/ 日本 建 築 協 会 常 設 委 員 会

委員長ーー ーーーーー・---守... .ー守---ー

第28回 工 高 生 デ ザ イ ン コ ン ク ー ル 入 選 作 品 ( テー

マ : 公 民 館 )

第 14回 中 部 建 築rt 一一一一一一一一一一一一一一一…… 1

建築のｾｊｦ Ｓ を求めて ＨＲＩ ーペル セ ポリス幻想Ｏ狩野 忠正 … Ｑ

建築グ源形を求めて(3) 一風のなかの難波宮/ 狩野忠正一 2

村 野 藤 吾 ー 建 築 と イ メ ー ジ 展/ 松井昭光、「村野藤

吾 」 展 に 寄 せ て/ 香川 清 和 一 一 一一一一一一一一一一一一一 3

第 2 回 大 阪 都 市 景 観 建 築rt 決 ま る … … 守 -- 3  

来年 9 完4こ立体栴造国際会議聞かれる / 第3 回国際住宅問題

住宅保証会議/ '83ひょうご増改築フェア/ 1新しい建築音響

の訟計指針J 鱗習会開催/ 凧安藤忠雄全国縦断建築展' 大阪

展開催/ 1大阪府神社本殿遺構築成」発刊される / 特別講座

「建築家への逝J 附議/ 1京都美観風致賞」の新設φ ー一一 9

古 民 家 再 生 の 記 / 小 泉笠ー 一 一 一 一 一 一 一 12

東 海 だ よ り • 
愛知県住宅防災工事資金貸付はじまる、ほかー… …  ・8

名古屋市旅館等指導要綱が定められたーーーーー一一一 一ー一 g

束梅環状都市干帯有

束1海峰市に建築主2事1>が訟置された、ほか一一 一一ー… …一 ---- 11

名古屋市都市美観建築賞募集中、ほかーー一…・ー…' 一一一一 12

日 本 建 築 総 合 試 験 所 だ よ り 今

リプラス使用木造軸組Eまの面内せん断試験結果 ーー一一ー 1

コンクリート用細骨材め品質実態調査( 昭和57年度 ) 結* " -2

建築技術安全審査委貝会について一一一一ー一一一一一一一一一. 3  

就任 ・退任のご挨拶/ 前田敏兇 ・坂静雄。コン 7' ) ート試験

用全自動100lf 油圧式耐圧試験装訟導入 …一. . . . . . ー ー一… .. 4

号

鉄筋コンクリート梁の下端かぶりコンクリートの補修効* に

附する笑験ーー 守 ーーー一一ーーー一一一一一一ー一ー… ー-- 5  

J l S に定める粘土塊怠試験方法について ー一一一ー一ー…ー- - 6  

金属製エキス パンションジョイントの耐火性能試験結果 …7

市街地に建つ高層主I l 築物的周辺気流に l測する研究 -.. 8  

試験所の業務について…ーー…ー一一一一ーーー…ー…・ー一一 日

受託試験におけるコ ンク リー ト圧縮強度の調査結朱 (昭和57

年度 ) ー………一一一一一ー……ー…ー一 ー一ー…ー 10

大型透湿測定装置・・…ー一一一一一一ー一ーーー………ー .---..-- 11

海洋曝箆したモノレタ J レ被貌鉄筋の非破峻腐食 i調査一一一ーー一一 "- 12

追 悼 文 • 
故 若 林 繁 吉 氏 一 弔 辞。 故 小 早 川 美 武 氏 一 一 一一 4

森田慶一先生を{ 忠んで一一一一一一一一一一一 -- 5  

森 忠 一 ・高 橋 康 夫 ・白 石 博 三 ・鳥 田 家 弘 ・相 川 浩 ・加

藤 邦 男 ・足 立 孝

滝 沢 真 弓先 生/ 彦谷宇11- ，白 木 小 三 郎 ・宇 都 宮 隆

夫 ・山田 幸 一 ・林 野 全 孝 谷 川 昭 悦 ・坂 本 勝 比 古

後 藤 摂 二 ・椴 井 敏 雄 ・飯田精次自11- ----- 一一一一一 一一 B

.6、

コｾ
止ヒ

E ヨ • 
定時評議只会議決報告. 織の押li 酉ー白胞の「白成記念酒造博物

館」を訪ねる . 熟年ホーム「省的 ・:(E之助」新築見学会 1  

7 イクロコンビューターの建築への利用研修会一道具として

の7 イクロコ ンビューターの可能性。大阪ターミナルヒソレ新

築工事の見学会. 日本主I l 築協会的展示 窓のご紹介ー- ー…ー 2

社団法人日本建築協会定款( 一部変更 )。 通常総会決議お知ら

せ 。 建築工事実務購習会広 ｽｾＺｪ でｼ矧 Ｑｭ Ｎ 信 楽の神港、秀明会教

組殿とやきもののまちを訪ねる。 111過大阪ピ J レ新築工事の見

学会。京の伝統工芸 ( 筋金共 ) を 見る 一二条峨と森本筋金具

製作所を訪ねてー ーー…. - - . . - ーーー…・ー一一一ー…ー- - - - . . . . . . - 3  

藤井寺の小J止邸を訪ねる ー歴史的民家の再生工事を終えた小
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切羽詰まってその気になったのが、西海岸にたど 2E と海と地上とが一点て、会する劇的な空間1である 。

り着いたサンフランシスコに居た時である。だが この研究所を訪ずれる人は多い。それらの人々の

その5えになっても旅先のこと、資料も谷易に入手 ために、毎日ガイドイ寸のツアーが行なわれている。

できない。そこで思い着いたのが市立図書館。そ たった私一人を案内してくれたガイド女史は、こ

こで州の地図やら建築ガイドブ ックなど、およそ の建物と研究所の陣容についての称賛を述べた後、

関係のありそうな本を総て出してもらい、やっと この建物を訪ずれる多くの建築家が、ここに展開

目的地を般し出した 。 さらにパスのルート図、時 される空間の多様さ、変幻性について感嘆すると -

刻表、街路図を暁み合わせ、やっと準備万全。 諮ってくれた 。これは私も全〈同感である 。

そこを訪れたのは数日後のまさに南カリフォルニ Y アーの後、創立ラ ・ホヤの海岸を見下す断崖ま ト、- 本明府 噌明、祖廟謬F

アの陽光線〈、休日の朝であったと憶えている。 で歩いてみた 。そこからは丘の上に立つ主主物が遠 1  IL 1  - . . " 司

まず建物の回りを歩いてみる 。 まだ朝の消浄な冷 望できる 。その姿はまるで粗野な大地の上に哀IJ ま

気が大気中に残っている中に、その毅然とした造 れた強烈な人間の創造の刻印として、私の目には

形は件んでいた 。 まるでトラパーチンかと見紛う 写った。ふり向くと眼下には青い太平洋の海原が

ばかりの見必なコンクリートの肌に、まだ昇り切 広がっていた 。太平洋を望むのは、ほぽ 2 年ぶり

らない太陽からの光が、深い陰影を1 <1J む。光と 1?t であった 。私の旅の終駕も近かった。ひとつのハ

の戯れ。 ングライダーが海と ZEの附iに舞っていた。( 完)

短いステップを昇り中庭に立ってみた 。この木立 1)  Augus t  E.  Komendant 、“ 18 Year s  wi t h 

一本ない、コンクリートの研究室棟とトラパーチ Ar chi t ect  Loui s 1. Kahn .. ( Engl ewood，N. J . :  

ンの床におおわれた、まさにパンと打てば響くよ A lor ay，1975) 、P .71ー72

ア メ リ カ 建 築 巡 礼 記 そ の 12 ( 最 終 回 )

ソーク生物学研究所

( ラ・ホヤ カリフォルニア)

小 竹 達 也/ 昭 初 設2

ルイ ・カーンの作品として名高いこの建物を訪ず

れることは、最初から決めていたが、生来ものぐ

さな私は、この建築巡礼が残す所 1 週間ほどにな

るまで、ついぞその所在地を司司べず仕舞であった。

可ムのらくがき砂募集

0 1イ トルを適当におつけ〈ださい. またスケ y チ場所などを合的

て 2∞字段皮肉コノントをつけて下さい.

。サイズは 150X 2∞ミリ 程度の白紙に、できるだけ思イ ンキで担Fい

たも のとし ます. (ハ ガキ大でも差しっかえあ q ません.)

0 掲載分には脱定的縞料をさしあげます. 原則としてスケ ッチ肉眼

構内返却はいたしませんが、返却希望的場合はその旨特配下さい.

0 氏名. 住所、職業、年齢を明記してω日本挫築協会緬集部宛お送

1) 下さい.

• • 

読者の頁

うな空間に、一筋のmり水が走る 。視点をそれに

沿って移せば、それは向こうに、進かに望める太

平洋の青い水平線へとま容がる 。それまで私はこれほ

とe 小気味の良い空間1を体験したことがなか った。

ある舎1 ) ，こ依るとカーンは元々、ここを地樹され

た庭園として考えていたようで、それを現在のよ

うにデザインしたのは、メキシコのルイス ・パラ

ガンである 。彼はここを「笠へのファサード」に

すると言ったそうだが、その意図のままに、ここは背

海外工事のワンポイント その 5 気をつけたい "JlfJ き方" のお話をしましょう 。 シ フォアマンに作業の確認をしても " No pr oblem" ， 

ンガポールの人は商売じようずと言われています 官ー図の予約をしても“ No pr obl em" 、しかし結果は推

( (No probl em"i s( ( Bi g probl em" が、言葉にもそれが良〈表われています。 どこで して知るべしです。

どう調べて来るのか、毎日のように業者がやって では何がこの言葉をこんなpopula dこしたのでしょ

来ては売り込みを始めます。そこでこちらも設計 うか。いろんな人に聞いて解ったことは、まず、

のテ' ィテールを見せていおたくのディテールは設 第一に使い方に問題があるようです。 ・No pr obl em"  

計意図にあっていないから駄目、ディテールの変 の言語ミの持つ重要性をあまり考えないこと、考え

更は出来るのか? 砂と尋ねると、自信を持 ってす てはいてもそれを安易に使 ってしまうことです。

乾 哲 / 消水絵設設計計画部海外諜
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ぐ、 " No pr obl em" o  ;t.l.カイ、 .. Ar e you sur e ?  "  

と念をt l ! 1しても、答えは "No pr oblem Mr  ・/ 。

それでは、設計のディテール通り検討して欲しい

と言うと“ No pr obl em" ・' No probl em" と言って

帰って行きます。

2 、 3 日もたたない間にまたやって来て、良〈検

討してみたが、おたくのディテールはあまり良く

ない。私共のディテールの方がBet t e r である 。と

この調子です。 日本で業者と打合わせをしてホ大

丈夫H と言われればある経度、安心して良いので

すが、こちらの‘ ' No pr obl em" はそうはいきませ

ん。“ No pr oblem" の方が要注意です。

この言葉に何か特別ななl床があるのかと思い、シ

ンガポールで与標準語になっているマンダリンの

勺生問題" ( メイ ・ウン ・ティ) と“ No pr oblem"  

の言葉の違いを af t. jべたのですが、使い方も解釈も

もう一つは、あまりみんなが使うのでこの言業が

"Col l oqui al  ter m"  ( 会話上の言楽) として、会

話の中のただのつなぎの言葉にな っていることです。

" No pr oblem" に似た言葉に“ Never mi nd" とい

う言諜がありますが、これもンンガポールの人が

よく使う言葉で言葉ほど深い意味のない言葉です。

1111 < 方にしてみれば、なんとおおらかな国民性と

思いますが、場合によってはやなんと、いいかげ

んな。と，思う場合もあります。

* 語を使う図は沢山ありますが、その固め国民性

やそれを使う人の性格も考えないと、問題のない

はずのものが、大問題H になってしまいます。且H

ち " No pr oblem"  is" Bi g pr oblem" なのです。気

をつけたい横文字の使い方( 聞き方) の一つです。

この原稿を締- t ; IJWJ 日に間に合うよう、ファクシミ

リで日本へ送るよう現場の女性に頼みました 。答

同じようです。現場の日本人技術者がローカルの は “ No pr oblem" でした 。 さて - 。

(  10 ) 1 号の‘ 海外工事的ワンポイント' はその 3 となってお

りましたがその 4 の ま ち が い で す の で お 知 ら せ し ま す. )  
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ニュース ｬ￭ＡＮｾ Ｂ，を お 送 り く ださい Ｎ

駒ケ根市文化公園( 仮称) 施設群公開設計競技応募要項

の建設実施のための設計及び監理を委嘱する。

4  競技の方式

一段階公開設計競技方式

5. 競技の日程

①応募要項発表 : 昭和58年11月10 日嗣

②応募登録開始 . 昭和58年 11月15 日開8:30より

③応募登録締切 昭和58年12月24 日出12: 00 まで

④質疑受付開始 : 昭和58年 12月 l 日附8:30より

⑤質疑受付締切. 昭和58年 12月20 日ω17: 00 まで

⑤質疑応答発送 ・昭和59年 1 月上旬

公開設計競技の要旨 駒ケ恨市は駒ケ根市文化公園 ( 仮称) 施設群 ( 市 ⑦応募設計図書受付 : 昭和59年2月 1 日制8: 30より

1  . 主催者及び事務局 ( 連絡先) 民文化会館、図書館、博物館、働〈婦人の家、勤 ③応募設計図書締切・昭和59年2月25 日仕) 12: 00まで

主催者 : 勝] ケ般市 労青少年ホーム ) の建設に当たり、それらが地域 ⑨審査入選通知 ・昭和59年 3 月上旬

事務局 駒ケ恨市教育委員会内駒ケ般市文化公園 の創造的な文化活動の拠点となり、市民に愛され、 6  応募資格

(仮称) 施設群公開設計競技事務局 親しまれる施設となることを願い、この設計案を 応募者は、建築士法にもとづく一級建築士でなけ

( 〒399- 41) 長野県駒ケ板市赤須町20番 l 号 広〈全国から募るものであ る。 ればならない。応募者は、建築，造園、都市計画、

Tel 02658- 3  - 2111 この設計競技では、入選作品 3 点ならびに佳作 3 その他の専門家と協同設計することができる。こ

2 競技の名称 点を選定する 。また、入選案より抜優秀案 1 点を の場合代表者が前述規定を満足すればよい。

駒ケ根市文化公園 ( 仮称) 施設群公開設計競技 選び、文化公園施設群の基本設計笑とする 。 さら その他詳細については、駒ケ根市の事務局へお問

3 . 競技の内容 にこの最優秀案を提案した建築家に、 この施設群 い合わせ下さい。

圃 111ミー
名古屋市都市美観建築賞募集中 愛知県では、工事費の積算基準の公表を実施する に面して設けられる壁掛型( 又は据置型) ガス給

ことになった 湯器が多〈設置されるようにな った。 こうしたガ

昨年度に引き続き美しいまちづくりに寄与してい ス給湯器を避難経路となる共用部分に面して設置

るすぐれた建築物を表彰するため、名古屋市都市 入札制度については、かねてからその適正を期し することについて、火災防条例第 5 条第 l 項第 4

美観建築設を募集している 。要項の概要は次のと ているが、 中央建設業審議会第 2 次懇談の趣旨を 号の規定及び消防用設備等の特例を適用する共同

おりである 。 ふまえ、公共工事の適正な執行を図るため、工事 住宅等の扱いの基準等の面から種々検討した結果、

対象建築物 : 表彰対象建築物は、原 iHl Iとして昭和 積算基準の公表を別記のとおり実施することにな 設置基準のと おり安全性が確保されるものに限り、

53年 4 月 1 日以降に完成した民間及び公共の建築 った。 その設置を認めることとした。

物で、次のようなもの。ただし、一戸建て住宅及 別記 以下設置基準から その 1 部を掲載する 。

び昨年度の入: n・建築物を除〈 。 公表の目的 : 受注者のより的確な見積りに資する 設置場所の条件 :

( 1 ) 建築物の意匠、形態、色彩等が都市景観づくり ことによって、適正な工事履行を確保する 。 (1)壁掛型ガス給湯器を共用部分に面した専用室

に貢献しているもの。 公表の時期 : 昭和58年10月 l 日 ( 配管室 ( P S) を含む。以下閉じ。) の前面に

(2) 壁画や彫刻l など も活かして、うるおいのある文 公表図書概算要領等、標準歩桂川 、建設機械経 設ける場合は、次によること 。

化的な環境をつく っているもの。 資$ ' ) : 定の標準的な基準、間接工事資算定のための ・住戸等と専用室は、耐火構造の壁及び床で区画

(3) 縁地や広場などのオープンスペースを適切に配 釆率の標準的な基準 されていること。

遣するなど周囲の環境と調和し、美しいまちづく 公表の方法 : 閲覧方式 ・ 1 住戸に l カ所を 原則とすること。

りに寄与しているもの。

(4) その他企画、設計等がすぐれているもの。

募集方法 . 募集の方法は 、市民の推せん又は建築

主、設計者、・施工者の応募によるも のとし 、い ず

れも所定のハガキ又は通常ハガキを用いること 。

ただし、通常ハカ‘ キ申E よる場合は、推せん建築物

の名称、所在地、推せんの理由 、推せん者の氏名 、

年齢、職業、住所、電話番号を記載すること 。

受付期間・ 受付期間は、昭和58年10月15日出から

11月30 日かぬまで

問い合わせ先名古屋市中区三の丸三丁目 1 番 l

号 名 古 屋 市 建 築 局 指 導 課

考査 : 名古屋市都市美観建築物表彰 ・選考委只会

で審査し、決定する 。

表彰の 内容 ・都市美観建築食数点( うち、最優秀

部 局

農地林

務 部

土木部

也築部

企車庁

公表図書名及び公表場所

公 表 図 書 公 表 場 所

土地改良等工II¥.l ft 算基準

農地管理課及び島地問尭

事務所

森林土木工事破算基準 農地管理課及び各県11瑚新

技術管理室、各土木市務

土 木 工 事 情 算 基 単 所、各港務所、都市公団11'

務所且ぴ河川工.11>事務所

下 水道工事椀算基準

技術管理 室 且び各土木 ＮＡ ｉ ｾ

務所

挫 築 工 事 情 算 基 準

住宅管理課及び院花古雄

段 Ｇ ｾ ｉ ￇ 務所

水 道 工 事 情 算 基 準

企画室及び各水道111務所

造 成 工 事 情 算 基 準

公表図瞥にがI

する質問、意

見向対応場所

農地管理課

技術管理室

住宅管理螺

企 画 室

- 専用室の扉及び内音11の仕上げは、不燃材料とす

ること 。

・専用室の扉は 、施錠できること。

・専用室扉等には、有効に給排気できる 関口部( 71

ラリ等) を設けること。

(2) 据置型 ( 壁掛裂を含む。) ガス給湯器を共用部分

に面した専用室内に設ける場合は、前(1) によるほ

か、次によること 。

・配管室 ( P S ) が相接するものは、不燃材料で

区画すること。ただし、密閉式 ( F F 式に限る 。)

又は、これに準ずる 排気 ファンを 内蔵したガス給

湯総( パフラ ーを取り付けない構造のものに限る。)

を設ける場合は、 この限りでない。

・ガス給湯器の燃焼廃 tf スは、排気筒により専用

室外に排出すること 。

1' 0 点、優秀賞 2 点) を選び、 当該建築物の建築 名古屋市消防局が壁横型ガス給湯器等の設置基準 開放廊下等及び階段室型共同住宅等の共用部分に

主、設計者及び施工者に対し、 1 ' t 状及び銘板を JI留 を定めた 商してガス給湯器を設置する場合の基本事項他に

呈する 。表彰は昭和59年 3 月下旬 ( 予定) 。 ついては省略する 。

その他: 表彰建築物の推せん者20名を限度として 共同住宅等にあ っては、安全、保安上に加え、居

記念品を進呈する 。 住空間1の有効利用などから共同部分( 開放廊下等)

建 築 と社会/ 1983年 12f1号 25 



よく乾す自由さ砂などという小さな絞沢さをかな

えたい、せめて小さな庭付きの家でも求めたい、

との切実な氾! いにかられているのが昨今である 。

こんな住宅を取り巻〈状況の 中で、ここ 10年来

庶民のまことに心強い l味方として、わが国に似つe

いてきた一つめ住形式がある 。それはタウンハウ

スである 。このタウンハウスを、誕生から 一人立

ちする今日まで 、〕混ー も強iい情熱をかけて育てあげ

てきた Ｑ Ｉｦｊｾ体がある 。 Ｇ出ーに新しい試みと改良と工

を加えて、そのつど{ 主み手の心をとらえてきた 。

すなわちこの本の編者の一人、大海氏の所以する

神戸市住宅供給公社という地方の自治の開発体で

ある 。そして 、この経過を始終、住まい手の立場

に立 って評価、見守 ってきたのが延泌氏をはじめ

とする E正大の研究グループである 。

この4 > = はタウンハウスが日本の風土の中て-tRづ

くまでの開発と研究の歩みの記録とその理論を体

系化してまとめたものである 。内容は住宅の研究

によく見られる独普ー的で現実と浮遊したところが

全くない 。 まことに解りやすく、平易に解説され、

しかも親切にまとめられている 。 自らの手と、足

と、目で巡り上げられた資料で支えられている 。

不満を一つ挙げるとすれば、あまりにもスマー卜

に体系づけられて見事すぎるところであろうか?

多分ここまでの過程では、幾多の悪戦苦 闘の小歴

史があろう 。読者にはこの装にある苦難、努力の

軌跡を M，じみと ってもらいたいものである。

「タウンハウスの実践と

展 開J( 延藤安弘・大海一雄編著)

加 藤 力/ 京都工芸繊維大学住環境学科講師

住宅に関する研究と 研究者は、年々その数を増

すばかりである 。 しかし、その研究成よｾが笑際の

計画に反映されているかというと、その例はあま

り多くはない。その理由は研究者の多くが結果を

フィードハ ックする手段を持たないこともあるが、

何よりもは じめから役立てようと思う気もない向

きもある 。

一方、開発者にあ っては、研究者のデーターな

どは 、はなから役に立たないと J!; I，い込んでいるフ

シもある 。理論と実際とは呉なると訓り切 ってい

ると ころもある 。それも無理からぬことで、 研究

の結末はひ どく維解きわまるものであ ったり、あ

るいはあたり前すぎることに終始したりすること

にも帰因する 。住宅を取り巻〈退廃ぶりは、こん

なところにも波紋を広げ閉塞感をもたらしている 。

さらに住宅作家の先生方にあ っては、相も変わ

らず住宅の健康論争などという、いとも気楽な論

議に花をきかせ、これまたＮｾ孫ぶりを示しＧている 。

笑のところ一般の庶民にと っては不毛な議論や

無為な研究はどうでも良いのである 。ただ7 ンシ

ョンや公団ではかなえぬい犬や小.1，るを飼いたいと

願う娘のｾ、い。や Ｂｲ￭ｬｬ 団を太陽のもとで思い切り

書 評

発 行 昭 和58年 7 月

体 裁 B 5  Ｍｴ ｾｊ＠ 272頁

定 価 . 3 ，900円

発行所: H ¥( ぬ出版会

タウンハウスの実践と展開

延薗安弘 昌由
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応答という物の考え方

7M皮とせん断力係数という概念

先人の大きな遺産

tt 重な i也筏災害の教司i I を生かす
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日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

質疑などの投手商をお待ちしております。

1 8 9  

建築基準法の改正

1  改正の概要

(1) 建 築 確 認 制 度の 合 理 化( 法第6条の2関係)

つ ぎ に 拘 げ る 建 築 物 の 建 築 ( ① に ぬ げ る

建 築 物 に あ っ て は 、 新 築 に 限 る ) に つ い て

は 、 経 築 基 準 法 令 の 単 体 規 定 の 一 昔11 を建築

雌認の対象法令から除外するものとする。

① 建 築 基 準 法 第 6 条 第 1 項 第 一 号 か ら 第

三 号 ま で に 掲 げ る 建 築 物 の う ち 、 建 築 材 料

お よ び 構 造 方 法 が 一 体 と し て 規 格 化 さ れ た

型 式 ( 一 定 の 基 準 に 該 当 す る も の と し て 建

設大臣が指定したものに限る) の住宅。

② 建 築 基 準 法 第 6 条 第 l 項 第 四 号 に 矧 げ

る 建 築 物 で 建 築 士 の 設 計 に 係 る も の。

(2)  建 築 検 査 制 度の 合 理 化( 法第 7条の2関係)

(1)の ① お よ び② に 掲 げ る 建 築 物 の 建 築 の 工

事 て ¥ 建 築 士 で あ る 工 事 監 理 者 に よ っ て 設

計 図 告 の と お り に 実 施 さ れ た こ と が 確 認 さ

れ た も の に つ い て は 、 建 築 基 準 法 令 の 単 体

規 定 の 一 部 を 建 築 検 査 の 対 象 法 令 か ら 除 外

す る も の と す る 。

(3)  建 築 物 の 適正 な維 持 保 全の確 保

① 定Jm報 告 制 度 の 対 象 建 築 物 の 所 有 者 等

は 、 そ の 建 築 物 の 維 持 保 全 に 関 す る 計 画 の

作 成 等 の 措 置 を 講 ず る も の と す る 。 ( 法 第

8 条 第 2 項 関 係 )

② 定期l報 告 制 度 の 対 象 建 築 物 の 範 囲 を 拡

大 す る も の と す る 。( 法 第 12条 第 1 項 関 係 )

(4)  建 築 確 認 に 関 す る消 防 長 等 の 同 意 制 度

の 合 理 化(法第93条第1項、第2項および第3項関係)

① 防 火 地 域 等 以 外 の 区 域 内 に お け る 住 宅

( 長屋、 共 同 住 宅 等 を 除 < ) に 係 る 建 築 確

認に| 掲し、消防長等の同意を不要とし、消

防長等に通知すれば足りるものとする。

② 建 築 確 認 制 度 の 合 理 化 に 併 せ て 、 所 要

の改正を行うものとする。

(5)  そ の 他

① 施 行 期 日 この法律は、公布の日: から

起 算 し て 一 年 を 超 え な い 範 囲 内 に お い て 政

令で定める日から施行するものとする。

② 消 防 法 の 一 部 改 正 : 消 防 法 第 7 条 に つ

いて 、(4) の ① お よ び ② と 同 趣 旨 の 改 正 を 行

う も の と す る 。 ( 消 防 法 第 7 粂関係)

③ その他 : そ の 他 、 所 要 の 改 正 を 行 う も

のとする 。

( 注) 公布の日 昭和58年 5 月20 日

( 大阪府建築指導課調整係 井 上 正 義 )

2  . 新 旧 対 照 表 ( 主 要 項 目 の み 抜 す い )

改 正 i去

(建築物の建築に関する確認の特例)

第六条の二 次に掲げる建築物の建築( 第一号に掲げる建築物にあっては、

新築に限る 。第七粂の二、第十八粂第ニ項及び第六項並びに第九十ニ粂

第一項において同じ。) に対する前条の規定の適用については、同条第一

I貨中「法律並びにこれに基づく命令及び条例の規定J とあるのは「法律並

びにこれに基づく命令及び条例の規定( 第= - i ; i の規定並びにこれに基づ

〈命令及び条例の規定のうち政令で定める規定を除< .) J と、同条 第 =

項中「法律. ; ! E ひ' にこれに基づく命令及び条例の規定J とあるのは「法律

並びにこれに基づく命令及び粂例の規定( 第一項の政令で定める規定を

除 < .) J とする。

一 前条第一項第一号から第三号までに掲げる建築物のうち、建築材料及

ぴ構造方法が一体として規格化された型式( 建設省令で定める基準に該

当するものとして建設大臣が指定したものに限る。) の住宅。

二前条第一項第四号に掲げる建築物で建築士の設計に係るもの。

2  前項の規定により読み替えて適用される ｾＧｊ 条第一項に規定する政令に

おいては、建築主事の技術水部、建築物の敷地、構造及び用途その他の

事情を勘案して、建築物の区分に応じ、建築主司王の審査を裂しないこと

としても建築物の安全上、防火上及び衛生上支障がないと認められる規

定を定めるものとする。

(建築物に関する検査の特例)

第七条の二 第六条のニ第一項各号にぬげる建築物の建築の工事で、建設

省令で定めるところにより挫築士である工事監理者によって設計図l ! . . ' の

とおりに笑施されたことが硲認されたものに対する前条の規定の適用に

ついては、同条第二項及び第ニ項中「法律並びに これに基づく命令及び

条例の規定」とあるのは、 「法律並びに これに基づく命令及び条例の規

定 ( 前条第一項の規定により読み答えて適用される第六粂第一項の政令

で定める規定を除< .) J とする。

(維持保全)

第 八 条 略

2  第十二条第一項に ;規定する建築物の所有者文は管理者は、その建築物

の敷地、 隣造及び建築設備を Ｇｩ［ｾＧ 時適法な状態に維持するため、必婆に応、

じ、その建築物の維持保全に I刻する準目IJ 又は計画を作成し、その他適切

な。| 官官主を講じなければならない。 この場合において、建設大臣は、当該

準sIJ 又は計画の作成に I刻し必要な指針を定めることができる 。

(報告、検査等)

第十二条 第六条第一項第一号にぬげる建築物その他政令で定める建築物

( 園、都道府県及び建築主司王を ta< 市町村の建築物を除< .) で特定行政

庁が指定するものの所有者( 所有者と管理者が呉なる場合においては、

管理者。次項において同じ。) は、当該建築物の敷地、精進及び建築設備

について、建設省令で定めるところにより、定期に、その状況を一級建

築士若しくは二級建築士又は建設大臣が定める資格を有するものに調査

させて、その結果を特定行政庁に報告しなければならない。

( 許可文 は確認に関する消防長等の同意等)

第九十三粂 特定行政庁又は建築主 ｉ ｊｾ は、この法律の規定による許可又は

確認をする場合においては、当該許可文は確認に係る建築物の工事施工

I也又は所在地を管轄する消防長又は消防署長の同意を得なければ、当該

許可又は確認をする ことができない。ただし、確認に係る建築物が防火

地域及び準防火地域以外の区域内における住宅( 長屋、共同住宅その他

政令で定める住宅を除< .) である場合においては 、こ の限りでない。

2  岡島

3  建築主 ｚ ｊｾ は、第 一 項た ｦ ごし ｑｾ の場合において第六条第一項の規定によ

る確認申3自主?を受理したとき又は第十八条第一項( 第八十七条第一項又

は第八十七条のー第一墳において準用する場合を含む。) の規定による 通

知を受けた場合においては、遅滞なく、これを当該申sj'l 又は通知に係る

建築物の工事施工I也又は所在地を管給する消防長又は消防署長に通知し

なければならない。

現 千寺 i去

(維持保全)

第八条 主E築物の所有者、管理者又は占有者は. そ

町姐築物の敷地. 1/11造且ぴ建築設備を常時過法主

状態に維持するように努めなければならない.

(報告、 検査等)

第十二条 第六粂第- J J i 第一号にぬげる組築物{回、

畑道府県及びl l ! 築主棋を置く市町村町組築物を除

<.l て特定行政庁が指定するものの所有者( 所有

者と管理者が典なる場合においては. 管理者. 以

下第一J J i Iニおいて同僚とする .l は、当舷越築物町

敷地、権法泣び挫築設備について、姐l股省令で定

めるところによ 1 定期に. そ町状況を塗笠主又

1: 1 . 辿般大臣が定める資怖を有する者に関王監させて、

そ町結燥を特定行政庁に報告しなければならない.

(許可又は砲aに関する消防畳等の向意等)

第九十三長 特定行政庁又は挫築主'1' は. この法制1

円規定による許可又は確: g をする場合においては、

当該許可又は硲認に係る建築物の工事施工地又は

所在地を管絡する消防長又は消防署長町同意を得

なければ. 当該許可又は確uをすることができな

、、.

2 略

3  主sll¥主4' は、第十八条第二J J i ( 第λ 十七条第一

J J i 又は第八十七条町二第一l l ' i において惜別する場

告を含む.l 円規定による通知を受けた場合に釘い

ては、遅滞な< . これを当該通知に係る主s築物的

工事施工地又は所在地を管絡する消防長又は消防

署長に通知しなければならない.
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ｉ ｾ 方水材に要求されているのは ， 耐久性 。 ｴＺＮｴＺＮ Ｇ

雨 を 防 ぐ fごけでなく，オソ‘ ン ・紫 外 線 ・ 熱 に

強 い 防 水 材 こそ が 求 め ら れ て い ま す 。 いま，

ロンシ ー ノレ工業の ， 信 頼と 実 絞てf 音われた| 坊

* 技 術 が， 塩 ビ 系 初 の 1. 3%1蕗 出 シ ー ト防水

材 、ベス トプノレー フ 砂 に 凝 縮 さ れ ま し た。 耐

候( 光) 性に優れた塩ピが主 材 で す か ら ， 耐 久

性 は 抜 群。 軽 量 で， し か も ジ ョ イ ン ト は 液 溶

着 で シ ート を一 体 化 ・安 全 性 が一 段と 高 まり

ました 。

べ2 1- 7
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111・3 ωは 東 日 本 ・ 西 日 本 ロ ン プ ル

ー フ 防 水 事 業 協 同 組 合 の 専 用 指 定 防 水 材 で す 。
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・ 改修性 Ｏ Ｑ 也 工法の改修にも ｩ 曲しており Ｎ 広範 ｉｉ ｾ の ド

I也に i昼iJ lJ てきます。 シート 自体の補修も森島; 。

. 経済性/ 1. 76kg/ r げで特泊。wm刊設計コストの Ifli

からも非常に経済刊の山; l 、はHII シート|リj ノド材です。

. 厚さ 1. 3' %，幅 1，230' %，長さ 20 m 重 量44匂/ ; 本色 3色

1. 3%露 出 シ ー ト 防 水 材
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平和、批判、そして建築

学生H寺代には学生運動、職場に あっ ては労働運動、やがて経営にた

ずさわるようになって職能運動と、対象こそ違え、つねに何かを求

め、何事かに挑み、そしてスジを通しつづけてきたところがある 。

最近でこそ体つきにも表情にも丸みをおびてきてはいるが、悠久の

闘士とい った 面白が見られる 。

代表作品は 26年以前、 27歳の時に生まれ故郷の鳥取て¥しかも大火

の跡に建てられた、平和の塔。であるという 。戦争、地震、そして

火災という悲惨な事象に対して、平和をこめて造 られた塔である 。

不安定なあるいは不幸な時代に、多感な青少年の時刻l を送ってきた

年代である 。一建築家であると同時に、平和を切にI ，YJI う一人の人間

として、、、平和。を象徴した塔が、今も って造 ることの原点として生

き統けているのである 。

両親の祖父がいずれも宮大工という家系に生まれ、終戦の時が中学、

やがて大学に入るとすぐさま N A  U  (新日本建築家集団 ) に入る 。

入会の契機となったのが西 山知三先生の 『建築史ノート 』 である 。

「天皇や僧侶など権力者が建築を造ったと戦中には学んだ。 ところ

がそこには民衆が建物を創ったとあり、ショ ックを受けた J 0  N  A  

U での j長村住宅調査研究などを通じて多くの{t jl fbfl と交流を持つ。や

がて新建築家技術者集団が再編成されると、永らく全国常任幹事を

つとめる 。

学では自治会を 組織。卒業後大火跡の鳥取市で火災復興局に勤務

し、公務員を体験する 。[ "建築をめざす若い人に、一時期できるこ

とならば公務員になる こと を勧めたい。 多種の問題が集中し、見方

が広くなり 、少し高い立場から建築を見ることができる」 。 ここで

都市計聞や地域計画に取り組む。やがて、きまりきった公共建築の設

計にあきたらず、京都に戻 t) 設計事務所の運営にたずさわるように

なる 。建築家の職能運動を始めたのもこの頃からである 。 [ " 建築家

の仕事は聖職に近い j と規定する 。[ " 建築の職能はまだ社会に十分

に認められていない。むしろ最近は逆行の傾向にある J I今日の状

況は生産が強力となって、建築を造るに必要な精神、文化蘭に関す

| 設計者のプロフィール ilJ 関西の昭和生まれの建築家 E

蓮イ弗

山

古

す

京都建築事務所

聞 き 手 ・ 編 集 幹 事 加 議 力( 京都工芸繊維大学)

プ ロ フ ィ ー ル 撮 影 島 修 一 ( S T UDI O A ・T )

略 歴

生 年 月 日 昭和5年6月14 日生 ( 53歳)

出 身 地. 1 ' . ¥取県八頭部河原町

最 終 学 歴 京 侃 工 芸 繊 維 大 学 工 芸 学

部建築学科昭和28年卒業

職 湯 京 都 建 築 事 務 所 代 表 取 締

役社長

事務所所在地 〒604 京都市守京区三条

お も な 受 賞 日本建築学会支部共通事

業設計鏡技支部入賞 ( 農

村住宅 1966)  

代 表 作 品 鳥 取 市 平 和 俗 ( 鳥取市 )

減崎t且} 弘鴻の湯( 城崎町)

ヤマザキ製 J マン 京都工場

( 宇治市)

柳馬場束入 J レ I 超 味 闘 芸 絵 画

公 職 日 本 建 築 家 協 会 職 能 委 員 ! 好 き な 空 間1 京都鴨川沿い、とくに賀

京都廷築設計監理協会理F

宇治市都市計画審議会専

問委只

茂川 町野川の合流点.

京都家裁および下賀茂神

社の森附近

鳥取市平和塔 養護老人ホーム明星園

射性彬 s  s  

る評価が十分でない」といささか悲観的な分析をする 。[ "建築家と

して職能をつらぬくためには設計以外からの金銭を受授しないこと 。

それは批判する精神を留保することである」と筋をおし通す。 I経

済的に恵まれなくとも、グチを こぼさず、他の分野に入り込まず、

ガマ ンでき る体質にな って おく必要がある J と建築家耐乏論を展開

する 。職能を維持するためには、かつて戦中に村野藤吾氏がそうだ

ったように、創作活動を停止することも必要でbあると続ける 。 さら

にものを造つてのみ、社会に問うことだけが建築家の役割でない と

いう 。つまり建築が施主だけのものでなく 、さまざまな人々とかか

わりをもっ以上、? 古に建築家は社会から批判l を受けていなければな

らないという 。技術者が技術者だけのルツボに落ち入らない為にも 、

さまざまな活動を通じて、直接批判l を受けることの体質が大切であ

ると語る 。常に建築の周辺で運動を展開したのも 、この理由からだ。

さて 、そ うした職能論を事務所の中でいかに 実践するかとな ると 、

なかなか困難が伴う 。 しかも所員、 1 人 l 人のオ能をのばすことと

仕事をまとめていくこととは、必ずしも両立しない悩みも多々ある 。

そんな中で所員には 3 つの自己管理についてやかましくいう 。一つ

は技術の自己管理、もう一つは時聞の自己管理、そして健康管理の

点である 。 とくに「建築家は油を売ってはならない」と時間につい

ては厳しい。 I良いものを創らなければ機能として成り立たない。

良いものを創るには、しかし時間がかかる 。賢いやされた時間につ

いてはペイは払わなければならない。それ故に建築家は時間を無駄

にしてはならない。時間を無為にすごしてはならない J 。

最後にみずからの寄 って立つ基盤をつぎのようにまとめてくれた。

「器用に、巧みにものを造る ことも大事であるが、しかし、それは

たいがいの人ができることである 。それでは建築はその限りで終わ

る。あえて自己をはみ出す。絶えずその為に市民の中で活動をする 。

そして絶えず人から批判を受ける 。そうすることによ って本来の建

築家としての使命が果せる」。言葉の中に多年にわたり笑践してきた

放の重みがあった。 ( 次号の登場者は指宿其智雄氏(建築デザイン事務所) )  
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- 写真と概要をどしどしお送り下さい.

凡例 a. 所在地 b. 敷地面積 c  建築面積

1721 第 一 庄 交 ビ ル

段 計 : 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所

施 工 : フジタ工察・清水建段・大林組建段共同企業体

a  山形県酒田市幸町 1 丁目 3 番 l 号

b.  797. 51m'  

c  .  549. 41m'  

d.  3，180. 64m'  

e .  S  R  C 、 8 F 、P 2

f  昭和56年 6 月~昭和57年 4 月

g  国鉄羽越線酒田駅

1724 株 式 会 社 ト ロ イ 本 社

設 計 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所

施 工 ・小 松 組

a  大阪市福島区福島 6 丁目 21 ー 11

b  661. 42m'  

c  575. 32m'  

d.  2，956. 72m'  

e.  R  C 、7 F 、P1

f  昭和56年 5 月~昭和57年 4 月

g  国鉄福島駅

1727 ホ ー マ ー ニ ッ ト 側 社 屋

設 計 . 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所

施 工 栄 組

a .  W田林市若松東 2 丁目 311. 299 

b.  1，712. 87m'  

c  168. 71m'  

d.  293. 51m'  

e  S 、2 F

f  昭和58年 2 月~昭和58年 6 月

g. 近鉄包囲林駅

1722 ル ネ 須 磨

設 計 : 長 谷 川 工 務 庖

施 工 : 長 谷 川 工 務 底

a  神戸市須磨区妙法寺字蓮池365- 4

b.  11 ，822. 75m'  

c.  2，298. 84m'  

d.  22，937.  36m'  

e.  S  R  C 、14 F  

f . 昭和57年 7 月~昭和58年 8 月

g. 神戸市営地下鉄妙法寺

1725 庄 交 ス ポ ー ツ カ ル チ ャ ー プ ラ ザ フ 。 ラ ス ワ ン

設 計 : 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所

施 工: 清水建股・ 7 ジタ工喋・三菱建股共同企灘体

a . 山形県鶴岡市錦町 3 番30号

b.  3，297. 58m'  

c .  1，976. 44巾2

d .  4，992. 61m'  

e  S 、4 F 、 P 1

f  昭和57年 6 月~昭和58年 4 月

g  国鉄羽越線鶴岡駅

1728 社 会 福 祉 法 人 紙 可 保 育 園 ・ ふ し お 台 保 育 所

段 骨十: 都市段骨十

施 工 : 日 本 建 設 大 阪 支l吉

a  池田市伏尾台 1 丁目 37

b.  3， 171. 78m'  

c  409. 06m'  

d  467 .68m'  

e  R C 、2 F

f  昭和57年 10月~昭和58年 3 月

g . 阪急パス伏尾台 l 丁目下車

1723 パ レ ロ ワ イ ヤ ル 聖 護 院

設 計 長 谷 川 工 務J高

施 工 ・長 谷 川 工 務 庖

a. 京都市左京区岡崎西福 / 川町16番地

b.  1，160. 35m'  

C  • 507.  98m'  

d.  2，760. 82m'  

e.  R  C 、6 F

f  昭和57年 5 月~昭和58年 5 月

g. 京阪四条駅

1726 側 中 井 洋 行 本 社 工 場

設 計 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所

施 工 小 松 組

a  大阪市東成区深江北 3 丁目 4 - 24 

b.  464. 28m'  

C  .  278. 49m'  

d.  928. 46m'  

e.  S 、4 F

f . 昭和56年 10月~昭和57年 3 月

g.  I也下鉄中央線深江橋

1729 医 誠 会 病 院

段 骨十 村 本 建 築 設 計 事 務 所

施 工 : 日 本 建 設 大 阪 支 底

a  大阪市東淀川区菅原町 6 丁目 599. 600ー l

b .  l ，678. 67m'  

C .  1，096. 46m'  

d.  4，513. 34m'  

e  R  C ， 7 F 、P1

f  昭和57年 7 月~昭和58年 5 月

g  阪急京者11紛l淡路駅



財団法人日本建築総合試験所だより

海洋曝露したモルタル被覆鉄筋の

非破壊腐食調査

当試験所で試作した非破壊腐食探査器を用いて、海洋曝露したモル
500 

海 中
500卜

飛i沫僻

タル被覆鉄筋について電気化学的特性値( 自然電位、分極抵抗およ

一- K

"  
び液抵抗) を iJll J定し、それらの測定値と腐食状況の目視観察結果の

100 100 

関係を調べ、検討したものである。試験体は、 3 種類の防食方法を
50 見、 50 

ー%、 r  >骨ーーー一試ーー ー由 -x

施 し た も の で 、 海 洋 環 境 に 約 1年間日暴露されたものである。試験体 ‘ 令〈

の概略および目視観察結果を表ー l に 、 電気化 学 的特性 値 の isl J定 結

Ｑｏｾ＠ 10 

果を図一 1 - 3 に示す。

これ らの結果より 、海 洋H暴露試験体の電気化学的特性値と腐食状況

の関係についていくつかの新しい知見が得られ 、電気化学的特性値

を用いて腐食状況を推定することができる可能性があることが判明

した 。

( 詳細は当 試 験 所 の機 関誌 i GB R CJ 第33号を ご覧いただきたい。)
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図 - 2 分極抵抗の分布

図 1 - 3 の凡例
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図- 3 液抵抗の分布

表ー 1 t式験体の種類 とモルタルの表面ひびわれ、中性化深さおよひ'鉄筋の発鏡面積率の測定結果

鉄菌筋処肉 剛 3 測 定 結 栄

試験体曝露海洋環境予ひぴわれ ・E モルタ J レ雌2 表 選 モノレタノレの表面ひぴわれ モルタノレの平均鉄筋の発錆

記 号 の 極 劃1 の 有 無 の 調 合 的積罫1 有無の別 種 類 最大巾(冊目) 中性化深さ ( mm) 面積率( %)

N  無
。

19. 4 

F  

無 l  13. 2 3  N P  

宥

無 3  
。

6  Z  

無 3  
。

7  N  E  

r毎 中

無 2  12. 4 
8  

F  

無 l  23. 8 10  N P  

無

有 鉄筋軸に沿うひぴわれ 0. 1  2  10 .6・“13  Z  

無 4  
。

14 N  E  

鉄筋軸に沿うひぴわれ 0. 3 4  9. 1 有15 

F  

3  10 .8  N P  有 鉄筋軸に沿うひぴわれ 0. 3 17  

有

有 鉄筋軸に沿うひぴわれ 0. 1  4  2. 7 '" "  20 Z  

無 5  
。

21  N  E  

飛沫平官

無 5  7. 9 22 

F  

有 鉄筋軸に沿うひぴわれ 0. 2 3  11. 7  24 N P  

無

無 3  
。

27 Z  

N  

有 鉄筋軸に垂直なひびわれ 0. 05 5  
。

E  28 

P: 防錆1甲IJ i 昆入モルタ J レ

楽 3 F :  S  R24相当のφ19園田の丸鋼( 表面無処理)

Z :  F の鉄筋の表面に益鉛めっき 処理を篇したもの

E :  F の鉄筋の表面にエポキ y 樹脂塗装を施したもの

諜 4 自錆 ( Zn( OH }，) の発錆面積率を示す。

虹 ) 楽 l 試験体の製作時に予め入れた巾0 . 4m聞のひびわれ

滋 2 N  普通モルタル

試 験 所 ・所 在 地・・ -〒565 吹田市藤白台 5 - 125 ( 阪急北千里駅より北西約 11側、国立循環器病 セ ン タ ー西 隣)

・電 話 .... .(06) 872ー 0391(代 )

・営業時間… ・・平日 午 前 9 時 ~ 午 後 5 時、土眼目 : 午前 9 時 ~ 正 午
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都市気球 ｾＲ ｾ ∞ ＰＰＰＰＰＰ …一∞ ＰＰＰＰ ∞ ＰＰＰＰ ∞ ＰＰＰＰ ……Ｚ
2  以 … の … 日系移畏 イ…夕列川…リけ吋ア持系移関民 一一

ο  たことがある 。それそぞ，れの移民書都Br市有の核になつて Lい、る施設をみると、日系移戻書都E市τで，は小学校、イ夕リ O  

O  ア系移民都市てで，(は立カソ IリJ ツクの教会、 ドイツ系移民都市て' は交易場所であった。未開の、それも知り合い Q  

δ  などいない土地で、彼等州を一番に重視したかが推察できる。同じニろ、満州に計画された日本の植 g  

Q  民都市では、社寺が重要な位置を占めていたことを申しそえておこう 。

選 択 縁 の 社 会 長 打、わたした問在生活し行動し一書附ーい何がわたしたちにとって核的な存在なの 日

上野千鶴子

血縁・ 1也縁・社縁・プラス選択縁

社会学者は長い間、人間の持っている社会

関係をその結びつき( 縁) のタイプにしたが

って、血縁 ・地縁 ・社縁の三つに分類してき

たが、都市を考える時には、この三つで十分

だろうか? 従来は、社縁( 結社縁) という概

念が、血縁 ・地縁以外のすべての社会関係を

分類する、いわばカテゴリーのゴミ捨て箱に

なっていた 。血縁 ・地縁と社縁のちがいは、

前者が自然、発生的なゲマインシャフト、後者

が契約による人為的なゲゼルシャフトという

ものだが、たとえば社縁の中に、会社縁を入

れて考えてみると、ロータリークラブや勤労

者山岳会のような自然的な結社とのちがいが

はっきりするだろう 。 とりわけ日本人にとっ

ては、会社縁はいったん入れば血縁 ・地縁よ

り拘束力が強〈、オリればおマン? の食いあ

げになるという点で脱けるに脱けられない関

係となる。入るまでは自由な選択かもしれな

いが、いったん入ればゲマインシャフトなみ

になるのが日本の企業である 。

血縁 ・地縁は、生まれ落ちた時からそこに

あって、選べない関係である 。 自分の親を選

ぶことはできないし( 親の方だって、できの

いい子供だけを選ぶ訳にいかない、という言

い分がある) 日本人に生まれてくることを選

ぶわけにもいかない 。 これに対して社縁は本

来選べる関係にあるが、会社縁はむしろ選べ

ない関係と 化 している 。会社はだから、 j悦け

られないムラ共同体に近くなっている 。 ここ

で社縁から、全〈自由意思で選べる関係、「選

択縁」という概念を、独立させてみたらどう

だろう 。

「選択縁」にはもちろん「選べる関係」とい

う意味あいがあるが、人々が何 を媒介に選び

あっているかを考えると、 価値観、テースト、

ライフスタイルなどの情報やシンボルによる

ことがわかる。 1選択縁」は、だから「情報

縁」ゃ「象徴縁」という言葉に置き換えるこ

ともできる。また 、必ず何 らかの象徴装置に

媒介されて いるところから「媒介縁」と呼び

換えてもいい。

「マチノ ロアー( 街学 )J の創始者であるユ

32 他 築 と 社 会/ 1983年 12月号

行 であろうか。都心といえばたいがい繁華街をさす。そこは確かに大勢の人々が集散する場所ではあるの δ  

。だが、わたしたちの意識の中心になりえているのだろうか。わたしたちの生活は都市のなかの織々な地 Q  

0  点で大小の波紋を描いている 。その波紋は本当に都心で重なりあっているのだろうか。わたしたちの都 δ  

Q  市て社既に中心は消滅しているのかもしれない。 ( 鳴海邦碩) Q  

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  

ニークな都市工学者、望月 R哲彦氏は、 11選択

縁J と同じ概念を「知縁」と呼んでいる 。知

縁とは、人々が情報のチャンネルを介して結び.

あう関係だからだ。彼はこれまでの血縁 ・地

縁 ・社縁にそれを付け加えて、 I血縁 ・地縁 ・

{ 直縁 ・知縁といううまい語呂あわせを作 った。

社縁はなるほど職務能力や成総という一元的

価値で人間を評価する社会関係だから、値縁

というのはうまいネーミンクである 。望月氏

には敬意を表しつつ、ここでは地縁との音の

ルから成り立 っているが、そのチ ャンネルを

かぎ分けた人は、行く先を誤らないし、互い

に泌総することもない 。 そしてそのチャンネ

ルを選ぶことを通じて、人々は自分と同じ 11*1

聞に出会うのだ。 これが「選択縁」の社会で

ある 。

「選択縁」の関係を作るには、人々は出会 っ

たり口をきいたりさえ、しなくてもよい 。た

とえば同じ D J の深夜放送を聞いている中学

生同志は、顔を見知らなくてもそれだけで仲

乗りあわすだけの車内、縁が生まれることもある

重複を避けるためと、選択性を強調したいた

めに、知縁ではなく選択縁ということは、を採

用しておく 。

情報に媒介されたチャンネル

者11市の生活者は、ラ y シュアワーの電車の

中で恋人同志よりもピ y タリからだを合わせ

ていても、それで関係がある 、 という訳では

ない。彼らはターミナルの雑踏の中で、それ

ぞれ行きつけの呑み屋やひいきのブティ ック

に消えていく 。あるマーケティングの専門家

は、街角で出会った人の服装を見ただけで、

どの庖に立ちより、どこのレストランで何を

食べるかが 、だいたい推量できるという 。都

会はそのように錯綜したいくつものチャンネ

間意識を持 っているし、トーキンクヘ ッズの

ロゴ入り T シャツを着てる若者は、同じシャ

ツを着ている青年と街ですれちがうだけで連

常感を持てる 。場合によっては見たり聞いた

りさえしなくてもよい。矢沢永吉の最新盤を

手に入れたティーンエイジの女の子は、ただ

そのレコードを抱きしめるだけで、自分があ

る共同性に参加してることを、熱い思いで l味

わうのだ 。

選択縁が作るアイデンティティ

社会的な「縁( えにし )J は、それを通じて

人聞が「ボク って何」というアイデンティテ

ィを獲得するための糾である 。血縁の中では

オトーサン、地縁の 中ではスズキきんちのこ



主人、社縁の中ではヤマダ商事の謀長という

アイデンティティを待ている人が、選択紋の

中では、バードウォ ッチングの愛好家で、団

地のJ:¥' 会所の定述 、そして プロレス仮興会の

怜' f ，. という拠りどころを持っているかもしれ

ないのだ 。 都市的な生活の中では、 ｊｉｊＱＪ ｩ ま • 1也

紋 ・社縁が持 っていたアイデンティティの比

重はだんだん小さくなっていく 。都市生活者

は、何を拠りどころに「ボクって和JJ を決め

ればよいのかが、しだいにふたしかになって

縁j の比重がますます高まることはまちがい

ない。家族という血縁は、もうこれ以上ない

ほどちっぽ'けでもろいものになっているし、

J也縁の方だ って解体寸前である。と いうより、

血縁も地縁も、ある意味で、と っく に選択縁

に近いものになっている 。家族も、おE いが

選んで「家族ゲーム」をつづけなければメン

テナンスできないものにな って いる 。かつて

のように 、政っておいてももっという実体的

な基盤一一家産や家業ーーを欠いているので

行きちがうだけの人々

いく 。 そうなれば「選択縁j の中で、何を選

んでいるかということだけが、自分が ｾｪｴ かと

いうことの証明になる 。ただし、 「選択紘」

の選択肢も、自由に無尽蔵にある訳ではなく、

Ｇｨｾ 報のチャンネルを握った資本が、これがあ

なたらしさですよと、おしさせのメニューを H¥

占供給する場合がある 。そうやって、バーバ

リしか活ないあの入、リーパイス好みのこの

人、が作られていく 。これはいわば操作され

た「選択縁」であって、私たちに必裂なのは

「選択縁j を操作し 、コントロールすること

の方である 。

高齢化社会のなかの選択縁

いずれにせよ、都市生活者の中て r選択

ある 。団地の人間関係も、同じフロア、同じ

階段を共存しあうお隣同士という近接性によ

ってではなく、リサイクル運動をやった仲間

が、棟や階を離れて接触しあうというように、

地縁プラス選択縁の要素が入 ってき ている 。

お隣だから、ということでやl' ょ くする理由な

んて、もう何にもないので" ある。かつて絶対

的な拘束力を持 っていた「選べない関係」、血

縁と 1也縁が、 ともにあてにならないものにな

ったとすれば、社縁にしがみつくしかない。

男性たちは、事実、オトーサンの役や地域住?

民の役をそっちのけにしてまで社縁社会の中

に入れあげているが、その行く末はみじめな

ものである 。 というのは、男性たちがしがみ

ついた企業の方が、彼らに定年で御役御免を

言いわたすからである 。血縁 ・地縁 ・社縁か

ら放り出された人聞は 、「ボクって何 j の拠 り

どころを失って呆然とする。その時になって

あわてても手遅れである。選択縁の 中で、自

分のアイデンティティを作り上げてきた人は、

定年になってもあわてない。子供が家を 荷ft れ

ても 、ガックリしない。カミさんが出て 守て

も、あせらない。血縁にも地縁にも社縁にも

頼らないですむアイデンティティを石在{ 呆して

いるからである 。高齢化社会を迎える男性た

ちは、企業にそんなに入れこまないで、企業

の外の選択縁関係を養っておく ことが、これ

から要請されるにちがいない。

都市でサパイパルするには

ｲｾ べる関係」には、利害がからまない分だ

け、いつでもオリられる、という弱点がある。

だから「選択縁J はたよりにならないと い 7

考えもあるが、逆に 、それだからこそ、メ ン

テナンスとコミ ッ トを、自覚的に継続してい

く努力も意欲も生まれてくる。オ リられない

関係とは、ムラ的な関係である . 者IIr行で生き

る人間は 、ムラに逃t したり、都市の 中にム

ラを再建したりしようとせず、ムラ的でない

関係を作 っていくほかないのである。

シモーヌ ・ド・ボーヴォワールは、一生涯

家族を作らなかった人だが、晩年、三十オ以

上も年下の女性の友人についてインタヴュア

ーに「彼女はあなたにと って娘さんのような

ものですか? J と聞かれた時、む っとして答

えている。「いいえ、娘よりもっといい 関係で

す。なぜなら、娘を私は選べませんが、彼女

と私は、選び合っていますからd

こんな関係をメンテナンスするのは大へん

だ、と思う人は 、都会からムラに帰ってもら

うしかありませんね。とはい え、帰るべきム

ラは 、私たちの背後で急速に解体していって

いるのだから、都市で生きる私たちは、「選択

紘」の共向性を作るべく、努力するほかない

だろう 。

( うえの ちずこ 平安女学院助教授 シカゴ大学留学中)
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建 物 に 見 る 心 理 形 態学

エストベリのスト ック ホ ル ム 市 庁 舎 は 、 ス ウ ェ ー デ ン の 民 族 的 ロ マ ン 主 義 の 建物でも っ と も 有 名 な も の

である 。 彼 の 計 画 し た 平 面 構 成 は 、 鈍 角 に 交 わ る 2 本 の 湖 岸 の 線 の 仲 立 ち と な る よ う に 試 み ら れ 、 わ ず

か に 歪 ん だ 菱 形 の 中 庭 を 中 に 割 る と と も に 、 中 心 を は ず れ て 立 って い る 附 の主 塔 を メ ー ラ ン 湖 の 岸 沿 い

の 庭 園 に 対 し て 目 立 つ 位 置 に 抑 し 出 し て い る 。 私 は 湖 畔 に 件 み じ っ と 見 惚 れ て い た と き 、 ふ と 「 心 理 形

態 学 」 を 想 い 出 し た の で あ る 。

「顔つき J と い う 外 面 に あ ら わ れ た も の か ら 「こころ」と い う 内 面 の も の を 探 り あ て よ う と す る 。 これ

は 、 む ろ ん 人 相 学 の 領 域 の 問 題 で あ っ た 。 だ が 、 い つ ま で も 、 経 験 主 義的な し か も 独 断 に お ち い り や

す い 、 個 人 的 な 経 験 の 累 積 や 秘 伝 で あ っ て よ い も の だ ろ う か 。 フ ラ ン ス に ル イ ・コ ル マ ン と い う 精 神 病

科 の 医 師 が 他 の 多 く の 著 者 と 同 じ よ う に 、 顔 を 「額Ji 品 Ji 口 j の 3 つ の 層 に 区 別 す る 。 この 3 つ の 部 分 の

そ れ ぞ れ に 、 知 ・ 情 ・意 の 意 味 づ け の あ る こ と を 提 唱 し 「 心 理 形 態 学 」 な る も の を 発 表 さ せ た の で あ る 。

市 庁 舎 を さ ら に 眺 め 上 げ て い る と 、 こ の 3 つ の 部 分 の 3 つ の 意 味づ け に つ い て 、 形 態学 、 生 理 学 、 心 理

学 の 学 間 体 系 の 結 び つ け の 理 論 的 な 説 明 が な り た つ よ う な 感 じ が し た の で あ る 。 ( H . N )

文 化 の た め の 1 %

学 校 建 築 な ど を 対 象 と し て 、 文 化 の た め の 1 %が 提 唱 さ れ て 以 来 、 各地でさま ざ ま な か た ち で 採 用 さ れ

て お り 、 た い へ ん 結 構 な こ と で あ る 。 いろい ろあるようだが、どちらかといえは、壁面とくに 外壁 に 力 点

をおいているようである。

タ イ ル あ る い は 型 枠 の デ ザ イ ンによ る 打 ち 放 し な ど さ ま ざ ま な か た ち で 表 現 さ れ て お り 、 新 建 築 を みる

ひ と つ の 期 待 感 が あ り 楽 し み で も あ る 。 た だ 建 築 家 の 作 品 と 他 の 作家 の そ れ と で は か な り 感 覚的 に 異 な

る の は 止 む を 得 な い と し て も 、 自 己 主 張 の あ ま り か 、 ま た は 地 場 特 産 品 に こ だ わ る の か 建 物 と の バ ラ ン

ス を 考 え な い も の 、 ま た 予 算 面 か ら で あ ろ う か 、 相 当 無 理 な 施 工 を し て い る も の も 時 折 り 見 か け る 。 聞

け ば 寄 附 を い く ら か 仰 い だ も の も あ る よ う だ と の こ と 。数 年 も 経 ず に 修 理 な ど な い よ う に 願 い た い 。 1

% システムが泣きます。

最 近 は 陶 壁 画 が ビ ル の ホ ー ル な ど に 使 用 さ れ て お り 、 ま さ に 猫 も 杓子もと い っ た 感 じ で あ る 。 多 分 に 施

主 の 強 い 意 向 に よ る も の が 多 い と い う こ と だ が 、 せ っ か く の 建 築 空 間 を 大 切 に し て ほ し い と 思 う 。 ほ て ぽ

て と 厚 〈 、 大 き け れ ば よ い と い う も の で は な い 。なん とかの厚化粧とい った ら 失 礼 だ ろ う か 。 ( T . N)  

仮設( 設計) と 実像( 運用) の二 重 写 し

設 計 は V 会 に か い た 餅 。 で 、 見 事 な 出 来 栄 え で も JJ 反を満すことはなく、 l床 もわからなし、 。 た と え 自 宅 や

自社ビルを l味 わ え て も 、 た だ- IDl だ け 、 多 く の 場 合 は l床わう機会すら得ず、 W会にかいた餅。を経歴と

して空柏みする 。

病 院 建 築 は 、 多 種 多 彩 な 機 能 を も ち 、 そ れ に 人 ( とくに患者) やものや情 報 を 入 り く ま せ る こ と に よ り

よ り 高 機 能 に 構 成 さ れ 、 し か も 24時間絶え間j がなし、 。. : &¥者もひとりひとり ，病態とそれに対する施療を、

日常 の 生 活 経 験 を 異 に し て い る 。 従 っ て そ れ ぞ れ の 病 院 の 施 設 ( ノ 、 ー ド ) も 迩 用 ( ソ フ ト ) も 大 い に 呉

る の が 笑 状 で あ る 。 し た が っ て 、建 築 資 料 集 成 。 や 各 種 の 病 院 建 築 図 書 の モ テ ル は 、 そ の ま ま 適 用 で き

なし、 。 ま た 、 ソ フ ト と ハ ー ド の ト ー タ ル シ ス テ ム を 諮 った病院建築でも 、 そ の 効 能 を 雌 か め る た め の 追

跡調査を行うことは稀で、不都合の多くは忠、者 の 日 ＱｾＧ ・生活にしわょせしたままに終る 。病院建築には 、

仮設( 設計 ) と実像 ( 迩 用 ) の二重写しを行い 、 そ の ず れ を 仮 設 と 実 像 に フ ィ ー ド ハ ッ ク す る 回 路 が 不 可 欠

で 、 そ の 積 み 重 ね が 経 歴 で あ る と 思 う 。 し か し 多 く の 場 合 、 竣 工 と と も に ホ め で た し め で た し 。 と 見 失

なわれて、 設 計 者 も 経 歴 の 空 輸 み を く り か え す こ と と な る 。 ( T . N )

ライトアップ大阪

阪 神 高 速 道 路 で 夜 間 、 堂 島 川 沿 い に 東 へ 向 っ て 走 行 中、美しい夜間照明の中に、く っ き り と 浮 び上 った

中 央 公 会堂 を 見 て 縫 い た 。 い つ か ら この よ う な 照 明 が 飽 き れ 、 素 晴 ら し い 夜 の 環 境 が 意 識 的 に 創 り 出 さ

れ て い た の か 不 覚 に も 知 ら な か った。

目 下 、 大 阪 市 . 21世 紀 協 会 で そ れ ぞ れ 市 内 の著 名 な 建 築物 、 橋 梁 な ど の 夜 間 に お け る 照 明 計 画 が 行 わ れ

て お り 、 そ の 第 一 号 が 中 央 公 会 堂 で あ る こ と が 解 った。 こ の 他 、 大 阪 城 . 71 < . 品絡などすでに大阪市によ

っ て 実 施 さ れ つ つ あ り 、 そ の 他 著 名 な 建 物 に も 、 こ の 計 画 が 進 行 し つ つ あ る よ う で あ る 。 ヨ ー ロ ッ パ の

諸都市においては、 パ リ に 代 表 さ れ る よ う に 、 夜 間 照 明 に よ る 美 し い 都市 景 観 の 素 晴 ら し さ は 誰 し も 認

め る と こ ろ で あ る 。歴 史 的 建 造 物 や モ ニ ュ メ ン ト 、 僑 梁 、 市 庁舎 、 図書館 、 或 は 公 会 堂 な ど 、 市 民 に 愛

さ れ 親 し ま れ て い る 都 市 の シ ン ボ ル を 照 明 に よ っ て 美 し く 浮 び 上 らせる テ ク ニ ッ ク は 長 い 伝 統 の 中 で 培

わ れ た 都 市 を 愛 す る 市 民 の 心 を 感 じ さ せ る 。 遅 ま き な が ら 大 阪 で こ の よ う な意欲的な計画が行われ、 笑

施 に 踏み 切 っ て い る こ と は 近 来 に な い 快 挙 で あ る 。 あくまで都市の全体的な照明言十画の中て¥照明のデ

ザイ ンが行われる ことによ って 秩 序 あ る 夜 間 環 境 の 創 造 を 期 待 し た い も の で あ る 。 ( S . T )  
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集 合 住 宅 と 生 活 音

木 村 朔

遮 音 性 能 と 生 活音

住宅はわれわれにとって最も身近な建物であるだけに、設計

者の性能水準の設定上の誤りや施工上の欠陥が、直接居住者の

クレームに結びつきやすく、とくに集合住宅ではしばしば社会

問題となって新聞等をにぎわせている。

集合住宅の居住環境性能は、種々の面から総合的に判断され

るべきものであるが、壁 ・床 l 枚で仕切られた隣接住戸聞のプ

ライパシーの確保は、住宅として最も重要な基本的条件の一つ

であって、住宅性能の中で大きなウエイトを占めており、生活

上のプライパシーを確保するためには、界壁 ・界床の空気伝搬

音や床衝撃音に対する遮音性能、給排水設備騒音の低減対策等

が、設計施工段階において十分に考慮されていることが、当然

のことながら必要となってくる 。このような音環境性能が、建

物の要求水準に見合った一定のレベルを満足していない場合に

は、日常生活に伴う騒音問題の発生する確率はきわめて高くな

るといえよう。

昭和54、55年度に建設省が、首都圏と近畿圏で分譲されたマ

ンションの居住者1445人に対して行ったアンケー卜調査結果を

みると、隣戸 ・上下階の遮音、外部からの防音について「不満J

とした人が3 0 %前後にのぼり、日常の生活面では「音J と「排

水j に配慮、している人が圧倒的に多〈、マンションを買う前に

知りたいことでは上下階の衝撃音の遮音性が最上位を占め、マ

ンションの「性能表示制度」については、 64 .5 %の人が積極的

に導入すべきであるとしている。これは、これまでに造られて

きたわが国の集合住宅の音響性能が、住民にとって全般的に不

満足なものが多かったこ主を物語っており、集合住宅と生活音
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の問題について改めて考えさせられるものがある 。

同調査によれは¥分譲マンションの入居者が、 「カタログ等

でもっと詳しく明示した方がよい」と考えている項目は 表 1 の

ようになっている 。 自らが居住した経験から、上階住戸で発生

する足音などの床衝撃音に対する遮断性能が、どの程度のレベ

ルにあるかを購入前に知りたいという願望が、この結果にはっ

きりと表れている 。

筆者らが、これまでに何回かにわたって実施した集合住宅の

居住者に対するアンケート調査結果をみても、一見気ままな人

の行為に関する騒音の発生について、建物自身の遮音性能をあ

る水準に保つことが、居住者の気になる騒音の指摘率を下げる

のに大きな意味をもっていることが示されている; )

また自宅内で発生する騒音に対する居住者の評価をみると、

「他の家に対して気になる騒音 j として、子供のとびはねる音、

走りまわる音、便所の給排水音などが上位を占め、ちょうど、

「上階からの気になる騒音源J とその種類や指摘順位がほぼ一

表 1 入居者が、カタログ等でもっと詳しく明示した方がよいと

考えている項目

順位 | 項 目 | 指摘率

1

4

n

L

q

o

 

上下階の衝撃音遮断性

日! 照時間

耐震上の配慮

71. 5%  

63. 4 

59. 7 

4  I  修繕計画、修繕積立金 I  58 .6  

5  I  周辺の商底、施設等の状況 I  55 .1  

6  I  内外装の耐火性能 I  52. 8 

7  I  排水管のつまり対策 I  52. 3 

8  I  内外装の補修方法 I  50. 7 

9  配管類の保守点検方法

設備機器の保守点検方法

47. 2 

44. 9 10 

11 収納の容量 43. 0 

12 自転車置場の有無・台数 37. 4 

13 避難方法 36. 4 

14 戸境壁の遮音性 36. 3 

15 駐車場の有無・広さ 27. 7 



致している。これは他の住戸で発生した場合にうるさいと感じ

る音が自宅内で発生すると、 他 の家に対して気になるという事

実を示しており、 このような生活音に関しては、居住者自身に

対する騒音の影響だけでなく、他住戸に対する「気がねの意識」

も問題になることがわかる。

すなわち 、このことは、生活音に関して建物の遮音性能に苦

情が発生する場合、単に隣戸の音が聞こえて気になるというだ

けでなく、隣戸への気がね、プライパシーが守られないことへ

の不安という要因もあることを見逃してはならない。

室内騒音に対する面接アンケート調査で集められた意見を整

理してみると、隣接住戸の居住者の生活行動に伴って発生する

生活音の問題を、居住者の大部分は、集合住宅の宿命としてと

らえており、苦情 申 し立てをして隣人感情を害するよりは 、ス

ムーズな 人間関係を形成した方が得策であるという考えから、

互いにがまんしている傾向がみられ 、さらに先に述べた気がね

の意識により、生活が萎縮することへの懸念もみられる。給排

水音を気にして夜 中に便所に行く生理的要求が満たされないよ

うなことがあってはならないし、下階に気がねして、抜き足差

し足で歩く抑圧された子供が育つことも親として耐えられない

ことであろう。

集合住宅では、万人の日常的な生活行為で不本意ながら発生

する生活音については、少なくとも、一般の人にとって気にな

らない程度まで住宅側の遮音性能を向上させることが、建築家

の社会的責務であるといってもよい。

表 2 住宅の遮音等級と適用 等級 ( 日本建築学会)

建 築 物 室 用 途 部 位

居 室 隣戸間界壁、界床

集合住宅

居 室 隣戸間界床

プライパシーを要求される室 自宅内間仕切壁

戸建住宅

居 室 自宅内 2 階床

< 適用等級の意味>

分 譲 マ ンショ ン の 性 能表 示制 度

大都市周辺で公団住宅が大量に建設されだした昭和30年代は、

確かに住宅の質より量が要求されていた面もあり、 2 D K を中

心とする コンクリート造集合住宅の耐火性や各戸ごとの水洗便

所 ・風呂場の普及 、 日照 ・通風の良さ等が、当時として はそ れ

なりの評価 を得ていたが 、住宅数が世帯数を 上廻 った 昭和40年

代後半になると、公団住宅に対しても各方面からの多様性が求

められるようになる一方、住戸内環境の質的転換にからむ問題

として、遮音、断熱、防露等の性能に対す る居住者の要求が、

建物を造る側に対して少なからず影響を与えるようになってき

fこ。

昭和49年には、工業技術院より( 初日本音響材料協会に対し 、

「住生活向上のために、建築物の遮音性能をランク 付けし 、そ

の基準を明示することを目的とする」建物の遮音基準に関する

J  1  S 原案の調査、作成が委託された。筆者が主査をつとめた

小委員会では、建物用途別に遮音性能の実状と苦情発生状況の

関係を調査し、室間音圧レベル差と床衝撃音レベルについて 、

遮音性能のグレード別表示方法と、建物用途別、等級別の遮音

性能基準を定め、昭和50年 4 月には工業技術院に J 1  S 案「建

築物の遮音性能基準j として答申した。

この J 1  S 案の答申を引き継いだ形で、 日本建築学会に「遮

音基準作成分科会J が設置され、さらに多数の資料の集積と検

討を行い、討議を重ねた結果 、建築物の総合的な遮音性能の評

価体系と設計指針の確立を目ざした学会基準が、周知の ように

昭和54年 12月に制定された? その中から、住宅の遮音等級と適

用等級を抜すいして 表 2 に示す。一方、同じ年の 10月には、 J

1  S 案のうち 、評価尺度としての遮音等級とその級別 を定めた

適 周 等 級

特級( 特別仕様) 1 級( 標準) 2 級( 許容) 3  級( 最ー低限)

D - 55 D - 50 D - 45 D - 40 

L - 40 L - 4 5  L - 50 

L - 45・ L - 50・ L - 55 
L - 60 

D - 45 D - 40 D - 35 D - 30 

L - 45 L - 55 L - 65 L - 70 

L - 50 L - 60 L - 70・ L - 75'  

特 級 | 学会特別仕機 il! fr 性能上非常に優れている

ig苛性能上好ましい

特別に遮音性能が要求される使用状態の場合に適用される 。

l 級 | 学 会 推 鰍 準

2 級 | 学会常答基準

3 級 | 学会基準外仕様

遮特性能上はぽ満足しうる

遮音性能上最低限度である

通常の使用状態で使用者からの苦情がほとんど出ず、遮音性能上の支障が生じない.

使用者からの苦情や遮音性能上の支障が生ずることもあるが、ほぽ満足しうる 。

使用者からの苦情が出る確率が高いので、学会としては推奨しない。
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表 3 住 宅 都 市 整 備 公 団 昭 和581手 度 住 宅 性 能 水 準 の 遮 音 に 関 す る 部 分

項 目 住 宅 種 別 内

4官R  

備 考 ( ) 内参考仕機

イ ) 玄関扉 共 通 共 用 部 分 に 面 す る 玄 関 扉 に つ い て 、 T L =25dB 以 上 とする。

T L  透過m失

住

(B L  7 ラッy ュ ドア緩11l: )

戸

T L = 16dB 以 上 と す る : た だ し 、 外部 騒 音 予 測 値 が 標 準 を 上 ま わ る

( B L アルミサ "1: . - ' 程度)

内

外

ロ) 居 室 の 窓 等 共 通
* 枠組盤工法住宅および大臣性能認定工業

場合は、必要な関口音I1に つ い て 防 音サ ッシを用いる。 化住宅を除< .  

遮 音

2)  

イ ) 床 共 通

重 量 衝 撃 音 に 対 す る遮音 等 級 L = 55倉と し 、 き し み 音 発 生 機 械 を 有 し * 連築学会基雄iに言う 2 級

住 な い 工 法 とす る。

( スラプ厚 13 0 - 150+50mmi [ 床工法)

戸

音 圧 レ ベ ル 差に よ る 遮 音 等 級 を 壁 式 コン ク リ ー ト 造 に つ い て は D =
本* 建通築学会恭司直1ニ古l厚百う事 l 級

ロ) 壁 共 通

( 普 コ ン ク リ ー ト 虫 150111111級)  

境 ＵＰ ｾＧ その 他 の 構造 については ｄ ］ Ｔ Ｕ Ｂ ・ とする。
*  Ｊ本 建築学会 ｾ｛［￬ＡＯ［ に う2

( 軽 量 コ ン ク リ ー ト 盟 13 0 - 150. . )  

3) 共用部分等 の 発 音 防止 共 通

廊 下 、階 段、 他住 戸上 の テ ラ ス 等 の う ち 、住 戸 へ の 騒 音 防止 のため、

必 要 な 部 分に つ い て 、発音性の少ない床仕上げとする。

表 4 音 響 環 境 評 価 シ ス テ ム の 例 ( 建設省 総プ ロ )

性能の目的 | 性 能 項 目 用 考適

外

部

騒

事

胸

創

周外室寝居部

す

寝

外

口

有

居

の

闘

を

る

室

帥
草

壁

性

周

立

国

外

遮

性 能 指 標

ｊｉ ｾＭａＭ Ｑ Ｔ Ｑ Ｙ＠ r建築物の

しゃ音等級J に規定する標

準 曲線に D - 30' 以下の基準

曲線を設定したものにより

算定される D 値

7T下円F j q - 55

;1以 降鳴

背 ト/レペJ 〓〓ペA-→D - 35

庄 40 に4' SI - ' 二4--1D- 3 0

v  1' / . A" ....!"-←→D - 30'  

ヰ 30 ｬＺＰｦ λ つＭＭｴＭＱ ｾ Ｍｾ＿“
快 ｆ Ｏｖ 止ーー←一←Ｍ ｾ ｄ ＭＲＵ

(dB)  20レ》シt - t - t - - i q - 20

L 長ι. -+一一+一←→D - 15

125 250 5∞1  K  2K 4  K  

オクタープバンド中心問地駐 ( 11，)

音 壁周外室寝居部

さ

居

の

口

有

い

釜

壁

闘

を

な

寝

外

防

止

音

測 定 法 ・ 算 定 法

J I S 笑「現場における窓

の遮 音 illlJ 定 方 法 J ( 外

部音源法) の一部を変更

D = L ，- L ，( . )  

D : 外壁、窓の遮音l度

( dB)  

ｌ Ｚ 建物 外 苦 ｾｩ Ｑｬ Ｑ ｊ 定位置

の平均背圧レベル

( dB)  

L ， : 受音室内の平均音

圧レベル ( dB)

内部1: f il 京法による値も付

記することが望ましい

D = L ，一L，ー 10

評 価 指 標

1  2  3  4  5  

D  35 30 30'  20 15 

以1: . 30' 25 15 ，長揖

1  2  3  4  5  

D  40 35 30 30'  20 

以上 30' 25 15 

備

( ホ) 外壁、窓の T L fl也の

算定方法

TL  = 方 + 10 10g

( S ，/ A) + 4  

S ， 当該外周壁、窓

の透過面級( m' )

A 受管室内q並行力

住戸内間仕切壁逃 |居寝室間仕切壁 |  向上

背性

響

床
の

悶

羽

目

r

l室寝居下上述
立

目怒衝床内戸

性

住

断

戸

内

騒

音

防

止

・

プ

ラ

イ

バ

シ

ー

確

保

の

線

描

刷

出

却

時

叫

物

る

L

い

い

い

い

ト

〈

削

築

す

寸

イ

」

1

4

1
ゴ

寸

」

叫

創

建

定

下

L

|

十

↓

十

土

+

士

山
体

「

規

他

「

ト

ト

ド

主

主

E

k山

川

印

に

L

一

一

一

、

一
¥

¥

一

¥

¥

『

一

引

恥

u

」

る

寸

寸

」

当

刈

判

刈

斗

!

」

刈

叶

一

級

よ

T

4

J
烹

持

守

幸

十

斗

田

川

A

等

に

「

1

忙

父

京

ト

ト

十

l

T

L

M

叫

一
ー

一

音

線

C
や

や

や

や

凶

¥

」

L

し

は円

山

ゃ

幽

割

配

l

um

--曲

目

叫

珂

t

e

q

u

し

準

休

働

?

"

レ

ベ

ル

耐

J I S - A - 1417  r建 築 物

の現場における音圧レベ

ル差の測定方法」により

住戸 内間仕切壁内外の背

圧レベル差 ( D) を求め

る。

1  2  3  4  5  

D  35 30 30'  20 15  

以上 30' 25 以下

J I S - A - 14 18  r建築物

の現場における床衝撃音

レベl レの il l l J 定方法J による。

LL ・軽衝奇書i原に対す

るイ直

L II 霊衝撃源に対す

るf直

1  2  3  4  5  

環

(本) U; 合住宅的場合Ij: 2 級

が糠態、 1 級が推奨

換気 空調設備の |居寝室内のパッケ | 騒音レベル dB( A)

静ひっ性 |ージ型クーラ一等 I ( 測定室内の平均音B : レベル)

集合住宅の場合

は隣接住戸の外

部露出空調機器

相隣住戸間戸境壁 I J l S - A 一山 9 r建築物の

しゃ音等級J に規定する標

準的線により算定される D

f直

戸境壁遮音性

共

対象となるさE剥設備を定

絡運転したときに室内に

発生する騒音を J 1  S  Z  

8731  r騒音レベJ レ測定方

法J に準じて illlJ 定

J I S - A - 14 17  r建築物

の現場における苛圧レベ

ル差の測定法J

L  45 50 55 

以下

60 65 

以上

戸境段については建築基

部法に透過釧失値が定め

られているので、それに

合格している壁断面でな

ければならない.

境

白戸境床衝態管遮断 | 上下住戸居寝室間

同 |性 | の床

住

宅

専

用

J l S - A - 1419  r建築物の

しゃ音等級j に規定する様

準曲線によ り算定される L

f也

項 |給水設備発生騒音 |刊 住 戸 に 隣 接 す | 騒 音 門 レ dB( A)

静ひつ性 | る住戸 I  ( 測定室内の平均音圧レベノレ)

目

J l S - A - 1418  r建築物

の現場における床衝聖書音

レベルの測定方法J によ

る。

LL  軽衝撃源に対す

るf直

L II ・・・霊衝撃滅に対す

る{直

音源、住戸( 中間階、最下

階) の給水栓をある決め

られた一定水量で開校し

たときの受背住戸の居寝

室内騒管レベルを ill' J定

洗面器

…・・・ 10 e/ min 

流 し

浴槽周一 20 e  /mi n  

1  2  3  4  5  

dB凶 35 40 45 印 刷

1  2  3  4  5  

D  55 日 45 40 35 

以上 以下

I  2  3  4  5  

L 45  50 55 60 65 

以下 以上

1  2  3  4  5  

甜帆) 3 0 3 5 4 0 4 5
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部分のみが、 J 1  S  A  1419  r建築物の

しゃ音等級」として制定公布されている 。

このような遮音等級の J 1  S 化や学会

基準によって、建築物の遮音性能が、遮

音等級という一つの簡明な尺度によって

表され、その比較、評価が実用的かつ容

易に行えるようになった意義は大きく、

この J 1  S 規格と学会基準によって、わ

が固め住宅等の遮音性能を統一的に把握

することが、はじめて可能になったとも

いえるであろう。

また、この J 1  S 規格と学会基準のも

とになった J 1  S 案が果たした役割も大

きく、この J 1  S 案が一つの起爆剤とな

って 、公団 ・公社 ・大手建設会社をはじ

めとする住宅供給者側が、遮音性能の向

上に取り組む姿勢が強まり、集合住宅の

生活騒音問題の解決に、積極的にふみ出

すようにな ったとみることもできる 。

たとえば住宅 ・都市整備公団では、昭

和49年度から年度ごとに住宅性能水準を

設定しており、昭和55年度からは、住戸

間界床の重量衝撃源に対する遮音等級を

L - 55 とし、参考{ 士様として配管用ピッ

トの欠きこみを床表面に設けるコンクリ

ート一体打ちの直床方式では、 50mmの増

打部分を含めて普通コンクリート 18 0 -

200 mm厚のスラブ厚を用いることなどを

定 め て い る ( 表 3 )。

建設省ては、昭和48年度から 5 ヵ年に

わたって総合技術開発プロジェクト「住

宅性能総合評価システムの開発J を推進

し、ユーザーが合理的に質のよい住宅を

1 1  

｟ｾ＠ ILJ邸 言 「二寸 前 で の 手 引 の 販 売 |

(7) 

手

ヲ|

ー 設 計 施 工 融 資 広 告 販 売 謀 表 示 等 の 流 れ → 性能シートの行先

ー. --;0. 建設省の指導・監督等 一 - ー選定の手引の行先

図 1 分譲マンション性能表示制度のしくみ ( 建設省)

( 建設省)

表 5 分譲マンション性能表示用性能シートの遮音性、騒音防止性能を含む居住性の欄の表示例

作成 昭和58年 3 月29 日 売 主 0 0 0不動産株式会社

霞 ヶ関マ ンシ ョン

物件所在地東京都千代田区霞ヶ 1!!I 2 - 1 - 3 設 計 者 株 式 会 社0 0 0設計事務所

性能シ ート

連絡先 03- 580- 4311 施工者 0 0 0建設株式会社

居 住 性

天 井 高

居間 ・食 堂 洋 室 2，550mm

コンクリート ( 厚150mm) ニ一ドルパン

和室 2，400mm 

床 チカーペ ッ ト (厚 7 mm)  

遮
( 床衝撃遮断性能 : L - 55)  

冬至時 5. 2時間 - 7. 6時間

音
コンクリート (厚 150mm) 岡商プラスタ 日 照 時 間 春秋分時 7. 2時間，J - 9. 8時間

性 戸境壁 一塗( 厚 15mm)
( 設計時) ( 各住戸の日照時間については住棟立市図

(遮音性能: D - 50)  参照)

騒 ｾサッ 防音サ ンシ( カラス 5 mm、i虚音等級25
メインシャフト及び 1 階床下配管の維持管

2t包i  
y  

等級、建設大臣認定 B L部品)
排水管のつ 理が共用部分から可能

日方
床、壁への埋込配管なし

まり対策 住戸内検引配管の掃除口位置は平面図参照

止
給排水

貫通部、支持部における配管と躯体と 最下階は単独排水系統

設備

の絶縁処理

節水型便器 ( 建設大臣認定 B し部品 )
中 間 住 戸 司 王 住 戸

を使用
タイプ 係熱損失数 タイプ 係熱損数失

換
厨 房 レンジフード7 7ン 換気量 雲;332: j t 断 熱 性 最上階 A  2. 8 D  3. 7 

気 浴 室 ダクト用ファン 換気量 100m'/ h  中間階 B  2. 0 E  2. 9 

性
便 所 ダクト用ファン 換気量 20m' /  h  最下階 C  2. 4 F  3. 0 

削削11恥l

l「こ刈の州性能恥十ンf 一トは 加…哨～ｾｪ［ ￳ｬｪＧ［Ｈ ＨｬＩ方に対して 一 能1; : -: :>""( 表示し 住 宅 選 … と し て

御利用にあたっては、「選定の手写 I J ( OO発行) を御参照下さい.

選ぶことのできるような選択の指標として、性能評価の方法を

まとめている。その中から音環境の性能項目と指標をとり出し

て表 4 に示す。各性能は 5 段階の等級に分けられ、標準と考え

られるレベルを中央の 3 に位置付けている。表 2 に示した建築

学会基準と対応させてみると、集合住宅の場合はこの指標の 1

が学会基準の特級、 2 が 1 級、 3 が 2 級、 4 が 3 級、 5 が級外

に相当する。

策定した性能表示要領に従ってメーカー側が性能シートの作成

を行い、新聞広告等に建設省の性能表示を実施していることを

明示して、カタログ等に性能シートを掲載するとともに、モデ

ルルームでそれを配布する。

一方、建設省監修の「選定の手引き」を作成してユーザーに

評価の基準を示し、性能シートを住宅選択の指標として利用し

てもらおうとするものである。

このようにして、音環境性能の評価方法が、学会基準等で一

応確立されたことから、上に示した住宅都市整備公団の例の

ように、遮音性能の「性能発注」が広〈可能になり、それに対

応して建設省は分譲マンションの性能表示制度を近〈発足させ

ようとしている。そのしくみは、 図 1 に示すように、建設省が

性能シートのうち、遮音性と騒音防止性能の表示例を 表 5 に

示す。これをみると、床スラブのコンクリー卜の厚き、戸境壁

のコンクリートの厚さ、給水管の配管方法など、生活音の遮断

性能に大きな影響をもっ事項が表示され、そのスペ ックで得ら

れる標準の遮音等級が併記されていて、分譲マンションの購入
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表 6 評価尺度と 集合 住 宅 に お け る 生 活 実 感 と の 対 応 例

遮 音 等 級 0 - 6 5  0 - 6 0  0 - 5 5  0 - 5 0  0 - 4 5  0 - 4 0  0 - 3 5  0 - 3 0  0 - 2 5  0 - 20 0 - 1 5  備 考

ピアノな 通常では ほとんど 静かなと 曲がはっ

大変うる ピアノの

どとくに 聞こえな 聞こえな き聞こえ

小さく聞 かなり聞

きりわか

よく聞こ 大変よく

うるさい

かなりう さい 。そ プロは 1

空 大きい音
し、 、、

る

こえる こえる

る

える 聞こえる るさい のまま| 瑚 ランク左

こえる による

テレビ、

普通では ほとんど

声の大小

気

ラジオ、

向上 向上

全く聞こ

聞こえな 聞こえな

小さく聞 かなり聞 話の内容 はっきり よく聞こ ほとんど で左右に

会話など えない こえる こえる がわかる 聞こえる える 筒抜け 1 - 2ラン

の音

し、 し、

ク動〈

2E t  ヨ

その他の

ステレオ 大声で歌

夫婦喧嘩

日常生活 在宅の有 電話のベ 電話のべ

生活がわ 生活がよ

行動がす 忠、を殺す 生活音、

仰l

マニアの ってもよ

もよい

では気に 無がわか ルがわか j レが聞こ

かる くわかる

べてわか のまでわ 気配での

喜F
し、

ならない る る える る かる 移。

遮 音 等 級 ，_ - 30 ，_ - 35 ，_ - 40  ，_ - 45 ，_ - 50  ，_ - 55 ，_ - 60  ，_ - 65  ，_ - 70  ，_ - 75 ，_ - 80 備 考

走り回り、 ほとんど

静かなと 遠くから 聞こえる ほとんど

少し気に やや気に

よく間こ 大変よく

大変うる

うるさく 低音域の

床
足音など 聞こえな

き聞こえ 聞こえる が気にな 気になら

なる なる

え、気に 聞こえ、

きい

て我慢で 音、タイ

し、
る 感、じ らない ない

なる
うるさい きない ヤの値

衝 椅子、物 ほとんど サンダル ナイフな スリ ッパ はしを落 1 円玉で

高音域の

の落下音

全< l i fl こ まず聞こ

聞こえな 音は聞こ どは聞こ でも聞こ とすと開

10阿玉で

も聞こえ 向上 向上

音、タ ン

えない えない 聞こえる ピングの

'駆

など
し、

える える える こえる る

値

子供が大 多少とぴ 気がねな やや注意 注意すれ お互いに 子供がい 子供がい 注意して

タイヤ、

音 その他の

暴れして はねても 〈生活で

少し気を

して生活 ぱ問題な 我慢でき れば文句 ても上が いても文

忍者的生 タッピンクe

例

もよい よい きる

っける

する
し、

る限度 がでる 気になる 句がくる

活が必要 ともに合

格のとき

表 7 集 合 住 宅 の 界 壁 と 界 床 を 対 象 と し た 場 合 の 評 価 尺 度 と 社 会 的 反 応 の 対 応 例 ( 注) *衝聖書源的樋類

空 気 伝 搬 音 D - 65 D - 60 D - 55 D - 50  D - 45 D - 40  D - 35 D - 30 D - 25 D - 20 D - 15 

遮

音

重量・ L - 35- 40 L - 40- 45 L -45- 50 L - 50 L - 55 L - 60  L - 65 L - 70 L - 75 L - 80 L - 85 備 考

等 床衝

級
聖書音

軽量・ L - 30 L - 35 L - 40 L - 45 L - 50 L - 55 L - 6 0  L - 65 L - 70 L - 75 L - 80 

隣戸を意 ほとんど たまに隣 とくに気 互いに気 お互いに コスト、 集合住宅 とても 1虫 l 戸の住 同左 被害者意

識しない 隣戸を意 戸を意識 をつけな をつけれ 我慢しあ 便利性な として生 立した家 宅内とし 識のとく

問題意織

で快適な 識しない すること くても一 1; 1: ' 支障な って生活 どで代替 活するの 庭生活は ても惑す に5主くな

な し

生活がで で快適な もあるが 応快適な い生活が のルール できる限 に我慢で 営めない ぎる し、普通の

きる 生活がで 快適な生 生活がで できる を守る 度 きない 人

使用者、
きる 活ができ きる

保守管理
る

者、性能
クレーム 隣戸 I筒の 神経質な グループ 井戸端会 少しでも 他の条件 人聞の住 同左 同左 同左 地域の住

評価者
をつけた 組み合わ 人が何か

の中にク
議で話題 悪い点が がいくら む住宅と 民運動の

くてもつ せが悪い 言っても
レームを

が出てク あると欠 よくても はいえな 起きてい

問題意識

けられな 場合もク 皆からあ

つける人

レームが 陥マンシ 欠陥マン いといわ る場合

あ り がいる手呈

い状態 レームは まり問題 度でよｾ団 っきはじ ョン騒ぎ ショ ン島量 れる

生じない にされな
行部J は生 めること になるこ ぎになる

し、
じない がある とがある

プロがピ ステレオ 高性能と 通常の生 コスト面 合法でも 界E置は基 同左 同左 同左 同友 住宅公団、

アノを iijl マニアや してセー 活には十 の制約が
安かろう 準法違反。 公社、施

いても大 子供が暴 ルスポイ 分満足し 厳しいこ
悪かろう

計画不可 工・販売

計画 ・設計者、性能

丈夫とい れる人に ントにな てもらえ とを十分

になるお

会社など

水準設定者 それがあ

える すすめら る る 説明して
る。計画

れる 売る しないほ

うが無難

技術的に 施工上の クレーム 施工しゃ 少しでも 設計変更 設計変更 同左 同左 同左 同左 古車工 ・詩

もかなり 欠陥がで が出たら すく、問 施工上の を要求し、 を要求し 負業者、

施工・監理者、性能

困難なの やすいの 施工上の 題も少な 欠陥があ ないとク そのまま 現場監理

実現者

で要注意 で細心の 欠陥と思
、，、

るとクレ レームを では施工 者

注意が必 うこと ームが生 かぶるお しないこ

要 ずる それがあ と

る
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に有益な資料を提供している 。

床衝撃音にしても、空気音の遮音にしても、グレード別の基

本的な性能予測は、現在十分に可能で、あり、あとは施工方法、

平面計画、周辺の構造等との関連で表示しうる遮音等級が異な

ってくるわけで、たとえば一流の大手建設会社は、その辺の資

料を蓄積して、十分に標準性能を担保しうる技術をも っており、

逆にいえば、ユーザーは、このような性能表示を行う自信をも

っている業者が分譲するマンショ ンを購入すればよいことにな

る。すなわち、この制度が普及していけば、性能表示が行われ

ているマンションの価値が次第に高まり、結局は全体の性能向

上へとつなが っていくものと考えられる 。

遮 音 性 能基 準 の 適 用

住 宅 ・都市監備公団の住宅性能水準をはじめ、各方面の性能

発注に広〈用いられている建築学会基準は、集合住宅について、

表 2 に示したような遮音等級と適用等級を規定しているが、遮

音性能の評価尺度である空気音の遮音等級D 値や床衝撃音の遮

音等級 L 値が、建物別の要求水準に応じた適用等級として作成

される過程をここで改めて検討してみることにする 。

人の住まい方や建築性能に対する要求条件は、個人によ って、

また時と場合によ って大幅に変化する 。 したが って本来ならば、

人聞の静かでありたいといっ要求と、自由に音を出したいとい

う欲望の、自己と他人の水準の相対関係によ って、建築の所要

遮音性能は個々に決定されるべきものであろう 。

その個別的な要求条件を社会的な平均像としてより一般化す

ることによ って、環境条件別、建物別、 室別、性能項目別のあ

るべき姿とその重要度が設定され、性能評価基準としての適用

等級が作成されることになる 。

集合住宅の普遍的な性能水準として、最大の加害者 ( プロの

音楽家、ステレオマニアなど ) と最弱の被害者 ( ひっそりと暮

らす老夫婦、病人など ) との組み合わせを想定すれば、当然す

べての組み合わせについて要求性能を満足する代わりに過剰性

能となるケースが多くなりすぎることになる 。 したが って不特

定多数の居住者のための住宅といっ集合住宅の社会的な位置付

けを考えると、各要求性能水準ごとの要求者の存在確率を考慮

した、平均的な値をとることが一つの妥協点とな ってくる 。

このように遮音性能の適用等級は、日常的な生活行為で不本

意ながら発生する生活音について、少なくとも一般の人が気に

ならない程度まで、住宅側の性能を向上させることを目的とし

て、一般的かつ普遍的な水準を設定した場合の評価基準を一元

的にまとめたものであり、通常の使用状態で、表 2 の中の「適

その受け取り方は立場によ ってかなり違ってくるので、その運

用に際しては十分に注意する必要がある 。

いま評価尺度としての遮音等級と集合住宅における生活実感

との対応をまとめてみると、 表 6 のような関係になる 。実際の

クレーム処理の経験からみても この表に示した生活実感との

対応は、現実の状況と非常によく合っているといえよう。たと

えばD - 50では、ピアノ、ステレオなどのとくに大きい音は、

隣戸てい小さく聞こえるので、夜中まで大きい音を出したいステ

レオマニアの夢を満たすには、 D - 6 0から D - 6 5の性能が確か

に必要となる 。 なお、そのような平均的水準より高度な性能を

望む場合には、当然オプションとして処理すべきであろう 。

いずれにしても、評価の基本となるのは使用者のクレームで

あるが、建築とのかかわり合い方は、 「施主、計画 ・設計者J 、

「施工 ・監理者」、「使用者、保守管理者」のそれぞれの立場で

異な ってくる 。表 7 は、評価尺度と社会的反応の対応を三者の

立場について示した例である 。

集合住宅の遮音性能に対する評価基準としての適用等級が、

計画 ・設計者に対しては適正な性能水準に基づく仕様の決定に、

施工・管理者に対しては完成建物の性能保障に、使用 ・保守管

理者に対しては表示性能の比較検討にとそれぞれ適切に機能し、

建物の性能水準が互いの立場でよく確認できていれば、それぞ

れの責任の範囲が明確になり、集合住宅の生活音に閲する不必

要なトラブルは激減することになるであろう 。

*  

最後に、ここで述べたような建築学会の遮音性能基準や建設

省の性能表示制度が、本誌などを通してさらに広〈一般に普及

し、わが国の集合住宅の居住環境性能を向上していく上で役立

つことを心より願うものである 。
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集 合 住 宅 の 床 の 遮 音 対 策 の 変 遷 と 現 状

古宇田潔/ 菅真一郎

1  . 集合住宅の床遮音対策の歩み

現 在 、 集 合 住 宅 に 関 し て は 居 住 者 の 多 様 化 し た ニ ー ズ を 満 足 さ せ

るべく、住宅の質の向上のための努力が日常化しているが、歴史を

振り返ってみると、この傾向が始まったのはそれほど古いことでは

ない 。( 表一 1 参照)

昭和30年代、大都市への人口集中が高まり住宅不足が深刻化した

が、この需要に対し、不燃住宅の供給能力拡大のため日本住宅公団

( 現在、住宅都市整備公団) が発足し、 2 D Kの 中 層 集 合 住 宅 の 建

設 が 始 ま っ た 。 ま た こ の 時 期 、 香 里 、 千 里 ニ ュ ー タ ウ ン な ど 大 規 模

かつ計画的な住宅開発も開始されている 。

昭 和40年 代 に は 住 宅 建 設 計 画 法 が 制 定 さ れ 第 l 期 住 宅 建 設 5 ヵ年

計画が策定されることによって、中高層集合住宅の畳産化、標準化

が本格化し、公営住宅において、 P C工法、 H P C工 法 な ど 工 業 化

工法が実用化された。民間でも多くの量産技術の開発が急速に行わ

れたが、構造計画の合理化とコストダウンを目指すあまり、壁厚 10

cm 以下、床厚 l l cmなど、居住性において後に 問題となるものまで出

現 し た 。 し か し 一 方 、45年 か ら のパイ ロ ッ トハウス技術考案競技、

48年の工業化住宅性能認定制度、 48年から の 工 業化 工 法 に よ る 芦 屋

表 - 1 集合住宅金般と床遮音の変遷

昭和年 一般的傾向 集 合 住 宅 全 般

絶対的住宅不足

20 
大都市への人口

年代
集中始まる

木1 t アパート

経 済 復 興JUI 。。 日本住宅公団発足

30 
住宅供給能力

年代
拡大

団地族

臼1) 住宅建設計画法

第1 ) 切住宅建設 5 ヵ年計画

ω  パイ ロットハウス技術考案競技

40 工業化 (47- 54)  工業化工法による芦屋浜町層住宅プ

浜高層住宅プロジェクトの提案競技など、集合住宅供給能力の単な

る量的拡大だけでなく、住環境の品質向上および工期短縮、コスト

ダウンなど質的改善向上を目指すプロジェクトも行われている 。

昭和51年 の 第 3 WI 住 宅 建 設 5 ヵ年計画では初めて質の問題がとり

上げられ、 60年を目標に平均居住水準の達成を図ろうとしており、

住宅問題も完全に量から質の時代に移行した 。 その問、質の向上を

目指して建設省総合技術開発プロジェクトとして「住宅性能総令評

価 シ ス テ ム の 開 発Ji 住機能高度化推進プロジェクト 」が* められた。

住宅の音環境についてみると、主tから質の問題に移行し始めた昭

和40年 代 半 ば に 住 宅 公 団 の 依 頼 に 基 づ き 、 日 本 建 築 学 会 、 日 本 音 響

学会が集合住宅の居住者に対して「生活騒音に関する意識調査」を

行っている 。 その後、同様に民営住宅を対象として行った調査にお

いても、主として上階の子供の走り回りや飛びはね音が大きくクロ

ーズア ップされた 。

一 方 、集合住宅の歴史の古いヨーロ ッパで・は、上| 暗からの靴歩行

音の測定法としてタ ッピングマシンを標準化したのは 1953年であり、

早くから居住性能の重要な要素として認識されていた 。

日本でもこの流れを受け、 49年 に 「 建 築 物 の 現 場 に お け る 床 衝 盤

音レベルの測定方法」として j 1  S が制定された 。 さらに 50年 に は

日本の特色である飛びはね音の評価法、 illll 定 法 と し て 世 界 で 初 め て

重量床衝撃音が提案され、 J 1  S 化されている 。

床衝撃の対策としては、 40年 代 後 半 に ド イ ツ よ り 導 入 さ れ 、 そ れ

(  ) 内は年

集 合 住 宅 の 床 の 遮 音

日 本 外 国

(14) 床衝撃音に関する最初の規定⑪IN-4110) (独)

間 DI N- 52210 i床衝聖書昔レベル災験室及び

現場測定法 J 0 血〕

自8) D別 ー52211 i床術E罪行レベ J レ捌'I 定結来の

評価など J ｏｾ｜Ｉ＠

イギリス、 7 J  1) 方、オースト 1) 7など規準の制定

(35) 150- 140 i空気管と衝務官の現場i H'I 定法J

(初 D別ー4109 ￭ コンクリートスラプ上の ｩｾ

式浮床総工指針J 0 虫〕

年

量産化 ロジェクト (45) lli 築学会、公団住宅内の騒音調査笑施

大規模ニュー 陥) 工業化住宅性能認定制度発足 (41) ' f f 糾学会、共同住宅の内部騒音調査実施 (4司 DI N- 18164 i 図体昔遮断用発泡プラスチ

代 タウンの建設 (11) 建設省総プロ「住宅性能総合評価システ ックJ 01¥)  

ムの開発J (48) i! J . 式浮床工法施工始まる

例) 工業化住宅性能認定技術基準制定 (49) j I5- A - 1418 i建築物の現場における床衝撃音

(11) 優良住宅部品認定制度 のiJl ll 定方法」制定

(50) J I5- A - 1418 に重量衝撃音追加 (50) Dl N- 18165 i間体昔遮断用繊維質絶縁材」

(51) ハウス551l 日発計画 (51) 住宅公団、乾式遮音笹床工法発表 Ｈ ｾＡ虫 〕

(53) 床衝撃普評価に関し j 15 見直しの機運

(54) j I5- A - 1419 i建築物の しゃ音等級j 制定

50 

: ! u: から質へ

j I5- A -6321 i 浮床用ロ ンクウール緩衝材J 制定

年 ニーズの高度化

(55-59) 建設省総プロ i j主機能高度化推進プ j I5- A- 6322 i 浮床用グラスウー j レ緩衝材」制定

多様化

ロジェ 7 ト」 (54)  主I ! 築学会より「主I ! 築物の遮音性能4 i.1' J と設計 (54) DIN-4109 改正案 o虫〕

代 センチュリーハウジ ングシ ステム他 指針」公表

品目 住宅公団、重量衝聖書に対し 2 級を確保するた

めの床棟地イ土線設定

開建設省住宅局「湿式浮き床構造設計施工指針」

公表
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以後、日本の特色である重量衝撃にも耐えられるよう研究された湿

式読床工法がある 。 この工法は問に「湿式浮き床構造設計地工指

針」としてまとめられ、一応の完成をみている 。

住宅公団では、 51年に乾式逃音置床工法を発表じ、木造二重床で

ある程度の性能を確保した 。最近では、超高層集合住宅に対して軽

量で、さらに床衝撃音性能の良い工法の開発も行われている 。

また、練スラプ工法では、構造スラブの厚さとして 120- 130mm厚

が普通であ ったが、学会の遮音基準などをふまえて 150mm厚が標準

となりつつある 。 さらに住宅公団では55年度から重量衝撃に対して

も、 L - 55を確保するためにスパンの大きさによって 180- 200mm厚

のスラブを集合住宅の界床とするまでになった 。

現在、床衝撃音対策として全般的に床厚を厚くする方向に進んで、

いる 。

2  . 床衝撃音の評価方法と予測技術

(1)  評価方法

床衝磐音の測定およびその結果の評価は、それぞれ J 1  S によ っ

て規定されている 。 iJ訓測n知川1引llJリ定は、軽量 ( ハイヒール歩行や食器の孫下等

に相当 ) ・重量 ( 子供のとびはね等に相当 ) 衝撃源により上階を加

娠し、下階受音室の平均音圧レベルを求める 。それを逆 A 特性の基

準曲線にあてはめ、逃音等級 L イヰを求めて評価するものである 。そ

のL 値と生活実感との対応の例が建築学会より示されており、さら

に建築物別の設計基準値についても建築学会より提案されている 。

しかし、この遮音等級も床衝撃音レベルの周波数特性によ っては 、

聴感レベルと一致しないことがある 。すなわち、 図ー 1 に示した床

構造の異なる 二つの例の遮音等級は 図 - 2 に示されるように同ーで

あるにもかかわらず、聡l感 上 は 図 - 1  (b)の湿式浮き床構造の方が小

さく感じられるような例である 。 また現行の J 1  S 法による測定 ・

評価には、多大の l時間と費用がかかることが指摘されており、これ

らに対応できるように、現在「床衝撃音遮断性能の評価に関する研

究委員会」が作られ、評価方法の見直しがなされている 。一方 、日

大木村研と東大石井・術研などで聴感実験をもとに研究が進められ、

その成果の一部がすでに発表されている 。 その結果、等級曲線の一

部補正や周波数分析を行わない綴音計の聴感補正回路の利用等が提

案されている 。

(2)  予測技術

上階で加娠されたスラフゃの振動による下階への放射音レベルは、

衝撃源の特性、床スラブの振動特性、受音室の音響特性等のさまざ

まな要因により決定される 。建築的に大きな要因としてかかわるの

は、床スラフーの振動特性のうちの加振点における曲げ波インピー夕、

ンス Z( 以下インピー夕、ンスと略す ) である 。そこでスラブをその寸

法、端部の回定条件に関係な〈、コンクリートスラブの厚さ、ヤン

グ率、比重のみで決まる無限大板と考え、無限大板インピータンス

を用いて安岡ほかは推定式を提案している 。すなわち、無限大板イ

ンピーダンスが、ヤング率、密度、厚さから決定されるので、コン

クリートの材質が決定されれば、厚さごとに放射音レベル P が下s

のように推定される 。
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ここに B : スラブの曲げ剛性
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図- 2 重量床衝撃発生器による試験結果

3.0  

F =  / 0 ー ( /0) ，
一

( / 0) ' ー ( /0 )， 

ｾ＠ ( /0) '  両端同定の娠

4  動数

¥ ( ん) ， :  n町端ピ ンの振

4  動数

れ

いん 各サイクノレ終

11、 了M

k、hρ、， '  

二トミ

12 
測定点 ' スラブ下l Oc m

世ｾ 8  

E  

盟 2. 0

£ 

ｾ＠
.色

合

E目

ポ1 . 0

話

饗

ｾ＠

。
、、ｾＢＺＮ引 か

71 81 

0. 5 1. 0  

固 定 度 F

図 - 4  20)  

固定度とひびわれの関係( 松崎他)

音圧レベル ( d B )

図 - 3  18)  

音圧レベルの頻度分布

M : スラブの面密度 ( = pt ρ= 密度、 t = 厚さ)
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1 スラブの断面 2 次モーメント

また、実際に測定された床衝撃音結果を統計的に処理し、実験的

に求めた木村らによる推定式や、木村、安問、大川 らによる遮音等

級と各種設計表や選定図表'が発表されている。これらから、コンク

リートの種類と厚さにより設計段階である程度の予 ill lJは可能となっ

ている 。

ただし、実際には、 図 - 3 に示したように無限大インピーダンス

がほぽ同じとなる仕様にもかかわらず、下階の音圧レベルのばらつ

きは大きい。これは実際のスラブは有限であり、スラブのインピー

ダンスが、スパン、端部の回定度、構法、施工管理などに左右され

るスラブ全体の剛性に影響されるためである 。

梁で閉まれた面積が25m' ( スパン 4 01 X501) 以下程度であれば

ほほ先の図表等に示された値になるが、最近設計計画と施工の商か

ら用いられている 100m'前後の無梁版床の場合は、 L1直が先の図表

より 2 ランク ( 8 - 10dB) 悪くなった測定例もある。また、スラブ

の減衰性状によって固有振動数領域て" のインピータンスの低下量が

異なり、減衰が小さいデッキ床、 P C版の場合低下量が大きく、当
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然床衝撃音も大きくなる。

施工管理の程度による床のひびわれによって、スラブの剛性が著

しく低下する場合もある。 図 ＭＴ ははり 付 きスラブ Ｈ ｉ� ｾ 1  m、スパン

3. 8 m 、はり幅0 . 4 m、はり高0 . 42 m) について継続税荷し、ひびわ

れ幅と固定度の関係を調査した例である 。 ひびわれの進展により、

固有振動数が当初の両端固定ばりに近い値から急速に低下し、最終

的には、両端支持ばりに近づいている 。 また 、減衰も固定度低下に

伴う剛性減により 3 - 4  i音となっている。

今後、スパン、構法、施工管理等によるインピータンスの変化を

定量的に把握して、より予測精度の向上を高める必要がある。

また、床衝撃音レベルは、内装天井の有無によっても、{ 直が異な

ることも予測上注意する必要がある。床スラブと天井板との閉め空

気層と天井板の共振により、低音域 ( 一般の仕様では 63Hz ) におい

てレベルが増幅する場合がある。この増幅度は材料、支持法等によ

り異なるが、これまでの実測では、ほぽ 0 - 8 d B もあり、注意が

必要で、ある 。

3  . 対策と今後の構法開発の動向

床構造と音を考えたとき、今後も重量床衝撃音の問題が主体と考

えられる 。

その基本的対策は2 で示したように、①床を重くする、②床の剛

性を上げる、③緩衝材を用いた浮き床構造とする 、の 3 方法である。

一方、床に要求される機能は多種多様であり、そ のなかで床構法と

建築計画( コスト含む) のかかわりは大きい 。 自由な間仕切] を可能

にするための大型無梁版、軟弱地盤での建家重量の低減など遮音性

能の向上と相反する要求が多い 。

(1)  床を重くする

5 階以下の低層住宅の場合、床を厚〈重くしても軒高や躯体重量

に対する影響は少ないので、対策としては床を厚くすることが良い 。

この場合、 A巨体床厚を厚くすることは、②の床剛性の増加にもつな

がり効果は大きいが、常あげコンクリート ( シン ダー) の場合は、

躯体スラブとの一体性が問題であり 、 シンダ一部分にクラ ックが発

生したときには効果はほとんど期待できない 。

(2) 床の剛性をあげる

2 の(1) 式で示したように床厚を厚くすることが最も効果が大きい 。

床厚と遮音等級の関係はほぼ表 - 2 で示されるが、床の剛性はスラ

ブ厚のみでなく、スラプの面積、スラブ端部の固定度、クリープ、

表 - 2 各遮音等級を満足するスラブ厚 ( mm)

ス ニ よ ご 竺f
L - 45 L - 50 L - 55 L - 60 L - 65 

普通コンクリ トスフプ

p=2. 3X I0'  ( kg/ m') 

250 200 160 130 100 

軽量コンクリ トスフプ

p=I . 8X I0' ( kg/ m') 

330 260 210 170  130 

表 - 3 公団住宅の55年遮音水準

によるスラブ厚の標準(右図参照) 配 坤 セ ル ヲ 凶 作 州

構 造 スラプ短辺長 スラプ厚の標準 (mm)

笠式構造

く 3 m 130+50 ( 180)  

孟 3 m 150+50 ( 200)  

ラーメン 亘2 . 7m 130+50 (180)  

ｋＷＷＴｦｾｪｬ Ａ＠
t轟 造 > 2. 7m 140+50 ( 190)  コンクリート一体打方式( 直床)
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クラックなどの有無によっても変わることに注意が必要で、ある。住

宅 ・都市主主備公団では、 L - 55を機保するためのスラブ厚設計標準

を表 - 3 のように構造とスラブの短辺長別に 決めている 。

今後の謀長話は、スラブ: i l l i J J : を増加きせずにスラブの| 削性を増加さ

せることのできる床構法の開発である 。 その一つの示唆として、オ

ムニヤスラブ、ボイドスラブなどの利用が考えられる。

(3)  緩衝材を用いた浮き床構法

大きく湿式と乾式工法に分けられる 。

湿式工法は 1 項のところで述べたように西ドイツで最も早くから

利用され、現在では公共、民間を間わず集合住宅のほぼ 100 % に採

用されているといわれる; 一方わが国でも昭和5 7年に設計施工指針

が作られたが、とくに高層住宅では床荷重の増加が地震荷重の増加

につながり、構造計画上大きい問題となる 。 また施工上も、間仕切

壁を乾式としているわが国では、納まり 上の問題も残されている 。

乾式工法には 、スタジオなどで採用されている防振ゴム上に P C

版などをのせる重い工法と、住宅公団が開発した軽い木床工法があ

る。 この工法は単に防音効果のみならず、床下の利用が可能で- ある

こと、設計の仕方では間仕切壁位置を自由にできることなど、住宅

平面計画の多様性や配管類のメンテナンスへの対応可能な工法であ

るといえる 。 ただ現時点での防音効果は、躯体スラプの剛性によ っ

ては、満足しないケースがあることに注意する必要があるが、今 後

の住宅床構法の開発の主流となることを期待したい 。

. おわりに

集合住宅において最も重要な部位は* 床。であることはいうまで

もない 。建築計画、構造計画の自由度を上げながら住宅の居住環境

を向上させるような床構法の開発が進められることを願うものであ

る。
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彦

床衝撃音として例示された騒音としては、とびはねる音、走り回

る音、室内の足音などであるが、いずれも上階からの指摘率が高く

なっており、ある調査では、験音源の上位 3 位までを占めている。

このように、床衝撃音のなかでも 、子供のとびはねる音に代表さ

れる重量衝撃音については 限られた床下の空間、材料の種類、コ

スト、構造などの問題も絡み、他の綴音より以上に解決の難しさが

あり、建物自体の問題というよりも、生活様式、住まい方の問題と

して捉えられやすいということもあって、より一層難しくなってい

るようである。

また 、従来の大引き、根太方式の二重床の場合は、木材の性質上

どうしてもきしみ音発生の原因があり、公団においては 、現在、住

宅性能水準において 、 ホ重量衝撃音に対する遮音等級 L = 5 5 (建築

勝田長お け る 生 活 音 防 止 対 策

住宅 ・都市監備公団は、 30年近〈、住宅の集合化、不燃化、設備

の近代化などの住宅の質の向上に大きな役割l を果たしてきたが、住

宅の総戸数が総世帯数をうわまわった時点において、また住宅に対

する要求が多様化 ・複雑化するにしたがって、住宅の性能評価に対

する意識が高まってきた。

公団における、集合住宅居住者に対する、住意識アンケート調査

によると、入居者が住宅性能について、不満であるとか、気にして

いると答えているうちの上位は、上下階および隣戸または外部から

の音に対するもの、結露防七 lこ関するもの 、設備機器に関するもの

等があげられている 。そこて、ここでは、とくに生活音問題につい

て取りあげ、公団の現状と考え方について、のべることとする 。

公 団 住 宅 に

- はじめに

学会規準にいう 2 級) とし、きしみ音発生機構を有しない工法とす

る: というように定めてある 。

つぎに、公団における床遮音の考え方、チェ γ クの仕方の経過に

ついてのべる。

公団においては、以前より床の遮音については 、問題視しており、

いろいろな調査 ・研究を進めてきているが、本格的に研究をはじめ

たのは 、昭和40年代の後半からであった。当初は 、床裸スラプの遮

音性能についての笑験 ・検証を行い、床スラブの遮音性能は、スラ

プの剛性との相関関係によって決まるであろうということがわかっ

た。 また、当時の床組工法の主流であった、木造 ・大引き、根太組

方 式 ( 図ー 1 ) についてチェックを 行 ったが、この工法は、床版の

共振効果によって全体の遮音性能は低下し、なおかつ、きしみ音の

発生源ともなるということで、床遮音としては、うまいディテール

ではないことがわかった 。

そこで、スラブの問IJ 性を高め、きしみ音の発生しない工法と して 、

昭和48年度には、普通床スラブの上に配管スペースを取るために、

100 mmの軽量コンクリートを増し打ちした床工法を採用した( 図 -

2  )。 しかしながらこの工法も、施工上の問題( コンクリート打設

後、または P C工法の上、再び湿式工法が入る等) があり、きしみ

騒音の実態

公団におけるホ内部騒音基準に関する研究H で実施されたアンケ

ー卜調査の結果によれば、内部騒音の伝播方向では、上階方向から

の指摘が圧倒的であって、全戸の集計による上位10例の騒音源と指

摘率( 非7首に気になるおよび気になるの戸数率) は、つぎのとおり

で、あった 。
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家具 ・椅子の音 15. 011 

なお 、他の機関での同種の調査においても、ほぼ

これと同様の結果が得られている。これらのうち、

(1) (2X4X5) は、給排水設備に関する騒音であり、 (3)(6)

(8) (10) は床術懲に関する騒音である。また、これ以外

で高層住宅の場合等では、 E V等の機械設備の音、

共用廊下の足音等があげられるであろう。

なお、話し声、テレビ、ステレオなどの空気伝搬

音に起因した隣戸間界壁に関する問題は、コンクリ

ート厚さ 吐50mm前後のものが多〈、良い遮音性能を

有していることから、一音11を除いて、不満は生じて

いないようである 。
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が発生しない準乾式の床工法 ( 図 - 3 ) へ変わ ってきた 。 ところが、

この工法も、依然として床の共振効果はそのまま残 っており、床遮

音としては、良い方法とはならなか ったし、施工的にも、多種の職

種が交錯することで問題があ った。

現在は、コンクリートスラブの上に普通コンクリートを h目し打ち

した、いわゆる直床工法を採用しており、遮音性能、きしみ音、コ

ストの面においては、おおむね良い水準に達している 。 しかし、こ

の工法にも躯体が重くなる、施工性の問題 ( 配管ピ ッ トの作り方 ) 、

堅いという感触の問題、配管との取り合い等が、懸念されている 。

そこで、現在の研究 ・開発は、スラブについては、問IJ 性を上げる

ためにスラブ厚を増すようにして、スラブ上の床工法については、

共振効果を和らげ、施工性の良い緩衝材を用いた床下地材の開発を

行 っている( 図 - 4  )。

なお、当公団の住宅都市研究試験場において長年実験研究してき

た成果をもとに、 、住戸間遮音設計の手引き ( 案 ) 界床編H が作成

されており、床版の大きさ、床版の厚さ、下地材の種類、仕上げ材

の種類等の組み合わせによって、住宅性能水準を確保した設計が行

えるようになっている 。 この内容については、紙面の関係から別の

機会にゆずることとする 。

給排水騒音

前述のアンケート調査結果によれば、気になる賂音のうち給排水

設備関係の音が上位を占めている 。

公団では喝給排水騒音について、以前から調査 ・研究を進めてい

るが、今回は、最近報告された、当公団の住宅都市研究試験所での

、、給排水設備騒音防止" に関する研究に沿 って、公団の給排水騒音

についての考え方やチェ ックの仕方についてのべる 。

給排水設備による騒音は、その発生源からみると給水圧、管内 ｩ ｪￍｾ

Ｍｴｾ、流速などの関係で、給水栓、設備機然、弁、 トラ ップ、管の継

手や分岐部分などにおいて流体の罰しれが生じ、それによ って給排水

管が振動し 、，管から直接放射される空気伝搬音と、管が壁 ・床の11

通音[1、理込部、支持部分などで構造体に接触して壁 ・床を振動させ

て放射する国体伝搬音とがある 。

このことから、給排水設備騒音の低減のためには、基本的に給水

圧を下げることと、建築! l I &f本および内装材を直接加娠しないことが

必要となる 。そこで、給排水設備の騒音防止設計のチェ ックフロー

を図 - 5 に示す。

これをもとに、設計上 ・施工上の配慮として、いくつかの項目に

ついてのべる 。

1  平面計函上の配慮

集合住宅に限ることなく、一般住宅においても、住宅を設計する

場合には、給排水設備関係の言者室 をできるだけ 1 ヵ所に集約すると

いうことて、行っているが、なおかつ音環境からすれば、静かな環境

を要求される居室からそのような務室 をできるだけ遠ざけるように

する必要があり、またそれができない場合ても、居室と、そのよう

な諸室との問に緩衝的な空間( 判l 入、物入、廊下等 ) を設けるように

する努力をしている ( 図 - 6  )。

また、給水立主管は、構造的に強固な位置に、居室部分から、で

きるだけ離したノ マイプシ ャフト内に設け、排水立管は、住戸内仮出

配管を避けて、遮音性能の高いパ イプシ ャフト内に過すことも必要

であり、場合によ っては、住戸の外へ早〈出してしま って、外廊下

やバルコニーへ露出配管とすることも考えられる 。

2  発生源での配慮

給水器具て‘ 発生する騒音 ・振動は、給水若器具に1JII わる給水圧によ

って決ま ってくるので、まずは、給水圧を下げることが基本的な対

処方法となる 。現在、給水圧を 4kg/clII '以下とするようにしているが、

ここでは、提案として 2kg/叫が望ましいとしている 。

3  設備機器での配慮

設備機器自体 ( たとえば給水栓) で、騒音防止を考えることも必

要であろうが、現実には、そこまで十分な開発がされておらず、消

音型の水一絵等を実用化していくのは今後の課題として残されている 。

. i成庄弁

対 策 定 了

図- 5 給排水設備の騒音防止設計のチェ ックフロー
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図- 7 給排水配管等の支持方法

4  配管等の設計上の配慮

給排水設備関係諸室の位置、パイプシャフト等による処置につい

ては、平面計画上で配慮されているが、設備機器や配管の設置方法

についても配慮されていなければならない。 たとえば、機引き管に

ついては、床スラブに直接埋め込まないで、転がし配管とし、配管

長さは分 11皮も含めて、できるだけ短くし、配管位置は、居寝室の床

を直接加振しないように、住戸内廊下床などの床下ふところを利用

し、また立ち上がり管も壁体に直接埋め込むことを避けて、パイプ

スペース等を設けて設置するようにする 。 そのうえ、施工上の問題

としては、配管や設備機株と建築躯体等との聞に緩衝材などを設け

て、サウンドブリ ッジが生じないように配慮する 。

給排水配管等の支持方法( 在来工法と対策工法) について 図ー 7

に示す。

住棟共用部分の騒音

高層住棟では、エレベーターが設置されるが、エレベーターの機

械音の発生源は、機械の振動によるものと、ふれ止めガイドレール

の振動によるものとが考えられる。

現在、この音の配慮としては、エレベーターシャフトをできるだ

け住戸群から離して設置するようにし、またかイドレールと躯体と

の聞に緩衝材を入れるとか、車をゴム製にするなどを考えている。

また、共用の廊下における歩行者が問題になるが、公団では、住

宅性能水準で w廊下等のうち、住戸への騒音防止のため、 必要な部

分については、発音性の少ない床仕上げとする。というように定め

であり、塗床などを施すようにしている。

. おわりに

公団では、今までに生活音防止に対する調査 ・研究を進めてきて

おり、ここで紹介したのはその一部である。

しかし、騒音防止については、まだまだ多くの問題が残されてお

り、よりよい集合住宅を供給していくうえにもなお一層の努力をし

なくてはならないであろう 。

( おきだ かつひこ 住宅 ・都市箆備公団建築部建築設計課棟準設計係長)
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トイレの音とその対策

- はじめに

生活様式の向上に伴い、最近の住宅設備の質的向上は目ざましい

ものがあり、いわゆる水まわりと呼ばれている台所、浴室、洗面所、

トイレに対するニーズも、より快適性を求める傾向にある 。

なかでもこれらの設備に関連する衛生設備機器の騒音問題につい

ては、十数年前のホテル建設ブームに端を発し、現在ではホテル、

集合住宅に限らず一般住宅でも消音化のニーズが高まりつつあり 、

今後ますますこの傾向は強ま っていくものと考えられる 。

本稿では、住宅設備のうちでもとくに消音化が叫ばれるトイレに

ついての騒音の現状とその対応策、ならびに効果などについて触れ

てみたい 。

トイレの音と対策

集合住宅における騒音アンケート調査結果の、苦情対象の第 1 位

(約45%) にあげられているのが、トイレ使用時の音である 。 とくに

夜間寝静ま ったときなどに使用するトイレの音はかなり耳ざわりで、

使用者のみならず居住者も気になることが多い 。

ひとくちにトイレの音とい っても、さまざまなものがあり、音源

を分類してみると大体つぎのようになる 。

(1)排r t ! t 時の落下音

(2) 紙巻線使用時の回転音

(3) 給水装置であるフラ ッシュパルフ、やボールタ ップなどが機能する

ときの給水音

(4)便器自体が機能するときの洗浄音

(5) 便器より排水された汚水が配管 中を流れる

ときの排水音

(1) 、(2) 項のように単独で、しかも、比較的短

時間しか発生しない騒音はそれほど気になら

ないが、 (3) 、(4) 、(5) 項のようにほぼ同時に複

合され、しかも、かなり長時間にわたり発生

する騒音は大きく、 一般にはこの種の騒音が

苦情対象になっているのが実情である 。以下

器具に関連することにつき述べてみたい

便 器

大便器は水洗様式によ って一般には、つぎ
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洗 い 落 と し 式

サイホンポ J レテックス式

の 6 タイプに分類される 。( 図ー 1参照)

(1) 洗い出し式 ( WA S H  OU T )  

(2) 洗い落とし式 ( WA S H D O WN)  

(3) サイホン式 ( SIP H ONIC WA S H  D O WN)  

(4) サイホンゼ ッ ト式 ( SIP HON J E T )  

関

(5) サイホンボルテ ックス式 ( S I PHON V OR T E X )  

(6) フゃローアウト式 ( BL O W OUT )  

正 視

洗い出し式および洗い落とし式は水が高い所から低い所へ流れる

作用、つまり、使緑内の水の落差を利用して汚物を排出する方式て¥

一定以上の落差を必要とするため、便器洗浄時の騒音も比較的高い 。

サイホン式およびサイホンゼ ッ ト式は排水路内を満水させて流すこ

とにより、排水路内でサイホン作用を起こさせ、汚物を吸引しなが

ら排出する方式であり、 71 < 量を多〈必要とする割には便器洗浄H寺の

賂音は比較的低い 。

ブローアウト式は水の圧力を利用し、セ。 ッ ト穴から強〈噴出させ

汚物を排出する方式で、吹き飛ばし作用を利用するため便器洗浄時

の騒音は一番高い 。 なお、サイホンポルテ ックス式は後に詳しく述

べるのでここでは省略する 。

以上のように、それぞれの洗浄様式によって便器の構造や機能が

異な っているため便器洗浄時の騒音にも差異ーがあるわけで、さらに 、

同じ水洗様式の便器て‘ あ っても、つぎに述べる給水装置の組み合わ

せによ っても、具体的騒音レベルは変化してくることになる 。

給水装置

便器の給水装置としては、フラ ッシュパルフψ式によるものと、タ

洗 い 出 し 式 ブロ ーアウト 式

サイホンゼット式 サ イ ホ ン 式

u  

図ー 1 便器の水洗械式



図- 2 フラ ッシュパルプ断面図
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図- 3 フラ ッシュパルプの発生騒音の比較

(給水圧力 2kgf /CIIl') 

図- 4 サイホンゼ ット便器

写真一 1 サイホンゼッ ト便器ーフラ ッシュパ

ルブのセ ット

ンク式によるものがある 。 それぞれに一長一短があり、一般には適

正建築物に合わせて選択している 。

(1)  フラッシュバルブによる給水

給水管に直結し、ハンドルを押せば直接給水管から一定量の水が

放出され、便器を洗浄する方式で、連続して給水て怠る、コンパク

トでスペースをとらないなどの特長があるが、その性能を発揮する

ためには、

a ) 接続給水管径が25mm以上必要て酔あること

b ) 給水圧力が0. 7kg f/cm' 以上必要であること

という条件があるので、主として事務所ビル等で使用され、一般家

庭ではほとんど使われていない。

図 - 2 はフラ ッシュパルプの断面図である 。

フラ ッシュパルフψ より発生する音は、給水圧力やi瞬 間 流 量 ( 1 分

間当たりに流れる水量 t / min) により異なり、一般には、給水圧力が

高いほど、また 、瞬間流量が大きくなるほど大きくなる 。 フラ ッシ

ュパルフ' の低騒音化についてはすでに十数年前から実施しており、

具体的には、流量を調節する止水栓のコマ音11分、および、本体のシ

ート部分等の形状や構造を改良することによ って消音タイプにして

いる 。図 - 3 は従来品と現行品の発生騒音の比較を表すが、給水圧

2  kgf /cm' で10dB( A) 程度の消音効果があるといえる。

しかしながら、前述のとおり、実際にはフラ ッシュバルフ。は、便

器と組み合わせて使用されるため、便器自体の洗浄音を含めた洗浄

音としてとらえるべきである ( 以下洗浄複合音という )。 この洗浄複

合音は便器の種類によってバラツキがあるが、ここでは比較的ホテ

ル等で使用されるサイホンゼ y ト便器の例で説明したい。写真 一 1

はフラ ッシュパルフ' とサイホンゼ ッ ト便器のセ ッ トを、 図 - 4 は便

器の断面図を表す。

音

レ

ベ

ル

時 間 { 砂 )

図 - 5  C4 8 とT V 1 5 0 NS の騒音レベル( 給水圧

カ3 kgf / 耐

"  J  囚

囚ム

回

写真一 2 C  710 と5 7 1 0 8 のセ ット

この便器は流水による落差にサイホン作用( 吸引力) を 利用し、

さらにゼ ッ ト穴より勢いよく水を噴出させることにより汚物を排出

するもので、洗浄に必要な瞬間流量は 100 t  / min  以上である。したが

って洗浄水の勢いも強〈、汚物の排出能力を損なうことなく、留水

面を広くすることや、トラ ップ封水深を深くすることができ、現在

の便器の中では一番優れた機能を備えているといえる。

発生騒音については、吸引作用を利用しているため、瞬間流量を

多〈必要とする割には小さく、後述するサイホンボルテ ックス式便

器に次ぐ低騒音便器で、 図 - 5 に示すとおり、便器から 1 m の距離

の騒音レベルは、水圧 3 kg f/ cm'て'70dB( A) 台となっている 。

(2) タンクによる 給水

一度タンクに給水を受け、これを放出して便器を洗浄する方式で、

ハイタンク式とロータンク式がある 。現在ではハイタンク式は 小便

器との組み合わせ以外は、ほとんど使われておらず、したがって本

稿ではロータンク式( 以下タンクという) について述べる。接続給

水管径は 13mmていよく、しかも、給水圧力にも制限されることがない

ため、一般住宅をはじめ広範囲に使われている。 写真 一 2 に示すタ

ンク密結形便器は、タンクを直接便器にセットするため 、壁の強度

をあまり必要としない、施工が容易であるなどの特長があり、現在

最も多< 1変われているタイプである。

タンク式は 図 - 6 に示すとおり、ボールタ ップにより給水する構

造であるが、発生騒音は、ボールタ ップより給水されるときの給水

音と、タンク内への給水落下音に分けられる 。

フラ ッシュパルフ'式の場合、フラ ッシュパルフ' から便器へ給水さ

れている時間と、便器の洗浄時間はほぼ同じで、しかも、 10 - 15秒

間と比較的短時間であるが、タンク式の場合、便器の洗浄が終わっ

てからもタンクへの給水が持続され、止水するまで通常 1 - 2 分程
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図- 6 タンクセ ッ ト図
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図- 7 節水消音式ボールタップ
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図- 8 従来便器と節水便器の騒音の比較

l支もかかっている 。 とくに水圧が高いときなどは高周波の音がかな

り耳ざわりな騒音とな って長時間続くことになる 。

集合住宅および一般住宅の隣家や隣室で問題とな っているトイレ

の騒音は、主にボールタ ップからの給水音が配管や建築躯体中を伝

搬して室内に放射される、いわゆる給水時の固定伝搬音であるとい

っても過言ではない。

図 - 7 は節水消音式のボールタ ップの断面図を表し、以下、各音11

の機構などにつき説明する 。

ボールタ ッフ。の給水音を小さくするには、

a ) 流速を小さくする 。

b ) 流水を整流にする 。

c ) 緩衝体を設ける 。

などの方法があげられるが、消音調節弁は上記のいずれもの項目を

考慮、した特殊構造弁にしている 。すなわち水圧に応じて水を絞れる

ようにしてあり ( タンク貯水時間は通常 90秒程度が理想的て" ある) 、

しかも、配管内およびボールタ ップ器具内で乱流していた水を整流

にし、かつ、音を緩衝するょっに弁音11に皮革を利用している 。 また、

消音吐水口は浴槽用の吐水口と同じ構造て¥タンク内に勢いよく落

下する水を、整流網を設けることによ って水アメ状にして水面をた

たく音を小さくしている 。 したがっていわゆる吐水落下音は、ま っ

たくといってよいほど音がしないようにな っている 。

フラ ッシュパルプ式と同様に、タ ンク式についても便器と組み合

わせて複合洗浄音を比較してみると、腰掛式密結形サイホ ンゼ ッ ト

便器の場合、従来品 ( 当社品 C 150 E  ) と節水消音便器 ( 当社品 C S

シリーズ C 710)の関係は 図 - 8 のとおりである 。両者は同じ洗浄様

式であるため、便器洗浄音としてのピーク音には大差ないが、タ ン

クに給水されるときの給水音は、水圧 4 kg f/cm' では、 20- 25dB( A )  

もの差がある 。音の大きさは対数的で等間隔であることから、 10dB

( A ) では 2 倍に、 20dB( A ) では 4 倍の感じにな って聞こえるといわ

れており、従来便器に比べて節水消音便器は冗程度まで低騒音化が

50 

計られていることが判る 。

写真 3 ワンピース便器

音

レ

10 20 60 7日

時 間 ( 秒 )

図 - 9  ワンピース便器とサイホンゼ ッ ト便器

の音源室内の騒音レベルの比較 (給水圧

力 4 kg  f/耐)

一方、閉じタンク式でもサイホ ンボルテ ックスタイプで、一般に

ワンピース使器( 当社品 C406、写真一 3 参照 ) といわれている最高級

便器は、 図 - 9 に示すとおり、従来便器に比べて平均20dB( A )程度

の消音効果があり、現在市版されている便器のなかでは、も っ とも

消音化が計られている 。 とくに使球の洗浄音に大きな差があるが、

これはサイホ ン作用に回転運動を与える渦巻作用を加えて、強力な

l汲引、洗浄力を持たせたも ので、 i洗浄時に空気が浪人することによ

り発生する洗浄音をなくすょっに、留水中に給水する精進にしてい

るためである 。 また、従来のタンク位置と異なり便器とほぼ同レベ

ルぐらいの低い位世にタ ンクを組み込んでいるため、洗浄水の落差

が少ないことも消音化に寄与しているといえる 。

. おわりに

衛生設備若器具の低騒音化については、各メーカーとも研究し、ま

た、数々の商品も開発および改良され、かなりの水準まで達してい

るといえる 。

トイレ器具 についていえば¥本稿でも述べたように、 トイレの音

で最も気になるといわれているタンク給水音は、消音化が言十られて

いるが、まだー苦11の便器との組み合わせであること、また、使務自

体の洗浄音については便総としての機能を保持しなければならない

という大きな制約があるだけに、現状以上の消音化を計るには、相

当難しい問題があるなど、まだまだ研究の余地は残されている 。

しかしながら、低騒音化といっニーズはさらに顕在化されてくる

のは必至であり、今後ともよりい っそうの研究開発が望まれる 。

( せき まさみ * 陶機器株式会社問品技術第一諜謀長)



. 事例紹介

音楽愛好家専用のマンション『音楽ビノレ』 稲 垣 恭 次

集合住宅の中で音楽を心ゆくまで楽しむということは、個人が相

当な費用を投じて部屋を改装しない限り、近隣や家族に対する気兼

ねや遠慮が先立 って実現し難〈、う っかり度を過ごすとトラブルの

磁を作り、しこりを残すことになる 。

仮にスピーカーシステムによ って再生音楽を聴いて楽しむような

場合には、よほど熱中しない限りその音誌を調節することでコント

ロールは可能であるが、楽器の演奏や歌などを本格的に練習しよう

と思えば、それぞれが精一杯のエネルギーを出し切るまでに至らな

いと意味がないーーということになれば、現今の住宅事情の中で音

楽の道を歩み楽しもうとする人達にと って、各人の技を磨く場が極

度に制限されてしま っていることになる 。

11争かに音楽を聴くだけの目的で作られるリスニングルームの場合

でも同様であるが、とくに楽器演奏を答殺の小さい音11屋の中で行う

ときには、楽器自身が出す直接音に対して、床 ・壁 ・天井面からの

反射音が大きく ｊｪｾ 響して 、 折角の音色が Ｎｪ ＭＮｬＧ ｬ なわれ、音の明 ｬ 僚度も落

ちて練習者自身の力量が捌み得なくなることが心配される。したが

っ て室内の音場調整が重要な問題となり、ｾ音 ｬ 支が高くなればなる

ほど残響のバランスと拡散効果がより強〈要求される 。そのために

場所: 大阪市南区ナ ンパ千目前 6 - 5

往 物 : R C構造 11階建

(延 床 而 税 約 1，600 JTI ' ， 48区画)

地主 : 奥 山 恒 産 側

設計 : ｾ術創美設計

施工 : 清水主主設附

2 階

従来から壁や天井の構造と材料の組み合わせについて、いろいろと

工夫がこらされているものの、結局はあまり小さな部屋では実現が

困難であるということになり、個室を改装して本格的な練習室にす

ることに対しては、何となく抵抗があったように思われる 。

集合住宅の界壁面の遮音対策は、従来から汎用材料によって各種

の施工方法が研究されて一般化されてきたが、やや専門的に長時間

連続して練習や鑑賞を続けようと思えば、近所迷惑という感覚から

の気配りのあまり、練習者自身が我慢して犠牲者になってしまうよ

うな状態であってはならないという気持ちから、いわゆる音楽家ま

たは音楽愛好家主手用の小部屋集合住宅を作るべきではないかとの発

想、がなされ、ここに 『音楽ビ j レj の企画が具体的にすすめられるこ

とになったグ〉である 。

ここで一口に音楽家とか音楽愛好家といっても、いろいろのジャ

ンルで、さまざまな形での取り組み方があることを考えた場合、た

とえば練習時の音圧の大きさとか、音域の l隔についても楽器の種類

と編成によって相当な差があるために、一室から上下左右への音の

伝矯をほぼ完全に食い止めるような遮音性能を要求すれば、構造的

にも重装備になって、いわば集合スタジオになって過剰な建物にな

3 階

〔ラスクによる遮管施工・ユニチカ附〕

ラスクの現場筋工 基準階

強築と社会/ 1983年 12月号 51 



ってしまう。とはいっても、屋外の騒音に対してはまず相応の遮音

性能を備えておく必要があり、バルコニー側は防音型二重サ ッシュ 、

廊下側は気密型鋼製玄関ドアーの後ろに、居室への木製ドアーを組

み付けた二重構造を考え、さらにキ ッチンユニ ット等の排気系統に

は、小型の消音チャンパーの中に後述するラスクボードを組み込む

など、音の侵入を少なくするような基本構造を作り、その上でさら

に音響的な問題がおこれば、局苦11的な補強を加えて対処することに

なる 。

上下の遮音については、床の構造を全室にわた って予め強化して

おき、壁面および天井面は部屋に持ち込まれる音源、の種類に応じて、

躯体への音の伝達を防ぐための補強を追加施工で行うことにしてい

る。

室内の音場調整には必要に応じてラスクのノマネルなどを持ち込み、

楽器の種類や練習形式により、最適環境に近づけられるような配慮

がなされている。

今回の『音楽ビ j レj 建設の企画の中で主役を演じている音響材料

の多孔質鋳鉄焼結板『ラスク J (R A S K) については 、本誌 ' 83年 7 月

号の新建材紹介コーナーでその主な特性と実用例とが紹介されたが、

従来からの建築音響設計に用いられている吸音率 ( 図 1 参照) と、

透 過 損 失 ( 図 2 参照) の数値を他の音響材料の性能と比較して眺め

( x  100)  
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図 1 残響室法吸音率と中心周波数

との関係

たときに、とくに目立った差異といえば、周波数の低い領域でのそ

れぞれの性能が在来素材よりも高いことと、全周波数帯域でのパタ

ーンの面白さが、音場調整用の素材としての意外性を秘めており、

すでにリスニンクルームやスタジオ、ホールなどで実験あるいは実

用された実施例からみて、音楽を聴く場だけではなく、音楽を創る

場においても満足感を高める音場調整をいとも簡単に行い得るもの

であるとして好評を博している。これらはいずれの場合にも、 I吸音

・遮音 ・音響拡散が同時に要求されるよっな環境条件の下で、室内

に持ち込むだけで手軽に調整できて相乗効果を発揮し、説明に苦し

むほどの音場改良の成果を上げている 。

ラクスはその断面構造からみて、空気波動に対しても機械的微小

振動に対しても大きな内部損失を与え得る素材であり、音圧レベル

の高い条件下ではとくに効率よく性能を発揮するともいわれている

し、他の素材との積層状複合材料としての利用方法にも特集な形で

制振 ・遮音 ・拡散反射の性能を賦与させることなどにより、一般的

には歪みの少ない適度の残響感を残しながら、応答性の良い澄んだ

楽器音を響かせることができるように音場を変化させ、容積の小さ

な音11屋の 中で、 |浪られたわずかのスペースに組み入れることで改善

が可能で、あることを経験している。

集会住宅の直上11皆での生活音に対しては、設もが相当神経質にな
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一 ー ー - 一一 一 -a  

⑤ ラワン合板

③ ラワン合板

ラスクポード

② グラスウー J レ

① スラブ

図 3 ラスクを用いた乾式浮床構造図

っており 、一般の7 ンションではとくに子供が跳び歩〈重荷重衝撃

音が問題になっているようであるが、音楽愛好者を対象として考え

る場合には、むしろタ ッピング音のような固体伝播音と直接空気伝

婚音に対する遮音性能に留意する必要があると恩われる 。

『音楽ビルj でほぼ全面的に採用されたラスク乾式浮床工法は

( 図 3 参照) 、平滑なコンクリートスラブ①の面上に〔グラスウール

マ ッ ト② (96kg/ m'，厚さ 25mm)) を並べ 、その上に 〔ラスクボード

③( 厚さ l Omm)) を敷き並べ、 この上に 〔ラワン合板④( 厚さ 12mm))

を 1 枚重ねた状態でタ ッピングネジでラスクボード③と締め合わせ、

さらにもう 1 枚の〔ラワン合板⑤( 厚さ 12mm) ) を重ね合わせて木ネ

ジで継ぎ合わせた三重層複合板構造を現場施工で組み広げるもので、

②~⑤の厚さ約60mm，面密度約55kg/ m'の床木地を短時間に効率よ

く柏み重ねたことになる 。

通常、タ y ピング音は床面の仕上げ材料として、フェルト ・カー

ペット類を敷くだけでもかなりの減音効果を 上げることができるが、

ラスク乾式浮床構造を下地とした場合には、中高音域の減音が非常

に大きいことと併せて、直接音の透過損失を全周波数帯域にわたっ

て効果的に補強することができる。しかも組み上がった床面は、居

室として適度の緩衝性を残し、かつかなりの点荷重にも上下の浮沈

は生じないので、やや重量のある楽器類を持ち込んで移動させても

心配は要らない。

一方、室内の音響的効果としても床自身が全面で低音域l汲音而と

して作用するために、比較的小さな部屋であっても異常な反響はお

こらず、意外なほど圧迫感のない雰囲気に仕上げられる 。

初めにも述べたように、音楽愛好家ばかりが入居するという集合

住宅においては、室内音場調整といっ特別な条件の難しさがある反

面、「音楽J という共通した生活感覚を持った人々の集まりである

ことで、お互いの感情を理解し、容認し合って、親しみのあるコミ

ュニケーションが生まれやすいとも恩われ、一部の区画では練習ス

タジオとして使用できるようにラスクを活用した補強施工をして、

合奏やバンド演奏を楽しむことのできるスペースを作り上げる計画

も盛り込まれているので、明るく楽しい音楽愛好家専用の賃貸方式

ビルとして活用されることが期待できるのである。

今後新築される集合住宅の中で、個室をリスニング. ルームや音楽

練習室に改装しやすくするための方策として、縦一列に同ータイプ

の同一間取り位置を選定し、計画的に上下全階の床遮音の補強を済

ませておけば、一般使用の場合の床衝撃遮音性能が優れているとい

うことのほかに、入居者の要求に応じてグレードの高い音場空間を、

比較的簡単なオプション改装によ って確保できるという可能性を持

たせるなど、多様化時代の高性能高附加価値マンショ ン企画にも導

入すべき前例になると考えられ、ここに音楽愛好家専用のマンショ

ン 『音楽ビノレj 企画の概要を紹介し、音を活かしたこのビルの完成

後の成果を期待したい。

( いながき きょうじ ユニチカ株式会社ill 設不動産事業本音11 システム内装部長)
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昌包

国 材料の新しい次元が見えてきた。

近未来のマルチ音響素材「ラス免

ユ ニ ー ク な 構 造 カ ミ 音 と 振 動 の 難 聞 を ク リ 九

都市生活の高度な発達につれ、住環境の騒音 や振

動の問題が大きくクロ ーズアップされて

きました。また、人々が集まるホ ーノレなE

の公共建物J においては、型力、て‘ 美しL 、

音響へのニーズ、が高ま っています。これ

からの建築にとって、、音" は無視でき

ない重要なフアクタ ー とL 、λ るで‘ しよう。

「ラスクJI ; J : . 、まさに現代が求めた音

響材料。従来の吸音材や遮音材

の概念を越えたマルチな特性

を備え、音と振動のさまざまな

難問の解消に役立ちますL

その秘密は、オ、スミ事総止

ｾ特典なランダムポ

ーラス状に焼結した、

複合板構造。この結果「ラスク」は、厚さ10 %の鉄の

プレートいう外観からは想像 できない、数々のユニ

ークな高特性を獲得することになったのでホム

独 自 の 高 特 性 の 数 々 でL広いジャ以ルて‘活 躍。

すなわち、「ラスク」の表面から内部にまで行きわたっ

た後雑多岐な空気孔は、低周波から高周波まで

カバーするワイドな11及音性をもたらしまホーさらに、グラ

フのようにコンクリ ー トやレンカヨt みの同IJ' 性t問 11寺に、

天然ゴムに劣らないl吸振カを発揮。加えて、ゴムの

共振しやすい弱点に対し、 「ラスク」の硬さは共振を

つねに押さえるのです。その他、フラットな特性て安

定した遮音性、フラッタ ーエコ ーの減少に有効な

音響乱反射性なr.. 多くのメリットは活用も自在。現

...ヌ"
11 ｏｾ＠

H 楓

川2 0刷

1J : '岨

v  ，∞1  

羽・.小
，.四

""" 
0 は""

在「ラスク」は ・マンションおよび一 般 住 宅 の 遮 音

床 ・壁 ・空 調 設 備 の 騒 音 防 止 ・ホ ーノレや録音

スタジオの音場開撃と、すで、に幅広い建築ジ、ヤンノレ

で利用され、めざ、まし ｌ 、成果をあげて ｾ ';1:す。

ラス? 施工例 ( テレビ朝日第7 サブスタジオ)

l聡R目S K

お問い合わせ・資料情求先一一一ユニチカ椋式会社ラスク営損標

干 103 東京都 中央区日本橋室町3- 4 包 (03) 246- 7641{直)

〒 541 大 阪市 東 区北 久 太郎 町4-68 f t ( 06) 281- 5280( 直)

隙 住 を つ リ 町 ト す る … 1  



住 宅 防 音 内 装 工 事 〈 サ ウ ン ド ク リ ニ ック〉

天井、壁、窓、床などを総合診断. ご予算に応じて最適の設計施工を

お引き受けします。すでに全国で5，0∞{ 牛の工事を手がけ、好評を

得ています. 増改築・新築にぜひご検討を 。

屋 内 組 立 式 防 音 室 〈 ソ ノ カ プ セ ル 〉

組立て、移動もカンタン。特にピアノ練習室として理想的な残響

性能を備えています。サイズは 1. 51:1:、 2 畳、 3 畳の 3 5' イプ。勉強

部屋、オーディオルーム、安眠室などにもどうぞ。

2 重 断 熱 遮 音 窓 〈 断熱 遮 音 窓 ダブル〉

いまの窓をそのままいかして、騒音をシャットアウトできます.

内側に専用サ ッシを取付けるだけでカ ンタンに 2 霊窓に。断熱効

果にす ぐれ、冷・暖房資も安 〈経済的て・す.

室 内 組 立 式 防 音 電 話 ボ ッ ク ス 〈 ソ ノ ホ ン 〉

室 内 防 音 ド ア 〈 ソ ノ シ ャ ッ ト 0- 30>

お部屋のムードを扱わず、 ドアの開閉も軽〈スムーズにできます。

室内防音ドアで音響効果を高め、静かなお部屋づくりを一一. 隣

室への音もれも解消されました。設計施工もゑり ます。

防 音 ・ 防 振 ・ 床 シ ス テ ム 〈 グ ラ ス ウ ー ル パッド〉

上階の歩きまわる音、子供の銚びはねる音が気になる方に最適で

す。床衝撃音に優れたグラスウールパットを導入し、集団住宅に

たいへん役立っています。ぜひ、ご相談を。

遮 音 窓 A T- 70<外付式〉

外部からの騒音をシャ y トアウトする引違い窓です. 上下左右を同一面

でエンドレスに回 った気密材とクレセントを閉めることにより左右 2 枚

のサッシが引き寄せられる構造ですから高い気密性能が得られます.

. すべて日本板硝子による安心の設計施工。

数多くの実績で好評を得ています。

①日本板積子

風雨をシャットアウ卜する

「等気圧理論」

超高層ビルでは、雨は上から降るとは限りません。ピル風という独

特な風にあおられるなどして、横からも、時には下からも激しく降り

ま1九それらをシャットアウトするのが、サツ‘ ンという傘なのです。

厳い、粂 ｦ 午化のヒツレて‘はたいへんｾＧｾ，、Ｏｾ密性能が要求されま丸

不二 サ ヅシは、その?]j ，、水密性能を作るため、カーテンウオールや

サッシに「等気 圧 理 論」を応用しています。

雨とj且lとが問JI寺に作用すると、室内と室外て. は圧力発が止t じま丸その

l時、すき1:rJの一方の仰IJ に水があるふたとえ小さなすき間て‘ あっても、水

は圧力のおい方から低い方、つまり室外から室内に佼入してしまうので

す〉これを最も効果的に解決するにI ; t ，、すきまの両f!!l Jの気圧差がなくな

るような構造にす・れI ;n" 、わけです。これが「等主V王理論」です。

「等気圧理論J .の応用など、趨高層ヒツレて、つちかった不二サッシの技

術は、マンション朋サッシをはじめ住宅 ｭ のサッシに ｍｾ 正実にフィ ー ド

パックされてL、ます。超高層ヒツレと同じサッシの傘がt華々な建物を

風雨から守ってL 、るのです、

サ ッ シ の 歴 史 は 不 ニ サ ッ シ の 歴 史

E 9 事 酢1‘
〒103東京都中央区日本橋室町 1-3( 日本橋

大栄ビJ レ) TEL. ( 03) 279- 1611 ( 大代表)
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古民家再生の記

小泉 豊

近年、その再生につい て あちこちで問題に

な っている古民家の背負 っている宿命として、

維 持 管 理 費 が 年 h 歳々増加の 一途 を 辿 る 、 機

能的にも現代の生活様式にマ ッチしない、す

なわち、 f吏わない、というよりむしろ{ 吏えな

いとい った方がよさそうな部分が多い 。

土 蔵 や 納 戸 の 存 在 も 現 在 の 合 理 的 な 日 常 生

活にそぐわない要素があまりにも多過ぎる 。

それと、大都会に近い古民家のいずれもに

感 じ ら れ る 周 辺 と の 巽 和 感。 固 定 資 産 税 額 の

年 々 の 増 加 、 そ れ に 関 連 し て 相 続 税 の 問 題。

このほかにも数えればいくつかの問題点を

抱えでいる 。

私 の 家 も 、 こ れ ら の 条 件 の す べ てを抱えて、

今日、私で十六代を数えるまで、火事による

全焼も地震による全壊もなく、代々の当主に

よる小規様の増改築を重ねて今日に至 つでい

る。

それらを実証する十数枚の建築に関する古

図面が残されていて、 一 つの民家が、慶長の

初 期 に こ の 場 所 に 創 建 さ れ 、 そ の 後 、 代 を 経

るにしたが ってどのように変化してい ったか

が十分推測される: : n 重な資料である 。

私 個 人 と し て 、 民 家 と い う も の は 、 そ れ が

生きた人聞が生活する穏として使用し続けら

れる限り、そのオリ ジナ リ テ ィ を 損 な わ ぬ 範

囲において、その時代時代に必要かつ十分な

手を加えられるは当然だと考えている 。

それが住む者の権利でもある 。

まず家があ って 、 そ れ に 合 わ せ て 人 が 住 む

のではなく、そこに住む人に合わせで家を改

造するのが正論だと思う 。

そう考えて古図を見ると、大変興味深い数

々の変化が見られる 。

住宅の様式は時代によ って 変 化 す る も の で

あるが、その周期は一定ではない。

慶 長 の は じ め か ら 現 在 ま で は 、 四 百 年 近 い

歳月である 。幕 府三百 年 、 明 治 、 大 正 、 昭 和

と必ずしも平和な日々の連続であ ったとはい

えないだろう 。 国家としても、あるいは個人

の家としてもさまざまな変遷があ ったと思う 。

しかし、民家の生活様式に関しでは、幕府

三 百年、明治、大正、昭和廿年の敗戦までは、

大まかにい って原則的にはほとんど変わ って

いないと考えている 。

問題は戦後の対十数年である 。 この聞の変わ
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りょうは目を見張るものがある 。 効果があるとい うのだ。

世代でいうと私の亡父の代までは、普のま とはいうものの、毎年、梅雨期になると家

まの家に住むことにさほどの抵抗はなか った 中雨漏りだ らけ、日光を拒否したブラ ックハ

と思う 。 それまでのあるじは、老朽部分の補 ウスにと って 、 梅 雨 が 明 け て も 家 中 の 湿 気 が

修 と 、 最 小 限 度 の 改 造 を 行 え ば 、 そ れ で 事 足 抜けるのはなかなかである 。

りたはずである 。何 も し な か った代があ って 外 壁 の 白 漆11食は脱落して、中塗りの土壁が

も不思議ではない。 醜い原爆のケロイドのように到るところに出

問題なのは現代である 。 現する 。

すでに、あらゆる部分が老朽化しつくし、 同じ立場でなければわか って貰えぬ情けな

機 能 上 か ら も 、 法 規 の 上 か ら も 、 数 々 の 問 題 さである 。

を提示している古民家を、好むと好まざると 私の家庭では、朝起きるとまず最初にする

にかかわらず、これを継承している現代の当 のが、必要な各室の照明をつけることである 。

主たちの困惑は想像するにあまりあるといえ これは明らかに一 般の家とは逆の現象で、そ

ょう 。 の照明は寝るときまでつけ っ放しである 。

相続に関する制度や税法の改革も古民家を そのほかにも、古民家の通例として、便所、

維持するためにはその困難さに輸をかけた 。 浴室などは火気、臭気に対する配慮からか、

家 督 相 続 と い う 形 で 、 稽 の 下 の 灰 ま で 受 け 継 すべて別棟にあ って、母屋から吹き晒しの波

いできたのが、遺産分割相続という、まこと り廊下を経で往来するという状態である 。

に割り切れないものに変えられた。 これでは、発育盛りの子供にも、血圧を気

文 化 庁 あ た り が 、 古 民 家 の 重 要 性 と そ の 消 にする老人にも快適な住居とは、お義理にも

滅 を 防 止 す る 意 味 か ら 、 文 化 財 保 護 の 名 目 の いえたものではない。

もとに、これらを保存しようとする反面、国 これを何とかしなければならないのは百も

税局その他の方針は、それを不可能にするよ 承 知 で あ る が 、 現 実 の 問 題 と し て 、 そ れ を 解

うな方向に推し進めていく 。 まったく、現代 決 す る 上 に お い て 、 立 ち は だ か る 難 問 題 を ど

の日本は不思、議な国である 。 うするか、その術もないままに、いつしか齢

何の因果か、そのような悪条件のもとに、 は六十の坂を降 っていた 。

十六番目の走者としてパト ンを受け継いだの この年にな って、私が無謀にも敢然として、

が私である 。 この大冒険に立ち向か った動機は、まことに

古 民 家 と い う も の は 、 代 を 降 って受け継 ぐ 単純なものであ った。

者 l i ど貧乏畿である 。 四年前に結婚した長男に男児が生まれた 。

戦後の農地開放によって、代々が維持管理の それが私の還暦の年である 。私 は 大 正 九 年 の

根源にしてきたものが恨こそぎ取り上げられ、 庚 申 の 生 ま れ だ か ら 、 こ の 待 望 の 初 孫 も 昭 和

薄 給 の サ ラ リ ー マ ン 当 主 の 肩 に は 、 こ れ を 子 生まれの庚申の猿であるわけだ。 したがって

孫に伝達するという使命を遂行する上におい 当然、将来のわが家の世継ぎである 。

て、大変な重圧としてのしかか ってきた。事 ミ孫を愛することができるということは、

実、その重圧に耐えきれず自爆した人逮も随 神が人間に与えたも っ とも嬉しい特権である 均

分の数にのぼるだろう 。 というのは、わが長友皇弁逮三 良氏の 言 であ

また 一方で、は、重要文化財に指定され、図 るが、まさにしかり 。 しかも私の生まれ代わ

家の庇殺のもとに置かれたものも、それなり りともいうべき同じえととなると、もう何か

にいろんな難問題を抱えて、今日もなお解決 かいわんやである 。

に奔走している実状である 。 や っ と満三才にな った こ の 小 さ な 猿 は 、 今

これをも って、日本が文化国家であること や私の生き甲斐でもある 。

を世界に誇るというなら、これはもう、狂気 やがては同居するであろう長男 一家 と の わ

の沙汰というほかはない 。 が家の生活を考えたとき、何はさておきこの

こんな悪条件のなかで、私個人が古民家の 最愛の孫にだけは、快適な生活環境を与えて

再生という 一 大事業に挑んだとていかほどの や り た い と 思 った。



それともう 一 つ、孫の蔭に隠れて申し訳な

いが、 三 十 数 年 の 好 伴 侶 と し て 喜 び も 悲 し み

そうと心を決めるとあとは実行あるのみ。

名馬は実に見事な脚力を見せた 。 ある意味

も共に過ごし、今や老年に及んでめ っ きり体 では、時として息切れする伯楽の役まで代行

力の衰えを感じさせる妥に、残りの人生をせ してくれる場面もしばしばあ った。

めで自の当たる暖かい環境で過ごさせてやり かくして私は迄か昔、遠州が桂離宮の名建

た い と い う 潜 在 意 識 が、初孫を発火点として、 築 を 完 成 さ せ た の と 閉 じ 理 屈 で 、 詳 細 図一枚

むらむらと表面に l噴き出してきたのも事実で 箔くことなく、頭の切れる腕の達者な棟梁を

ある 。

省みれば、私は亭主としては、女房にと っ

て、あまりあっかいやすい相手ではなか った

はずである 。 にもかかわらず、その不満を大

きく表に出すこともなく、よく今日まで黙 っ

てついてきてくれたものだ。 そのお返しの意

味においてもこの大事業は、彼女のためにも、

何 と し て も 成 功 さ せ ね ば な ら ぬ。

さで、そうと心を決めたら、あとは案外す

らすらと事が運んだ。案ずるより生むが易し

とはこのことである 。 実 施 に 先 立 って 、 ま ず

建 物 の 内 で 、 手 を つ け で よ い 部 分 と 、 完 全 に

保 存 す べ き 部 分 と を 決 め な け れ ば な ら ぬ。

私の家の場合、この区分は明確である 。

ｾ長のはじめに、大手口小泉城の舎院座敷を

城 主 秀 元 公 の 孫 に 当 た る 秀 春 が 現 場 所 に 移 築

し、それを中心に生活に必要な部分を新築し、

以 来 幾 度 か の 大 小 改 造 築 を 経 で 今 日 に 到 った

のであるが、今とな っては、残すに足るもの

は座敷棟と本屋の一部分で、余は何の価値も

ないと考えている 。

これで方針は決ま った。 あとは人の問題だ

けである 。私の考えていることを以心伝心、

何の澱みもなく実現してくれる有能な棟梁を

見つけるだけである 。 これも、結果から見て、

理想的な人材に恵、まれて、実に悔いのない実

績を見ることができた 。

世 に紺屋の白袴という 言葉がある 。

私 は 建 築 家 で あ る か ら 、 当 然 こ れ ま で 、 い

ろんな住宅を手がけてきた 。設 計 畑 で あ る か

ら描いた図面の数も馬鹿にならない 。

それが、 ー たび自分の家のことになると、

全 然 手 を つ け よ う と し な か った。紺 屋 の 白 袴

なのである 。 考えるだけで商倒臭くなる 。

しかし、今度だけはそうもい っていられな

くな った。 図面がなければ工事ができないと

なると一大事である 。 図面は描かなければな

らぬ一 方 、 紺 屋 を 廃 業 す る こ と も で き な い。

とにかく、困りながらも、計画平面図だけは

決定した 。 それで精一杯である 。

そ の と き 、 ふ と 私 の 脳 裏 に 筏 離 宮 の こ と が

浮かんできた 。 二百数十年の昔、小堀遠州、|と

いう風流大名が指揮をと って完成させた名建

築のことである 。

考 え で み る と 、 遠 州 自 身 が 図 面 を 描 い た 訳

でもあるまい。 恐らく遠州|は伯楽であ ったは

ずだ。 千里の名馬を意のごとく自由自在に走

らせて見事な成果をあげたのだ。 そうだ、俺

も伯楽になればよいのだ 。 幸い名馬( ; 1 : 手に入

った。 や ってできないことではない。

相 手 に 、 毎 日 顔 を 合 わ せ て 言 葉 の や り と り だ

けでこの難題の解決に成功したのである 。

結果については専門家の方々のいろんな 批

判もあるだろう 。 それはそれで潔く耳を傾け

よう 。

しかし、現実にこの家のあるじとして還暦

を過ぎてから、諸々の爺1]約された悪条件のも

とに、忠、いのほか伸びのびと 一 代の大事業を

完結し得たことは望外の悦びであ った。

工事者手に際して、相当部分の解体工事を

含む関係で、竣工まで別の場所での仮住まい

も考えたが、家財の管理や仕事の打合せ等の

こともあ って、 き暑い部屋数の多い家でもあり、

工 事 中 も 家 の 中 で の ジプ シ一 生 活 を や り な が

ら居座ることに決めたものの、文字通り汁孟

こり高き家族仰として妥や娘と悪戦苦闘して

縫城を共にした約十ヵ月間の峻にまみれた生

活は、類のない、: t ' t 重な経験であ った。

過目、日本建築協会の見学会の企画対象と

して見学を申し込まれたが、私としては自分

個人の身のf辰りかか ったどうにもならない問

題を、自分独特のやり方で何とか解決したま

でのことで、これを他 人 さ ま に 兄 て 頂 い て ど

うのというつもりは毛頭なか った。 その旨申

し述べてお断りしたものの、こういうケース

が目下全国的に注目されつつあるのと、見学

を希望される方々のなかには施工側の立場の

人達のほかに閉じ悩みを抱えて為す術もなく

生 活 し て お ら れ る 方 も あ る と い う の で 、 止 む

なくこの申し出をお受けしたまでである 。

もとより十分な予算のもとに、衆知を集め、

材 料 を 吟 味 し 、 時 間 を か け て 施 工 し た も の で

はない。 むしろその全く逆である 。

だからこそ、見学会を催すに値する点とい

えばただそれだけである 。

何 か を 期 待 し て 、 こ の 見 学 会 に 臨 ま れ た 方

々には、現物といい、資料といい、下手な解

昭和58年度・第 2 回若い会員の集い

藤井寺の小泉邸を訪ねる

一 一 歴 史 的 民 家 の 再 生 工 事 を 終 え た

小 泉 豊 氏 に き く

レ ポ ー ト

小泉邸は、近鉄南大阪線藤井寺駅の北約 900 m 、

歩いておよそ 15分位のところにあり、付近には古

い民家がまだいくつか残 っており、駅前の新しい

町並と好対照をなしている 。見学者一同は、保存

して残されることにな った主屋に集まり、当主小

泉盛氏からお話をうかがった。 ざっくばらんな語

り口に引きこまれて一同の緊張感もいつのまにか

ほぐれてしま った。

さて、このような古い民家を建直そうとする場

合には、現状のまま保存しようとする気持と、も

っと住みやすいすまいに変えようとする気持とが

ぶつかりあうことになり、最終的になんらかの決

定をすることを余儀なくされる 。小泉邸の場合は、

主要となる建物のみを残し、その他の部分は解体

撤去し、そのあとに新しい建物を建直して古い建

物と 一体にな ったものとして完成している 。

ここに小泉氏の古い民家に対する保存の考え方

と現在の文化財指定制度に対する抗議の意志が受

け取れるのではないだろうか。すなわち先祖代 々

にわた って維持されてきたこの民家には、小泉家

の歴史が兵体的な物として存在しているわけであ

り、それに対する畏敬の念の表われが主屋の保存

という形で残されているのではないだろうか。

また、小泉邸には各H寺代における住宅平面の変

還を示す平面図が残されており、その結果わかっ

たことは、住宅の平面が絶えず変化 しているとの

ことである 。 このことから小泉氏は、民家はそれ

ぞれの時代における住み手の要求によ ってその都

度変化しているのが普通なのであり、これを保存

という名目で固定化してしまうのは住み手の生活

を無視していることになるのではないかというの

である 。 それが建直しをすることに踏み切 った大

きな理由なのではないだろうかと思われるのだが。

ここで- . e_休憩 lこ入り、その聞に室内外の見学

と写其撮影をすませ、引き続きお話をうかがった。

今回の建直し工事では設計図面を 一枚も香かれず、

説 と い い 、 何一 つ 満 足 す べ き 点 の な か ったこ すべて小泉氏と練梁との討論ですすめられたとの

とを、この誌上を借りてお詫びするとともに、 ことである 。 そのほかに小泉家の食重な古文書、

閉じ建築の世界に住む仲間として、ひと時の

出合い、触れ合いを心から絡しく存ずる次第

である 。

還暦を過ぎた老爺が、孫可愛さと 、老 婆 へ

の罪ほろぽしに、ある目 、突 如 と し て 永 の 眠

りから目ざめで、何百年の超老朽家屋に大詑

を振るい、撲の中での小一 年 を 無 我 夢 中 で 過

ごした結果、このボロ家の内にもお天道さま

の光を迎え、東西南北に快い秋風が吹き抜け

る今日この頃である 。

( こいずみ ゆ た か 小 泉 家 当 主 )
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レポータ・ 三 宅 良 一(企画設計社)

日 時 昭和問年 5 月21 日凶

集合13 : 30→解散17: 00 

見学先 小泉邸( 藤井寺市小山 4 - 7 - 7)

講 師 小泉豊氏( 小泉家・当主)

スケジュール

14 ・∞ 開 会 あいさつ池杉委員

14 :  10→ 16 :  00 111演 と 脱 明 小 泉 豊 氏

16 ∞- 17 :  00 見学及び質疑応答・解散
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ｾ＠ r建築と社会」誌パックナンバーのおしらせ 剛H川 l川 川 "

パ γ ク ナ ン バ ー が そ ろ っ て お り ま す 。 購 入 ご 希 望 の 方 は 日 本 建 築 協 会 ま で( 電 話06ー231- 9648) お 申 し 込 み 下 さ い 。 パックナンバーは特価以外

￥ 750(58年 4 月号 以 降 は ￥ 950) で す 。 な お 、 郵 送 料 は 実 費 い た だ き ま す 。 年 間 勝 読 の お 申 し 込 み も 応 じ ま す。 (12月22日より 06- 348- 0635へ)

・印 li 欠号

よ¥そ
2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 

.  工事} j lj 建 築 工事} j lj 建築

昭和39年

建築と照明 プ レ ハ ブ 外 部 空 間 ホテル建築 鋼 管 情 造 施 工

第 11 回

宅 地 開 発

オリ ンピ y

交 通 施 設 材 料 集 成 材 料 集 成

(45集) 青年建築家 ク続投施設

( 上 ) ( 中)

工事別建築

第 12 回

.  
中 小 企 業昭和40年

尾 崎 久 助 委 員 会 材 料 集 成 内 部 空 間 人 間 工 学 社 会 開 発 施工の手続 建 物 管 理 建物と騒音 医 療 施 設

(46集 )

( 下)

青年建築家 団 地

.  .  
昭和41年

都 市 住 居 地 下 街

空 気 調 和

建 具 金 物 建 築 法 規

国 立 京 都 第 13 回 1970年万国

造 園

最 近 の

市街地改造

公 害 と

(47集) 設 備 国 際 会 館 青年建築家 博会場計画 地 下 工 法 都市・建築

.  
日 本 建 築

昭和42年

国 立 劇 場 建 設 機 械 協会50周年 社会と建築

都 市 と

住宅と設備 生 産 施 設

モ ン トリオ

建 設 資 金 最近の 外装

第 14 回

建 築 と生命

(48集)

記 念 号

流 通 空 間 ー ル 万 博 青年建築家

.  .  .  .  
昭和43年

都 市 生 活

都 市 の

50周年記念 幼 児 施 設 教 育 施 設 医 療 施 設

都 市 交 通 都 市 供 給 群と しての 都 市 の ア 第 15 回 新都市計画

(49集) いこいの場

事業記録号

施 設 処 理 施 設 住 居 クセサリー 青年技術者 法の諸問題

.  鉄筋コンク
計画と住民

建築史の方
建 築 行 政 転 換

.  .  .  .  
昭和44年

建築産業の

ト情造

一中部から

老 人
向一現代に

に 期 待 しつつある

解決をせま

海 洋 開 発 民家の 系譜 第 16 回

九州、lカ・ らの

(50集 )
耐震設計の

と す ま い
よみがえる られる公害 報 告

情造と方向 再 検 討
の 報 告

過 去 一
す る も の 住 宅 生 産 問 題

と保存計画 青年技術者

.  
昭和45年 現 代 社 会

建築と安全

日本万国博 訟 Z十 の グッ ドデザ 高 層 建 築 欧 米 に 建 築 家 の

工 事 計 画

ア ィ ベ 第 17 回 山陽- 山陰

(51集 ) と は 何 か と技術開発 システム{ ヒ イ ン 運 動 問 題 おける契約 課題と責任 ロ ッノマ ーー 青年技術者 から の報 告

住宅 60年
都市エネル

.  .  

昭和46年
代の総括と

ギと無公害 建築基構法

都市生活と

企画と設計 解 体 工 学 都市と港湾

転換期のニ 軟 弱 地 盤 変 貌 す る 第 18 回 自 然 と

(52集)
70 年 代 み ど り ユータウ ン と 震 災 建 築 生 産 青年技術者 レジャZE問

の 展 望
化 ピ ル のプロセス

冬季オリン

.  .  
都 市 { 主

昭和47年

ピ ッ クと

600号 インテリア 都 市 交 通

水 利 用

量 産 住 宅

一 般 号 環 境 へ の 都 市 防 災

第 19 回 北 陸 の

(53集)

キL .見

記 念 号 デ ザ イ ン 問 題 の 設 備

( 佳中学) アプロ ー チ

青年技術者 新 主E 築

泉タ北ウニンのューコ

.  .  

昭和48年

建 築 教 育

大阪大林ビ レジャーと 大阪国際ビ 老 人 住宅一建築

新用途I也員長 情造と総工 仕上と材料

第 20 回 ヨー ロ" Ｎｉｾ＠

(54集)
ミュニアイ

ルデイング 施 設 ルディ ング コミュニティ 家のすまい 青年技術者

グ〕

施 設
制 と 環 境 まち つr< リ

明 日 の 既成市街地 建築生産と 高層プレハ
.  .  

昭和49年 歴 史 的

建 築 は 保養所作品 の 住 宅 地

ｾｴｴ 男ニュー
流通織精の

ビ ル の 省

プ 住 宅 の み ど

り 屋 恨 防 水 工
第 21 回 ピル防 災に

(55集) 環 境 保 全 タウン計画 エネルギ化
事の失敗例

青年技術者 関する 12:!;1:

どうなるか 箆備の方策 変 容 精 進 設 計 とその対策

.  
p  c 板 を

.  
建築とプレ 生 活 排 水

.  .  
昭和50年

図 書 館

東 海 の

インテリア 使 用 し た

社 会 都市の景観

ストレスト 処 理 縮 設

人 間 環 境
騒音対策と 第 22 回

集合住宅の

(56集) 新 建 築 建 築 ・ 法 と 施 訟
と し て の 防 音 材 料 青年技術者

工業化住宅 コンクリート の あ り 方 ター ミナル
設 備

証 言 '76 一 築 住 体 の 結 露 防 止

.  

昭和51年

建築デザイ

建築基礎締

医 療 施 設

床 工 法 建築防災と

市街地箆備

工場建築と 鉄骨締造の

ハ ー ド と 対 策 と

第 23 回
設備か らみ

(57集) 造の問題点 と 材 料 法 設 備 ジョイ ン ト 青年技術者
た 建 築 の

ン の 動 向 ソ フ ト 断 熱 材 料
問 題 点

.  
兵庫県ーそ

- 日本建築協 コンクリー II 立地におけ
日 本 住 宅 ミニ乱開発 建築におけ

昭和52年
デザインの

の風土と建

全ω周年記念号 トの品質管
日影規制と

身障者施設 照 明 設 備

る構造問題一

公 団 と から計画的 る省エネル

第 24 回

(58集)
動向一部分 - ニ ュータ 理と行政指

法
大阪南港と芦

青年技術者

と 全 体
築・建築界 ウンの管理 導 の 方 向 屋浜を例として

建 築 作 品 ミニ開発へ ギ ー 化

デ ザ イ ン
医療院施建設一 組合方式に C  A  0  -

.  
昭和53年

の 動 向 一

水

病 築
外 壁 電波障害と

よ る 集 合 住 宅 設 備

新 し い

設 計 と コ 一 般 号

第 25 回

ビ ル f黒崎E

(59集)
新 旧 の コ と 情 報

塗 装 材 料 建 築 耐 震 設 計 青年技術者

ントラスト シ ス テ ム
住 宅 計 画 ンピュー タ

.  
ホテル建築

昭和54年

転 換 期 の

大阪南港ポ

商 業 空 間

コンクリート

日 影 規 制 と 情 報

農村施設の 建物の終局 庄 内 の 80 年 代 の 第 26 図 建 設 業 の

(60集)

再 開 発

ートタウン のひびわれ

シ ス テ ム

変 貌 強度の検討 まち づく り インテリア 青年技術者 労 務 事 情

80年代の都
.  .  - 第幻回青年控衛

設計のため

昭和55年
市と建築ー - 今後の省エ -量近の姐行撞襲

住 宅 の 建築行政と

最 近 の

都市景観と 屋 内 体 育 水 ぎ わ の 今後の外装 者

の 新 耐 袋

(  61集)
歴まち史づとく展り望の

ネル￥ーの趨ｾ - 安井建築訟計
耐 久 性 法 規 アメニティ 施設の設備 まち づく り 吹付仕上材

- 転機にたつマン

- 建築金物 事務所作品集 防 水 工 法 y ョン 畢合住宅 設 計 法

台所まわり 災害と法一 都市住宅一 -撞棄物と凪ーデ
住宅・都市聾情企 障 害 者 の ｬｾ

昭和56年

職 能 論

中国の論文
ポートピア

の 計 画

シーリング

安全な環境 { 主まい手 ザイナ一円ために

図ー関西における 間仕切壁の 第 28 回

らしやすい

(62集)
一 北 京 の '81  材 の 知 識

都市量備を中心t
性 能 評 価 青年技術者

都 市 計 画
と 設 備 をめざして からの発想 - 日建設計作品.

した新公団の役割
環境と設備

医療施訟ー 都市景観ー
- 絵本にみるすま - 第29回苛

昭和57年 新たな商業 省エネルギ

地域医療と

近 倣 の

まちなみ美

大阪市庁舎 音とホール 大 ス パ ン 昭 和 設 計 いとまちづ( 1) 年技術者
風土・空気

(63集) 空間の展開 ーと関口部 地盤と地質 ( 第 l 期 ) 建 築 権 造 作 品 集
- 才一・エム・ホ . j也方の庁

と 人 間

設 備 計 画 観への誘い テル日航ビル 舎 建 築

昭和58年

関 西 の 7 イコンの

多機化する 建 築 と

t十画 に おける 大 阪 駅 と
維持管理と

東海の将来 オフィス・ プレストレスト - 事訓E青年技術

集 合 住 宅|

建 築 へ の

コミュニケ ー

インテリア

者

(64集)

建 築 文 化

運 動 施 設 品 質 管 浬
ショノとずレ

ター ミナル

設 備i 更 新

と 文 化 を - 鉄筋・コン 7') 

- 大阪城国際空ft
と 生 活 音

を 考 え る 利 用
ゼンテー ν ョン ピ ｊｾ 考 え る の 変 革 ー ト 情 造 A ，f，- γ ホール

雄E志向 大 きさは第48轟 か 均 は 現 行問 A 4 判 変 形. それ以前は B 5 判
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大 便 器 の 種 類 と 洗 浄

器具( その 1 )  

近 藤 峰 治

1. 大便器の種類

大便器は、平日A ，( 吏穏と洋風{ 更絡とに大別される

が 、 洗 浄 機 式 の 迷 い に よ り 、 下 記 の よ う に な って

いる 。

ぷ1
平 日 風 便 器 i羊 風 便 器

C- 754B.  C- 752 

洗 出 し 式

C-161.  C-415K 

C- 11. C- 13. C- 18S( PU)  

洗 落 し 式 C- 28. C-43.  C- 20S( P)  

カスカ テ. イーナ

C-4. C- 25U.  C- 35 

サイホ ン式 C- 44SU(P) ， C- 45P 

サイホ ンカスカ デイーナ

サ イ ホ ン C-5.  C- 5K.  C- 54S 

C- 250B 

ゼ y ト式 C- 35K 

このうち、 一 般 的 に 多 く 使 わ れ て い る の は 、 そ

の一 部で、他は特殊な用途または特定現場しか{ 吏

わ れ て い な い。 こ こ で は 、 持 定 現 場 に 使 用 さ れ る

大 便 器 に つ い て 略 述 す る 。

(1) 身 障 者 用 便 器 ( C- 35)

昭 和43年 よ り 発 売 し て い る 便 穏 で 、 お も に 身 障

者 向 け と し で い る 。 特 に 介 助 の 必 婆 な 障害 者用と

し て 、 多 く の 施 設 に 使 わ れ て い る 。

使 い 方 は 、 前 後 ど ち ら

の向きにでも使用でき、

なおかつトラ ップ の 者 脱

が 可 能 な た め 、 異 物 が 万

一 詰ま って も 便 器 の 交 換

をせずに容易に点検・ f事

王里ができる 。

.....C-35.  CF- 1114MV 

C- 35K 

(2)  車 い す 用 便 器 ( C- 5K . C- 35K)  

身障者用の{ 更穏で、おもに車いす使用者が利用

で き る よ う に し て い る 。 便器( 便座共で床から 450

ｲｮ ｲｮ の高さＩの高さが、率いすのｾ面と同 ー のため、

車 い す か ら 便 器 へ の 移 乗 が 楽 に で き る 。 また、 C -

35Kは便告書の幅が240mmと狭く、車いすのフ ッ トレ

ス ト の 幅 が330mmの た め 、 楽 に フ y ト レ ス ト が 入

り 、 接 近 が 容 易 に で き る よ う に し で あ る 。

(3) 掃 除 口 付 便 器 ( C- 4M. C- 13M.  C- 762M)  

トラ ップ部に点検口を設け、 トラ ップ 在 脱 が 容

易 に で き る よ う に な っている 。

図 1 C- 4M 

F. L 

公 共 施 設 で

は 、 使 搭 の 中

へ意外に多く

の物が詰めら

れ て お り ( サ

イフ、クシ、

カガミ等があ

げ ら れ る ) よ

く使用禁止の C 司 762BM

ラベルを見かける 。 手口A ，便器の場合は、便器を破

損 し な い と 取 り 除 け な い こ と も あ り 、 持 に 公 共 施

設 で は こ う い った 掃 除 口 付 便 器 を 設 誼 す る 方 が 望

ましい。

(4) 半 ト ラ ップ 便 器 ( C- 232)

トラ y プ 構

造 は 詰 ま り に

くい半トラ y

プ 式 と し て い

る。 そのため、

中勿を 2吉められ

でもトラ y プ

には詰まらず、

そ の ま ま 流 出 C- 232 

し て し ま う た め 、 道 路 公 団 サ ー ビ ス エ リ ア 施 設 の

便 所 に 多 く 利 用 さ れ て い る 。 排 水 方 式 は 築 研 式 と

している 。

(5) 特 殊 大 便 器 ( C- 161)

主 と し て 使 わ れ て い

る 場 所 は 、 刑 務 所 用 便

所 と し て 多 く 利 用 さ れ

てきた 。 最 近 の 刑 務 所

用 便 器 は 、 一 般 の 和 風

便 器 を 取 り 入 れ る よ う

にな って き た 反 面 、 き

ん 隠 し が な い た め 、 転 C-161 

倒 し た 際 の 打 撲 、 け が 防 止 が で き る の で 精 神 病 棟

の 便 所 に こ の 便 器 が 利 用 さ れ る よ う に な っ て き た 。

(6) 幼 児 用 便 器 ( C- 43. C- 1l l .  C- 415K )  

幼 児 用 施 設 、 病 院 の 小 児 病 棟 に利 用 さ れ る 便 器

C- 43 C- l l1 C- 415K 

ても、大人には無縁の便器である 。 幼 児 用 に も 年 齢

によ っ て 使 い 分 け が で き る よ う に な っ て い る 。

① C- l l 1 1 - 3 才

⑤ C- 43 3  - 5 才

こ の 使 用 を 間 違 え る と 、 用 を 足 せ な い 場 合 も あ る 。

和 風f更絡の使用は、用便中し ゃ が ん で の 身 体 安

定 が 、 幼 児 に と っては難しいため、{ 更践に直接手

をかけられるようにしである 。

(その 2 洗浄器具は次号)

( こんどう みねはる )  

伊奈製陶株式会社住殺事業本部商品計画設計部/

強築と社会 / 1983年 間 号 59 



1 1 2  

' A L C構造設計基準」

の改訂( その 1)  

関 西 工 ー ・ 工 ル ・ シ ー 卸 協 同 組 合 技 術 委 員 会

1  rA L C構造設計基準」改訂とその要点

さきの建築基滋法施行令の改正( 新耐震設計法

の導入) に伴い、昭和42年 認 定 以 来 の r A  L  C .f t'lf 

造設計基準」に関しでも見直しを行うよう、[ 11;年

初 め 建 設 省 よ り 指示があ り、早速、建築基準法第

38粂 の 規 定 に 基 づ く認定取得のため作業を進め、

関 係 各 方 面 の厳絡なる審査を経で、本年 3 月11 日

付をも って 、建 設大臣より新 ｲ ａｌｃｾＱＴ 造設計基

準」が認定され、その主な改正点は つぎの通 り で

ある 。

1. 認定会社名

この基準を適 用 される A L Cパ ネ ル と は 、 つ ぎ

の 4 種 の 商 品 で あ り 、 そ の 製 造 ・ 販 売 会 社 は 下 記

の通り認定された 。

(昭 和58年 3 円 11日付総定}

認 定 番 号 会 社 名 商 品 名

建設省東住指発第10号 日本イトン工業側 イ 卜 ン

建設省東f主指発第11 号 九E硝子建材附 シポレッタス

建設省東住指発第12号 旭化成建材側 へ ー ベ ル

建設省東f主指発第13号

シポレ y クス

シポ レy タス

販売側

建設省愛住指発第 3 号

小野田エ

エル シー側

テ' ュロックス

2  帳 壁 の 構 法 と 要 点

帳 墜 と し て 設 計 . l I i B 工されるにあた って の 繋 点

は、以下の通りである 。 設 ，1t 基 準 よ り 、 第 11粂・

帳 墜 のm法・本文並びに解説より抜本した 。

第11粂 帳E置の締法

1  .  I険墜に設ける 11M口部の周囲には補強材を配認し

l絢口部にかかる風荷量は! 京剣として補強材によ っ

て直接〈体に伝えるようにしなければならない。

〈解説〉

1 .  A  L Cパネルの 1憾の 3 枚以上にまたがる よう

な大きな附口部については、ア ング Jレ等の補強材

により、風荷重を直接〈体に伝える必要がある 。

ただし 、 A L Cパネルの幅 の 2 枚 以 下 の 閉 口 部 に

関しでは「榊法規単」に規定する方法で補強され

ていれば、風圧試験( 関口部寸法上 200 x  1， 800)  

により安全性が確かめられており、必ずしもこの

原 則 に 従 わ な く て も よ い。

2 .  A  L Cパネルの短辺小口相互の接合部は l 伽m以

上の空隙を設けなければならない。

ただし、当該帳墜を耐火精造文は防火精進とす

る場合には、ロ ックウ ールを充てんする等の方法

により防火区画の性能上支障のないようにしなけ

ればならない。
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〈解説〉
があり、各構法についての静的商内方向層間変位

2  層間変形角に関する実大実験の結果によると、 追 従 試 験 ( カ バープレー ト締法は動的試験) の結

パネ J レの短辺小口相互の接合部に設けた空隙は、 果は下表の通りである 。

媛合部両側のパネルの挙動が相互に影響し合うの いずれのm法も層 Illl 変形角 1/ 20 ( カバープレー

を防止する効果の大きいことが確認されている 。 ト椛法は動的試験にで 1/ 50) まで脱落せず、また

池 袋 I侍のパネルの破損防止のため、短辺小口の接

合部には 、 逃 げ 白 地 と し て 必 ず10cm以上の空隙を

設ける必要がある 。

ただし、当該帳墜を耐火精進または防火椛造と

する湯合には、ロックウー Jレを充てんするなどの

方法により防火区画の性能等の防火性能上支隊の

ないようにしなけれ lまならない。

3.  A  L C協会の定める r A  L C取付け締法規準」

またはそれと同等以上の性能を有する締法によ っ

てA L Cノ吋、ルを取付ける楊合は、建築基準法飽

行令第88条第1項に定める地震カ (C o= 0.2) によっ

て生じる層間変形角が、原則として 1/ 150までの

階の帳墜に A L Cパネルを使用することができる。

〈解説〉

3 . 帳 墜 に関しては「締法規準」に記載の 4 締 法

層間i変形角 1 /15011幸の

A L Cパネルの状況

隅角部にキレ ツ発生するが

姉 入 筋 情 法 軽微で容易に補修可能な程

度

ス フ イ ド 締 法 異 常 な し

機目地付近に軽微な タフ y

ボ ル ト 止 め 締 法 ク発生

容易に補修可能な程度

カ バ ー プ レ ー ト 梅 法 異 常 な し

1 / 120のとき A L Cパネルの状況も無被害か 、容

易な補修で修復可能な軽微な損傷であり、実験上

は層間変形 1 / 120に対し十分対応可能な締法とい

える 。

基準の府間変形角は上記試験結果をもとに、各

榊法の変形追従性を考慮し、安全を見込んで原則

として 1 /150 とした。

ただし、スライド締法およびカバープレート締

法は変形追従性に優れた榊 法 で あ る た め 、 鉄 骨 造

の工場等低層の建築物に使用する場合は、層間変

形角を 1 /120まで緩和することができる 。

なお、 上記 2 . f . " " 法についでは、設計並びに施工

上その追従性が有効かつ安全に発鐸されるよう十

分なる指灘を行う必要がある 。

層nn変形: f 1J 1  /120時の 局面 1111 変形: f 1J 1  / 20 時 の

A L C パ才、 Jレの状況 A L Cパネルの脱落の有無

タテヨコ自 I也附近、隅 fl.j 部

にキレツ発生するが軽微で な し

容易に補修可能な程度

異 常 な し な し

備目 I也附近、隅: f 11昔日 に軽微

なクラ ァク 発生 な し

容易に補修可能な程度

異 常 な し な し

(i 主) カバープレート 構法は動的試験で 1 / 50まで紙駿を行い、その時点でパネル町取付部に見常は辛かっと.

E  新旧 A L C構造設計基準の主たる相違点

1員 目 |日 基 準 新 基 準

第 A L  C の 定 袋 絶乾かさ比重により，第 1 種 ( 0. 5- 0. 7) 第 l 種，第 2 種を本文より削除し，解説に

( 1条) および第 2 種( l . 0 - l. 2) に分類。 “ 絶乾かさ比重l . 2程度以下のもの" と表示。

総 1

A L Cパネル( 商品名 : シポレ y クス ，へ
A L Cパネルまたは A L C プロ γ クを用い

章 適 用 範 囲

た屋恨 ・床' ! i まおよびこれらで構成されて

ーベル，イトン，デュロ ックス) を用いた

(  2条)

いる建築物。

屋恨 ・床・ 1憾壁 - 耐力壁およびこれらで締

員q
成されている建築物。

JI S  A  5416に適合するもの
A  L  C の 品 質 絶乾かさ比重 I  0.5- 0. 7 

絶乾かさ比鼠 I  0.45をこえ0.55未満
(  4呆} 圧 縮 強 度 | 初旬 f /CD! 以上

庄 縮 強 度 | 鈎 kgf /CD! 以上第

材 2

モルタル等の品質

J AS S  21  A L Cパネル工事による。

料

(  5条)

- 章 ヤ ン グ 係 数
鉄 筋 I 2. 1  X IO・kg /  CD! 

ｾ廿 午， 
(  6 条)

A L C  1 1. 75X I0・kg /  a!I 

応、
材 料 応力の樋頬 長 期 短 期 材 料 応力的償額 長 期 短 期

度力 許 容 応 力 度

A L C  

圧 縮 13 15  圧 縮 13 20 

(  7条) せ ん 断

A  L C  

せ ん 断
お

0.8  1. 5  0.8  1. 2  

よ
鉄 筋 引狼・圧縮 12∞ 14∞ 鉄 筋 引張・圧縮 12∞ 18∞ 

ぴ
パ ネ ル の 計 算 式

A  

(  8条 4 .q( 5  ｾ日 Ｉ
R C規準に準 じて規定。

L  

C  た わ み の 規 定 値

床 1/ 300，屋恨 1/ 250，壁 1/ 200 床 1/ 400，屋綴 1/ 250，壁 1/ 2∞ノマ
(  8条 6 項)

耳、

床 厚 の 規 定 積載荷重300kg/m' 未満，長さ l. 5 m以下は，Jレ

最低10cmとする 。

の
(  8条 7項) 7. 5cm可。

JJ2 十

層線 ・床端邸機筋

最端部横筋のみ規定。

引張側倹筋は，パネル端より， 20cm以内に

(8 条 9項)
2 本以上。

耐 力 盛 岡 パ ネ ル
機筋間隔 (単筋30cm以下，被筋50cm以下か

( 8粂 11項)
つ，千鳥) を規定。

A 第
ノマネ Jレの取り付け

解説にで，標準的な取付方法として r AL C

fL ミ3

(  9条)
取付 It 締法規準」を示した。

1傾壁の開口部補強
風荷量は，原則として補強材により ，直接

ネ，レ

( 11条 1項)
〈体へ伝える。

晶'エ且 章

帳墜の小口接合部
短辺小口相互の接合部には，10m叫1上の空

( 11粂 3項)
隙を設ける 。

胃象E，ミ
r  A  L C取付け締法規準」による湯合は，

帽E窪EF Z  

層 IU l 変 形 角

原則として 1 /150まで可。

(11条 4項)

解説でスライド楠法，カバープレート構法

1; 1 : ，鉄骨造の工場等低層の建築物に使用す

る場合は 1 / 120まで可。



@ 実 績 と 信 頼 の 建 材

省エネルギー時代

断 熱 園 山 い ン ク リ ー ト 製 吋 材 自 ー た 断

熱性をもち、熱伝導率は、 o.  12Kcal/ mh

o

C o  J I Sの

省エオ、ノレギー協力製品に指定されています。

軽

A L Cは珪砂・セメント又は石灰を主成分としたコン

ー クリート製品ですが極めて軽量で普通のコンクリー

トのう4て、、、絶乾比重は0. 5です。

耐火ー

A L Cは建築基準法に定められた耐火テストに合

格した法定耐火構造材で、長時間火災に耐える性

能を持ち、耐火建築物には最適です。

関西エー・エル・シー卸協同組合

干 550 大 阪 市 西 区 北 堀 江 | 丁 目 7 番 3 号 T E L 06- 54 ト 0966

61 



施工材料の頁

ゴｾ＠
1 1 0  

地震に強い大型タイル

施 工 法 ー タイレール工法 一

大 津 義 憲

タイルの施工法として旧来から行われている圧

着張り、ダンゴ張り等のモルタルを使用した工法

は、各積改普ーがなされてはいるものの、相変わら

ず剥縫 ・凍害・白書官現象の問題に悩まされている 。

特に大型タイルの場合は、重量的にモルタルだけ

による施工は不可能である 。現状では石貼り工法

のように番線による固定を併用したりして対応し

ているものの、施工性が悪< 1 日に 2 、 3 段の施

工が限度であ った。一方、新耐震設計法の普及に

伴い、近年二次部材に対する耐震性能の要求も高

まってき た。 このような背景の中で開発された工

法が、ここで紹介するレールにタイルをはめ込み

施工する「タイレール工法」である 。

写真一 1 A L Cに大型タイルをはめ込む

を選ばないが、ここでは R C壁および A L C壁を

下地とした湯合の工法を、作業手 )1闘に沿 って説明

する 。

1  ) スタ y ド ( 図ー1のa) をアンカーボルト ( A

L Cの場合は貫通ボルト ) によって、壁面に垂直

に取り付ける 。

2  ) ホルダー( 図ー1のb) をタイルの目地割りに

合わせてスタ γ ドにはめる 。

3  ) レ ー ル ( 図ー1のc) を固定したホルダーに前

面よりはめ込む。

4  ) 予め小口に泌を切り込んだタイルを、前面よ

り取り付ける( 写真一 1 ) 。タイルを左右にスライ

ドし目地幅を微調援する 。

5  ) タイル裏にモルタルを流し込む。発泡樹脂を

裏面に注入することも可能。

6  ) 目 地詰めを行う 。

工法概要 特 徴

本工法は、木造間仕切 ・軽量鉄' f ] . 間仕切等下地 1  ) 耐震性 ・耐久性

a  

( 空イ J レ裏面2 Omm)

図- 1 工法説明図
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下地のモルタルとレールにより 二重に支持されて

いるため、地震に強〈、相j般の問題もない。

2 ) 施工が簡単、工費の節減

下地塗り、ハツリなど熟練者による左官仕上げが

不要。 また重量タイルでも 1 日に何段でも施工で

きる 。 したがって工事と工費の大幅な短縮・節減

を計ることができる。このメリッ卜はタイルが大

型になるほど顕著になる 。

3) 自筆現象 ・凍害がない。

発泡樹脂の裏面への注入が可能になり、打撃・凍

害がなくなる 。同時に、建物の軽: l 1 l : 化・防音・断

熱などの効果が得られる 。

4  ) 下地を選ばない。

従来は困難とされていた合板壁 ・天井面・ピルの

屋上 . A L C板への施工も可能である 。

5  ) 綴織替えに適用できる 。

モルタルや按丘剤を使用しなくとも、施工が可能

であるため、仮設壁・間仕切壁・ディスプレー等、

取り答え、取りはずしの必要な場合にも使用でき

る。

6  ) 施工例

現在ではかなり施工実績も噌えてきている 。特に

京都三千院のような伝統的な建築物にも、新工法

である当工法が採用されたことは、上記の持徴が

理解された証明でもある 。

写真一2 京都大原三千院

( おおさわ よしのり タイレール株式会社代表取締役)



日本建築協会

月間の動き

昭和58年 10月分

理 司E
. 6.  

. " .  

定例理事会

19日 4 時- 5 時 於本会会議室

出席者福田会長ほか21名

議事( 1 ) 定時評議員会にかえて書面表決の件

(2) 集合分穣住宅における品質保証に関する研修

会開催の件

(3) 建築関係団体合同忘年懇級会共催の件

(4) 建築 8 団体合同新年交礼会共催の件

(5) セミナー「現代建築と空間造形」後援の件

(6) 新事務所の利用計画等( 12月22日移転予定)

(7 ) 入退会者承認の件

(8) 報告事項

企 画 委 員

. 6.  

. ".  

企画委員、常設委員会代表懇畿会

6 日 0 時- 2 時 於本会会議室

出席者福田会長ほか 9 名

議事 今後の協会運営について ( 7 リー卜ーキング)

編 集 委 員
. 6.  

. " .  

1 月号第 5 回編集幹事会

3 日 6 時- 9 時45分 於本会会J韓釜

出席者 田中幹事ほか 5 名

議事 f21世紀への関西ー魅力あるまちづくりを問う」

特集一座談会・アンケート ・プロジェクトーの

編集作業

青年技術者掲総打合

5 目、 7 日 10日寺- 1 7時 於本会会漁室

出 席 者 第30回青年技術者

議事掲載原稿のとりまとめについて

第 2 回車種造分科会

6 日 4 時- 7 時半 於本会会滋室

出席者 高精幹事ほか 4 名

議 事 昭 和59年 2 月号「関西の超高層ビルJ ( 仮称) 特

集の企画の具体化

作品作風小委員会

12日 3 時- 5 時 於本会会議室

出席者小野副委員長ほか 6 名

議事( 1 ) 新建築調査表の選定

(2) 作品縄載状況、そのほか

第 2 固法令分科会

13日 1時- 3 時半 於本会会議室

出 席 者 坂 幹 事 ほ か 3 名

議事法令特集号のテーマについて

編集委員会

13日 4 時- 5 時半 於本会会議室

出席者機山委員長ほか 5 名

議事( 1 ) 10月号「プレストレス卜( 鉄筋) コンクリート

精進」特集経過報告

(2) 11月号「第30回青年技術者」特集選衡結果報

告

(3) 11月号「大阪城国際文化スポーツホール」特

集経過報告

(4) 12月号「集合住宅と音」特集報告

(5) 1 月号 f21世紀への関西ー魅力あるまちづく

りを問う」特集報告

(6)  2 月号「関西の超高層ピ JレJ ( 仮称) 特集( 祭)

の企画

(7)  3 月号「都市( まち) の活性化と商業文化空間

の可能性J ( 仮称) 特集の企画

(8) 4 月号以降の特集企画

(9) 各小委員会報告( 作品作風、広告企画)

( 1 国来年の表紙デザイン

(11 ) 収支状況報告

「建築と社会」箆昭和59年 1 月号座鮫会

f211宜紀への関西- 11カあるまちづくりを問う ー」

14日 5 時半 - 8 時45分 於本会 3 階会議室

出席者 赤羽徳雄( 朝日新聞記者) 、仙石恭輔( 大阪

市総合計画局企画課長) 、端信行( 国立民族

学憾物館助教授) 、吉田あこ( 内藤建築事務

所主任研究民)

司会鳴海邦碩( 大阪大学助教授)

傍聴者 間中 ・岡田・手嶋委員

広告企画小委員会

25日 4 時- 5 時半 於本会会綴室

出席者償山委員長ほか 7 名

議事 (1) 11月号「第30回青年技術者/ 大阪城国際文化

スポーツホール」特集. 広告途中経過報告

(2) 12月号「集合住宅と音」広告途中経過報告

(3) 正月号 f21世紀への関西ー魅力あるまちづく

りを問う」特集報告

(4) 2 月号「関西の超高層ピ Jレ」特集広告企画

(5) 3 月号「都市の活性化と商業空間の可能性」

特集案

(6) 収支状況報告

事 委 員
. 6.  

. ".  
業

若い会員の集い企画分科会

3 日 6 時半 - 9 時 於本会会綴室

出席者樽本主査ほか 2 名

議事 「学習シリーズ J ( 家具) の企画について

若い会員の集い企画分科会

24日 6 時半 - 9 時半 於本会会議室

出席者柳本主査ほか 2 名

議事 「学習シリーズJ ( 家具) の企画について

教 育 委 員
. 6.  

. " .  

工高生教育小委員会

5 日 5 時半 - 8 時 於本会会J轟室

出席者崎山副委員長ほか 6 名

議事( 1 ) 第29図工高生デザインコンクール応募作品の

予備審査について

(2) その他

建 材 委 員
. 6.  

. " .  

見学会

13日 9 時- 1 7時 於滋賀県大平染工側

出席者牧田委員長ほか 9 名

原紙l より紡縦、染色、カーペ y トタ 7 ト機による生

産までの一貫工程を兄学。

委員会

20日 4 時- 5 1時半 於本会会議室

出席者牧問委員長ほか13名

材料説明 セブンウオール

説明者株式会社セブンケミカ Jレ

議事 (1) 今後のメインテーマ

(2) 今後の新建材紹介コーナー

(3) そのほか

出 版 委 員

A .  

. ".  

小委員会

20日 3 時- 5 時 於本会 3 階会議室

出席者佐々木副委員長、須賀委員

共同執筆者= 馬湯宏明 ・天野悦治・浜田富枝・関口

恭子( 以上、キンキ柵造設計)

議事 「躯体工事監理のチェ y クポイント」の執筆依頼

について

議 習
. 6.  

. ".  

建築工事実務講習会

19日 9 時- 1 7時 於建設交流館

聴講者 93名

科目講師

・施工計画

胸 大 林 組 本 底 建 築 工 務 部 次 長 金 回 宏氏

・仮設見積

附大半材畳本底建築工務部工務課長代理安立 俊夫氏

・積算業務

側 竹 中 工 務 底 大 阪 本 底 見 積 課 長 黒 川f正一郎氏

コ ン ク J レ

第29図工高生デザインコンクール審査会

15日 1 時半 - 7 時 於本会会議室

出 席 者 審 査 委 員 柳 審 査 委 員 長 ほ か12審査員

委 員 会 ・多胡教育委員長ほか 5 名

議 事 応 募 作 品114点の審査

見 尚
子

. 6.  

. " .  

国立文楽劇場新築工事の見学と竹本文字大夫にきく

日本建築協会・大阪府建築士会 ・大阪建築士事務F肘品会・

大阪建築設計監理協会 4 会共儲

20日 l 時- 5 時 於大阪市南区

参加者 62名( 本会のみ)

〔建築概要〕

所 在 地 大 阪 市 南 区 高i幸町 3 番丁一 2

建 築 主 文化庁

工 事 致 理 近 畿 地 方 建 設 局 営 繕 部

設計・監理 黒川紀i ; t 建築都市設計事務所

施工( 建築) 竹中・銭高建設共同企業体

施工( 設備) 三精輸送機株式会社ほか 6 社

建 築 ク ブフ

朝食会

11 日 8 時半 - 1 0時 於大阪グランドホテル

出席者 64名

当日は比叡山延暦寺の長施、業上照澄氏より、戦後

はじめての千日図崎行をなしとげられた同氏の人生観

などを伺った。

役員会

27日 O時- 2 時 於本会会議室

出席者塚本代表、福田会長ほか 6 名

議事( 1 ) 12月以降のスピーカーについて

(2) 新年宴会の開催について

(3 ) 事務所の移転について

] 1 [  
建 築 関 係 団 体 合 同 忘 年 懇 親 会

第 1圏実行委員会

17日 0 時半 - 2 時半 於大阪建築士事務pJrtJ品会

出席者 長尾委員長ほか11名

議事( 1 ) 委員会の設置と委員長の互選

(2) 共催及び協賛団体の確認

(3 ) 本年度開催案の承認

(4 ) 収支予算案の承認、その他

第 2 回実行委員会

31 日 3時- 5 時 於大阪建築士事務F肘品会

出席者長尾委員長ほか 9 名

殺事( 1 ) 収支予算修正案承認の件

(2) 行事進行案の件

(3) 余興に関する件

(4 ) 招待先の件

(5) 賛助、景品寄贈依頼先について

新 年
. 6.  

. ".  
交 干し

8 団体司E務局打合会

17日 3 時- 5 時 於大阪建築士事務pJfthi，会

出席者 8 団体各事務局

議事 (1) 昭和59年 1 月4 日の新年交礼会について

(2) その他

建築と社会 / 19お 年 間 号 63 



内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市中央区北長狭通4丁目2番4号( 英和ピル)

電 話 神 戸 (331) 0881- 3  

支盾大阪市北区西天満2丁目6番8号 ( 堂ピル5階)

電 話 大 阪 (364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市東灘区御影石町 4 丁目( 電話811-3610)

テトカッパー防水

• 
-・・ ・・・・・ " " ・・・・・・・ ・ー今一一 一一

.  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .ー ャー一一ー一ー ・・・ ・・・・・.  
一一宇ー ョー. .  .  .  

防水専業の研究・経験から生れたすくない資源のパーフェクトな防水層です.

この防水層は ( 一層防水) 施工するだけで、防水は完箆です。

温度変化に伸びがなく、柔軟性に窟み、耐酸、酎薬品性に 優 れ 、腐蝕しません.

カ y ・ヰム帯 コーパータイト 新 工 法

" 1 / 、園田 E百7 K r5!I 

Ｏ ｾ＠ ｾ＠ r J J ' J 、" m円 オクロン防水車停 プレノテクト吹付工法

選議

奥山化工業制飢
本 社車京罰中央区盤l ! ! 8 - 4- 9

大阪司停務所 大阪市淀川区東三国6- 1- 41

埼玉肯噴冊埼玉県桶川市東 1- 3- 30

唐木出張所神様川県厚木市金田 259

名古圃幽閉f 名古屋市南区若草町33

九州出張所佐，賀県佐賀郡諸富町大字崎直埠450

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 : 大 阪市東区両谷田f 1 - 1 2 日生ビ ル 宮 (943)6571代 表

東 京 ・横 浜 ・盛岡・仙台 ・水 戸 ・静 岡 ・岡崎・名古屋 ・富 山 ・大津・京都 ・神 戸 ・広島 ・高松・福岡 他 全 国 主 要 都 市

Ei 沼周構造認定( 防火第404号)

モルタルクラックが大幅に減少 左 官 作 業 の 近 代 化

工 期 の 短 縮 が 図 れ る 左 官 用 高 級 ス タ ッ コ 一 発で特殊「白モルタル」スタッコ仕上

シンコ一白百t91L 。

地震に強い家をつくるモルタル下地合板

F E亙ヲ; 程調v ト

ヌーハーローヲー

⑧ 側 新 興 建 材 工 業 所
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空 欄 ・ 衛 生 股 備 の頁

空 気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計 ・施 工

φ  
ま喜朗目玉業税

本 社 東 京 都 港 区 浜 総 町 1- 25- 7  
電 話 (434) 6171 ( 大代)

大阪支社 大阪市淀川区加島 1- 58・59
電 話 (302) 2 2 7  l ( 代)

支 底 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州

営 業 所 量111 路 ・函 館 ・ 盛 岡 ・機 浜 ・ 勝 間 ・京 都 ・ 神 戸

震災羽汚禁処皇 設計地工

φ 料 大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大 阪372局7151 ( 代 )

京都 市 東 山 区 大 和 大 将 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4944( 代 )

神 戸 市 中 央 反 下 山 手 通 6 - 2 - 8 1童 話 神 戸 341局 5 8  9  2  

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

- 大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社

本 庖 大阪市西区江戸綱l 丁目 9番25号 干550 電話 (06) 441-8231 ( 大代}

本 社 東京都中央区銀座2丁目 2番17号 〒104 電話 (03)535-5251 ( 代表)

支 社 大阪・東京・名古屋福岡

支 底 札純・仙台・新潟・金 iR ・天理 ー岡山・広島・高絞

営 黛 所 帯広・函館・膏森 ・秋田 ・盛岡・前縫・千葉・償浜・静岡 ・豊田

ｾｴ 富山 ー 長野・福井・京都 神 戸 徳山・松山・高知北九州

熊 本 ・ 鹿 児 島 那覇

出 張 所 旭川・福島・徳島・長崎

海外支庖 シン ガ ポ ー ル ホ ンコン

. 総生井水衛生 ・冷暖房

・空気綱和股0・・その他管工事一切の彼置十・縮工

⑮ 斎 久 三 業 株 式 会 社

本 社 東 京 総 千 代 田 区 大 手 町2-6-2 ( 日本ピル)

電話 03-( 270) ー741 H倒

大阪支社 大阪市北区中之島4- 2- 38 電 話 06- ( 443) 印刷(的

支 后 札 幌 ・ 岡 山

営 業 所 仙台・千葉 ・機 浜 ・名古屋・金沢・図面・広島・領岡

出 張 所 福 井 ・ 倉 敷 ・ 松 山 ・ 宇 都 宮 ・ 静 岡 ・ 苫 小 牧

空 気 調 和 訟 備

給 俳 水 ・衛生 水 道

電 気 量 生 側

腕 房

ｾ＠ 環 境 衛 生 施 訟

"云、 l 荷 役 運 継 機 械

' - ー/ 化 学 鉱 山 織 械

三機工業株式会社

取締役社長 玉 置 純 治 郎

取締役支庖長 杉 浦 敏 郎

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 1肘 也 電 話 大 阪 (202) 代表3071

本 庄 東京・日比谷・ 三信 ピ ル

支 庖 名古屋・九州・北海道・中国・東北・北陸 ・四国・シンガポール

営 業 所 俄 浜 ・ 静 岡 豊 田 ・ 岡 山 ・ 金 沢 新 潟 ・ 香 港

空 気 調 和 股 備

衛 生 股 備 誌 計 施 工

令 三 建 設 備 工 業 株 ま 竃 社

大 阪 支J苫 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  ( 代 )

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 僑 釧 鮫町 ト35- 8 電 話 ( 667) 3431 ( 大 代 )

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・金 沢 ・ 新 潟 ・ 償 浜

。棒式会社三発空調

取締役社長 斎 藤 博

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13番 20号 電 話 06- 363- 1371 

東 京 本 庖 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 新 宿 住 友 ピ ル 電 話 03- 344ー 1911

大 阪 本 庖 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 13番 20号 電 路 06- 363- 1371

支 底 仙 台 市 大 田T 2  r 目 2 If;: 10 号 電 話0222- 61- 3002

名古屋市中村区名駅南2丁目 14番 19号 電 話052- 581- 8571

広 島 市 中 区 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22号 電 信0822- 47- 4535

徳 岡 市 中 央 区 大 名 2 丁目 4 番 22号 電 路092ー761- 3795

出 張 所 青森秋図 ・宇都宮・機浜・福井京都・神戸・松江・高松・下関・沖縄

cl eanOi r  
丸

。2F.1R，喜j要警K54会法

ｾ＠ 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 濠 結

官 暫 よりよき環境へ技術て鵠t r - 一一一

句P 株式針士事責研

、直面， 本 社 大阪市南区瓦屋町2丁目 11番16号( オートセンターピル2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 代表

メンテナ ンス部 大 阪 市 大 淀 区 豊 崎 4 丁 目 5 番 21 号

郵便番号531 電 話 大 阪 (06) 374- 0  5  7  1 代表

東 京 支 庖 東 京 都 千 代 目 区 九 段 南2丁目2番5号( 九段ピJレ2 - 4階)

郵便番号102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1 代表

商昂は空気です。 V ニアC

"  側 熱一と控空=:二悩L

大気責蹴土

2- に_ / 撒 d品お2抑肌附詐凱制. J♂m註

志 社 ・ 車 窓 宣 車 東京圃踊咽II! II 蘭 宿2-6-1 ・03- ) 44-1851 (:: 剛健} 大幅宜g ・06-.... トー型車51 ( 代}

名古置宣l ! . 品2- 211-1535( 代} 丸岡宜l ! . 曲2-' 31-21' 7 世 揖 断 札 暢 ・仙台・ 帽浜 . . ・

神戸 ・広. 出現所 : 舗瑚・量沢 ・大宮・静闘 . . 回 ・圃山 ・睡山・闘志 ・血鬼畠・沖縄・ バンコヲ

空 気 調 和 ノ〆、¥

給排水衛生 『元工J 〆

搬送機設備

設 計 施 工

第・ーエ索抹式会私

大阪支庖

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 5 - 11- 12 電話 06- 313- 1846

JL 孟委主 公 大 阪市 北区西天 満 5 - 11- 12 電 話 06 - 313- 1846

Z 主 去 立 匁 枚 方 市 甲 斐 団 東 町 9 番 3 号 電 話0720 - 49 - 2128 

設 備 部 大阪市北区西天満 5 - 11-12 電 話 06- 313- 1846

霊園12. 2t 枚方市甲斐回東町 9 番 3 号 電 話0720- 49 - 2128
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「mDD側骨ーコ 空 気 聞 和 敏 備

股計施工

換気・除塵設備

東 洋 撚 工 . 繊 豆 電 盆 極 大 橋 安 畠

大 阪 市 西 区 切 本 町 3 - I  - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

志 社 東京舗中央区京鎗 2 丁目 9 T E L ( 562)  1 3 5  I  

支 庖 名 古 屋 ・ 福 岡

給 ・ 排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・ 暖 冷 房 設 備

3522西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 大 淀 区 中 津 6 丁目 8 番 4 号 電自重大阪 ( 458) 3531番

支底・営業所 福岡 ・京都・天理・川西

日差・冷房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

回高

言宣 言十

ｦｩｾ＠

施 工

釜負
ふM

-← 

大 阪 支 I高 大 阪 市 北 区 芝 田 1丁目 4- 8 ( 北 阪 急 ビ ル 9 階)

電 話 大 阪 ( 372) 2  5  1  1  ( 代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 級 河 台 4 丁目 2 番 地

営| 建 制 限 の 防 火 材 料

難 | セメント系吹付材 ソリジットスタイン 基材問等 o  0  0  3 号

品 川 残 リ シ ン 吹 付 材 エ パ ウ オ ー ル 基 材 問 等 o0  0  3 号

アクリル系吹付材 エ パ ー サ ン ド 基 材 問 辱 0 0 0 4 -1t

本 社 大 阪 市 東 住 吉 区 駒川 2- 4- 22 電 話 (06) 702ー 7814- 7

東 京 司 匹 狼 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 網 開 出 張 所
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白九円

木材保存のトップメーカー

; 雪量ヨ・|

住まいのガン細胞、し ろあり公害を未然に防ぎましょう 。

@シロアリ予防 ・駆除・施工 (10ヶ 年 保2正f寸)

ｩ サンブレザーＨ予防剤ｾ定 Ｉ

@ 製 造 販 売 { サ ン ソ イ ル ( 土岐 処 理 剤)

I P Gスケヤー( 加l玉注入防腐木材ー土台大曳周)

山 陽 木 材 防 腐 株 式 会 社

大 臨 宮 揖 所 〒 541 大 阪 市 東 区 北 浜 3 丁 目 ア 惜 愛 ピ ル 宮 崎 -23ト 6406

化 成 品 部 〒 101 東 京 都 手 代 田 区 神 田 須 田 町 ド 笛 芝 惜 神 田 ピ ル " 03-254- 個 別

⑨日本管工業株式会社

本社及京都宝庫 京 都 市 南 区 西 九 条 量 豊 田 町 2 0 番 地 の 1

電 話 (681) 5  1  0  1  - 5 ・ 夜 間 専 用 (691) 1045 

大 阪 支 I苫 大阪市北区天満1- 5- 20 電 話 ( 06 ) 352- 3501側

三 軍 支 庖 海 市 栄 町 2 - 1  1  1  官直結 (0592) 26- 361鮒勺

四日市営難所 四 日 市 市 西 末 広 町 電 話 (0593) 53- 7431杓

滋 賀 営 業 所 大海市中央 2 丁目 4- 28 電 信 (0775) 22- 973鮒勺

.111
"
• Ａ舎町震 ｡ 嗣ｾ

ーＱ］電｟ＮｾＮ，Ｎ

③首途端達橋幸吉

c k  

営業種目

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 工 事 ・ 設 計 ・ 施 工

卒山玄葉桜lt念杭

ｾ＠

大阪市西区江戸堀1丁目 22番F号

f t 06- 441 - 1994 ・443- 0331

各 種 障 害 撤 去 ・ 砂 礎 層 穿 孔 撤 去 ・ 玉 石 層 穿 孔 撤 去

・岩盤層穿孔撤去・鉄筋、鉄骨コンク

リート穿孔撤去・杭引抜き及び撤去

株 式 会 社 菱 備 基 礎

本 社 鐙 中 市 宝 山 田T 22 番 44 号 〒560 電 話 ( 06) 841ー 7121 - 3  

工 均 豊 中 市 平IJ 倉東1丁目 16番5号 〒561 電 話 ( 06) 863- 0207 (代)

活字のない印刷

⑩日本写植印刷株式会社

神 田 都 義

本 社 〒545 大阪市阿倍野区阪南町7-5-30 骨 06 (反則 1111代

日本写植セ ンヲー 〒892 鹿児島市名山町4-7 三宝 ビ ル ー 0992 (26) 4371 

津山写植セ ンター 〒708 i量山市大手町8番5号 機 範 庖 会 館 世Oお82 (4)  1771 

沖縄写植セン 7 ー 〒筑氾南風原村兼被 沖縄印刷団地雷 O鑓8 (55) 6100 



電 気 股 備 の 頁

設 計 施 工

⑤ 

気 株

電 気 設 備

電 気 ・ 計 装 工 事 言 宣 言 十 施 工

栗 原 工 業 繍 式 会 紅

ー逮

社
ム一

A
式電陽朝

士

本 社 大阪市北区中之島 3 - 2- 4 朝日ピル T E L 大阪06 (385) 1361  ( 代)

大阪営業所 T E L 大阪06(385) 1361 (代) 京都営業所 T E L 京都075(311)1185( 代)

東京営業所 T E L 東京03(574) 0  6  6  5  循岡出張所 T E L 福岡092(771) 6  1  6  8  

賞本山代表取締役
英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 急 ビ ル T Eし0 6- 31 3- 1  10 1  

支 l苫 東 京 ・ 名 古 屋 ・舞 踊 ・京 都 ・ 天 理

大 阪 商 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・四 国 ・ 九 州

信原栗取締役社長

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

横 田 幸

社

電 気 工 事 設 計 施 工

一
一
一

株 式 会 社

大阪支社長

大阪市東区高蝿矯五丁目 二 八番地 電 話 大 阪 ( 202) 0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 本 し 続 ・ 仙 台 ・ 丸 / 内 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

営業所・出張所 全国主要都市20々所

ヰ土

庖

本

支

出 張 所

限 り な き ク リ ー ン に 挑 戦 す る グ

電 気 設 備 ・ ク リ ー ン ル ー ム ・冷 暖 房 設 備

給 排 水 衛 生 般 傭 ・富十議需IJ f 卸般傭 ・立 体 自 動 倉 庫

エ ネ ル ギ ー 集 中 監 視 シ ス テ ム ・ 回 転 式 自 転 車 置 場

段 富 十 施 工

三宝電機械式会祉

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

ｾ＠
社

干 530 k 阪 市 北 区 西 天 満 2 - 6 - 8 ( 堂ピル) T E L  06(364) 1  4  7  1  

TEL EX 523- 3  2  8  7  

干 105 東 京 師 港 区 新 情2-16( ユュー新構ピル) T E L  03(504) 0  2  3  1  

TEL EX 222- 6  7  2  4  

干462 名 古 庖 市 北 区 金 雄 三 丁 目 12 ー 14 T E L  052伶91) 5  1  3  1  

干657 神 戸 市揖 区 岩 邸 中 J T! -2-9( エピスピル) T E L  078(881) 5  5  7  1  

本 社

東 京 支 底

名古屋宝 庫

神 戸 支 底

大 阪 市 福 島 区 福 島 7 - 2 2 - 8  

TEL( 侃 ) 452- 1151( 大代 )

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

本土本

事業所

電気・計装・空調工事設計施工

ＱＷｾ ト・ ｒ 工 ［ＮｊｾＮ 二列 Ｎｲｾ 式 Ｙｕ

山 本

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 了 同 l 番 3 号

T E L  0 6 - 3 6 4 - 3 0 5 6  ( 代)

東京・神戸・広島・岡山

名 古 屋 ・岡 山 ・札 銚 ・ 普 小 牧 ・ 浜 松 ・滋賀

京都・高砂・ 三原・徳山・松山・新居浜・福岡 - 沖縄

?坐ュ

] C  
方く取締役社長

社

支 l古

事 業 所

A  

本

ナニワ緩匂12ii

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

大

臣

市

埠

週

区

元

町

一

丁

目

七

四

ニ

電

話

削

五

O

六

五

興

代 表 取 締 役 土 井 敏 裕

大阪市北区西天満 2 丁 目 6 - 8 ( 堂ピル 7 階)

電 話 (361) 3  6  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 (671) 1  4  7  8  ( 代)

川 崎 ・ 相 模 原 ・ 堺 ・滋 賀

総合般0・工事〈般計・絡行〉

建 築 ・電気・アンテナ ・送電線・プラント .1十重要・空間・土木

⑧ 太 陽 工 藤 工 事 株 式 会

取締役会長 小 林 四 郎

取締役社長 代 谷 正 元

Standard 

奉 仕 感 謝 の 庖

タ イ ル 工 事 施 工

認 刈 3警 察 零 歳 怠⑪ 

フ タ パ

大 阪 市 西 区 西 本 町 1 ー 13- 33( 靭本町バス停前)

電 話 大 阪 06( 532)代 0461 ・550

天理営業所 天 理 市 丹 波 市 町 新 町 50

金士耳巨

文 化 庁 ・ 宮 内 庁 ・ 各 府 県 庁

量要文化事 社 寺 ・ 天 理 教 教 会 本 部

達御 用

飛 鳥 野 瓦( 怠匠登録549771号) ¥ 

110750， l製造販売

渡辺式緩勾配安定瓦 ( 実用新案登録出願中II07Si' ) 1  

各和i羊 瓦 全 般 ・ カ ラ ー ベ ス ト ・ モ ニ エ ル 瓦 ・ セ キ ス イ カ ワ ラ U

ｾ顎孟宇工業所
代表取締役 小 林 麻 造

〒 630 奈 良 市 西 新 在 家 町 17 番 地

電 話 奈良 ( 0742) 2 6 - 2  9  0  1 番( 代表)

創業67年 綜 合 施 工 却

久保田鉄工・松下電工側・日本モニエ Jレ側・積水化学工業側・富士スレート側特約代理庖

⑥ 瓦 寅 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 生 野 区 林 寺 1 丁 目 5 番 14号 吾; ; ; 544

話 06( 715) 0  2  0  1 代 表 - 5 番

大 阪 市 平 野 区 工 窃 兵庫県三原郡( 淡路島)
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営 業 所



特殊壁装材製造販売和室に最適

一一一ー・察楽壁紙・ホクシノン (無機質壁紙)

E回線) 由。ョコ! J C::2

営 業 種 目

・防 水 工 事 塗布防水・シート防水・モルタ Jレ防1] (

・樹脂注入媛着工法 各種紛脂注入接着補修工事

・ 亀 裂 相 官 修 工 事 各種術脂注入・充域 ・コーキング

・ シ ー リ ン グ 工 事 シリコン ・チオコール・ウレタン・アクリ Jレ

・吹 付 工 事 アクリル ・リシン・弾性タイ Jレ・その他

。建 践 着 陸 許 可 大阪府知事許可( 般ー53) 第 51225号

。日本シーリング工事業協会4 員

大阪市北区末広田T 3  - 2  1  I.J.ι 、比三t:::. ' rII・ 4 圃 .....τ 主宜

星和地所協町ピル201 s  ｜ｾｉ＠ ＮＮＮＮｯｲ 守守ヨｾ . . .  宅7 4J T1

T E L  06( 315)070 1  '".・ 7 ・.. ＣＭ・・ＮＮＮＭ、ｾ・

雪月二.InCS A ＷＮＺ，ニＢ， ｮ ｬＡｾＺＮＮｴー
セキサン1'¥イル ( S M. AC.PC. RC)  

カネライトフォームーA L C.鋼 材

建 築 材 料 一 式

浜 宗 産 業 株 式 会 社

代表取締役; 賓岡 浩

本 社 〒 629- 31 京 都5府 竹 野 郡 網 野 町 下 網 野

T  E  L  ( 0772'1) 2 - 2  2  2  0  ( 代)

舞 鶴 営 業 所 〒 624 舞 鶴 市 福 来 1 6  0- 1  

T  E  L  (0773)  76- 0133( 代)

岡田ペーパー株式会社

。大阪市西区北堀江 2 丁目 5 番20号

T  E  L  06- 531 - 4601 (j"l: )  

06- 541 - 230日代)

フロアーサンデイングシステム関連商品

研 磨 材 料 & 研 磨 機 器

布紙ペーパー& ジスクペーパー

調iE皆伝する

製造元 白書マスヲーピ'J a . . ヲ工夫掠式会融

販売元 JIC三. r' . . J コ' -:，勾圃E 傘忠彦宅重量Z最主

本 社 / 東 京 郎 港 区 六 本 木 3 - 1 6 - 2 6 ・03-582-8811

大阪H 業 所 / 大 阪 市 東 区 北 汲 3 - 7 ・06-202- 3294 

。-" Ｎ￞ｊＭ Ｉ｜ｩｾＭ 酬の断熱用シｾ人
1移〉・ 司 令

目rl ，，11イナ11ーシートP

目立バイナリーシート P は，目立防水シートに発泡ポリエチレンを独自

の貼り合わせ技術で積層した，二重精進の断熱費雇用ニ量防水シートです。

目立電線株式曾祉相 剛 刊臥棚 Ｒ ｔ ｉＳ Ｑ ＮＲ ｾＨ 棚ピＩＡｊ Ｉ

テ、ンカC S Aファミリー製品

68 

・安二J OCSA. …………. . . ・ H ・- … … … コンクリー卜のひびわれ防止に

( 膨張 性混和 材 )

・子二 ｊｏＢｾ ，ヨニ ｊ ……………………・鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに
( グラウト用無収 縮 材 )

・子二 ｊｏ 司 ｆ Ｚｲー宇吻 ｉｊｾ …………・・…コンクリート躯体の漏水補修に
( 止 水 ・補修 用 急硬 セ メン ト)

・望号ニJ OES. …………………. . . ・ H ・- …地盤補強用薬液注入

( 土質安定用急硬 材 )

・安ニ. I0I I 000 ・……. . . . . ・ H ・- … … … コンクリートパイルの早期出荷と

( 製品用超高度混和 材 ) ハイモメン卜製造用に

電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 小 浦 産 業 株 式

T E L 大阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

A . .  

' : z; ;  社

T E L 大阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

T EL 東 京 ( 0 3 ) 2 7 2 - 8 5 0 1  

光 洋 物 産 株 式 会 社
; ; l 、ーコー/ 本社

T E L 大阪 ( 0 6 ) 2 5 2 - 6 0 0 0  T E L 滋賀 ・守山 ( 0 7 7 5) 8 3 - 2 3 8 1  



電気・空調・衛生など各種般備分野の記事が 1冊の雑箆に/

画ｾＫ圃富十嵐圃Ｋ圃圃Ｋ圃軍事｛ｉｊ
語ｼ圃｛ￏ｝ｾｾｾ回ｾ圏直閉園

~ 充 実 し た 実 務 家 の た め の 内 容 ~

・視点・随筆 業界，学会， 社会，文化 について ，学識経験

者の見解を発表

・新建築・新設備 注目すべき 建 物の建築と設備を紹介

・ 特 集 業界， 社会のニーズにこたえる諸テ ーマを と

らえて， 必要知識を紹介

建築，建築設備，機器，材料に関連し実務上

必要とする基礎知識を連載

・特別講座 業界， 社会のニ ーズにこたえ，時代的 テー

マに関し実務上必要とする知識を連載

. ニュース 圏内・ 海外 ニュ ース，機器 ・文献 ニュース

・会社だより，研究所だより その他

座. 講

|  机l Ml あ rmam川い! IIl IIIIIl 州1

1

J  "  I込 次 . ， . 送 付 |  

〒 104 東京都中央区銀座1-6- 10(皆川 ビJレ) ft 03 (535)  6690 ・ (561) 1765
建築設備綜合協会社団法人

全
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出 版 案 内 一一一好 評 発 売 中

新 刊 図 A 5 ・341頁 定 価3，700円・ 送料300円

建 築 構 造 問 題 快 答 集

担| 日 A5 . 430頁各民5 謂 J 以 謂

l 納まり やす く施工し やすい配筋の指導書

建| 差配筋読弁f本・改訂版

tl iY;r;;きJ
と手 で健かめた水 と土の記録

最新場所打ぐい工法

北中克己 蕃

A 5 ・341頁 定 価3，切O円・送料300円

燈築技術者 並びに ビル管理者の ための

一創設内外装の損傷と補修

l  同編 集部 編

三弓z割I 8 5. 28捌 淵9領頁 定価侃3.6刷0∞0円 封釧ヰね捌3抑∞

問 じ失敗 を繰 り返さないために

聾失敗の実例に まなぶ

同編 集部 編

ド|鵬首貴子主調革

詰li 事差益主毒議室お葉蔭
上巻 8 5 ・453頁 定価6，000円・送料350円

高

藤

真

澄

ほか



特 許・耐酸被覆鋼板

耐久建築屋根・外壁材料 l f I J I !J 9J 乱暴ゆJl

半 世 紀 の 実 績 が

誇 る 技 術 と

ア フ タ ー ケ 戸 一 /

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品 種・オリエンタルカラースーパーメタJ レ( CS PM)

・オリエンタルスチールライト ( S T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

i皮板規格 S 小 波・S 大 波・Vi 皮・ボ ックス波・ W ジ ャ ン ボi皮・V デ ッキ

S Vジ ャ ン ポi皮・其 の 他

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・竪樋・軒樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・エキゾスター( 強制) )  

ホーンタイト( 防音壁) ・其の他

※ カ タ ロ グ を 御 前 求 下 さ い

犠 市 ｉｊｉ Ａｊ ｾｊｬｊＹｊｬ 製造線式会祖
大 阪 本 社 〒660

営 業 部 〒660

支 庖 及 工 場

尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 2 6 松 本 ビ ル o1i : 話大阪 ( 06) 412 - 5131( 代)

尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26 松 本 ビ ル 屯話大阪 (06) 412  - 5131  ( 代)

大 阪 ・九州 ・名古屋 ・広島 ・東条 ・刈谷

姫路( 東洋建材工 業. 株)

蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号 電 話 蕨 ( 0484) 42- 3115 ( 代)

東 北

東 京 本 社 及 工 場 〒335

支 l吉及工場

I 巻- 基礎篇

第 1 編 基 礎 第 2 編 総 合 計 画

書官 3 編 汎 用 機 器 お よ び 電 気 設 備

第 4 編 材 料 と 施 工 付 録 法 規 ・ 規 格

第 10編

第 11 編

第 12編

給 排 水 ・ 衡 生 計 画

給 排 水 ・ 衛 生 機 器

給 排 水 ・ 衛 生 特 殊 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 応 用

上 下 水道

E 巻- 空気調和篇 Z;Z 222222・m 十

皿巻- 給排水・衛生篇 2 Z  

N巻- 資料篇

編 空 気 調 和 応 用

巻

円

円

割

引

u
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+

ω
ω
 

E

7

4

 

+

 

-

価

価

格

頒

価

学

ト

衛

ツ

空

定

セ格価 分冊価格( I ， n， m各巻共)

空 衛 学 会 員 価 ・・ ・13000 円

定 価 ・ー 16000 円

N 巻 資 料 篇 は 1 冊

空衛学会員側・ ・・5000 円

定 価一 . 7000 円

送料

申込 現金書 留ま たは本学会指定の振込用紙にでセ y ト数明記の上，代金 ・送料をご確認のうえ，最寄りの郵便局ま

方法 たは銀行へお払込み下 さい 。

2R空気調和・衛生工学会 諒L212TE?なヰーム2 U)JJZ12222益出足
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最大の敵。

ｩｾ 重 な資源 “ 水 Ｂ も建物にと っ て最大の

敵となることもあります。

日本アスは多年の経験と 実積を 生かして

完全防水に取り組むプロ集団です。

地 区

北 海 道

会 社 名

ト フ ジ 工 業 株 式 会 社

日 本 防 水 総 業 株 式 会 社

日 本 防 水 総 業 側 旭 川 出 張 所

日 本 防 水 総 業 側 釧 路 出 張 所

日 新 建 工 側 札 幌 出 張 所

大手口工業側苫小牧出張所

大 和 防 水 工 業 株 式 会 社

開 発 株 式 会 社

北 原 建 材 工 業側 仙 台 営 業 所

協 和 建 材 工 業 側 仙 台 支 底

日 新 盤 工側 仙 台 支 庖

日 新 礎 工 鮒 青 森 出 張 所

日 新 建 ヱ側 秋 田 出 張 所

日 新tl 工 側 郡 山 出 張 所

日 新 建 工附 盛 岡 出 張 所

日 新 建 ヱ側 山 形 出 張 所

築 工 業 株 式 会 社

伊 政 建 材 株 式 会 社

金 問 工 業 株 式 会 社

北 原 建 材 工 襲 株 式 会 社

木 下 工 業 株 式 会 社

協 立 工 業 株 式 会 社

大 東 ス レ ー ト 株 式 会 社

株 式 会 社 東 京 シ ン グル

束 京;I!!_ 青 株 式 会 社

合 資 会 社 中 西 商 会

日 新 建 工 株 式 会 社

日 本綜 合 防 水 株 式 会 社

野 口 エ 材 株 式 会 社

泊 図 工 業 株 式 会 社

富 士 エ 材 株 式 会 社

藤 ;I!!_ 脊 興 業 株 式 会 社

フ 7 パ 興 業側 東 京 営 梨 所

古 川 株 式 会 社

北 傑;I!!_ 青工事陸株式会社

大辛口ヱ集株式会社

;I!!_ 背 建 材 株 式 会 社

有 限 会 社 神 守 建 材 社

金 港;I!!_ 背 株 式 会 社

不 二 防 水 エ 撲 株 式 会 社

北 原 ill 材 工 業 側 千 葉 営 難 所

日 新 盤 工 側 千 葉 出 E疫所

三 和 エ 柴 株 式 会 社

械 情;11/. 背 株 式 会 社

石 田 建 材 工 諜 株 式 会 社

石 田 建 材 ヱ 喋 附 大 宮 支 庖

石 田 建 材 側 小 山 出 張 所

;! ! i : 背建材』鮒 宇 都 宮 出 張 所

株 式 会 社奈 良 屋

茂 興 業 株 式 会 社

鹿 住 防 水 工 業 株 式 会 社

株 式 会 社 仙 嶺

株 式 会 社 折 橋 政 次 郎 商 庖

折 橋 商 l苫 金 沢 営 業 所

一 公 工 業 株 式 会 社

日 精 工 業 株 式 会 社

7 ) レ セ 化 也 株 式 会 社

所 在 地
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T ビL0474( : 18) 4511
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TIミL 0486( 5 1) 1251 
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区

陸

海

地

北

東

会 社 名

石 橋 建 材 株 式 会 社

協 和 総 材 工 喋 株 式 会 社

三 井 エ 喋 株 式 会 社

三 倍 建 材 エ 摸 株 式 会 社

合 資 会 社，青 谷 商 庖 沼 海 支 底

大 ，也 建 エ 株 式 会 社

軍 事 防 水 エ 撲 株 式 会 社

辰 己 防 水 エ 蝶 株 式 会 社

中 央 陸 材 工 撲 株 式 会 社

東 京 建 材 エ 撲 株 式 会 社

東 海 物 産 株 式 会 社

日 本 建 材 銅 製 株 式 会 社

宮 崎 建 材 株 式 会 社

名 ;! l ! 工業株式会社

株 式 会 社 岩 昇

株 式 会 社 名 神 防 水

吉 田 防 水 l苫

池 田 涯 膏 工 業 株 式 会 社

株 式 会 社 神 原 商l苫

国 際 工 事 株 式 会 社

清 水 興 業 株 式 会 社

日 新 工 材 株 式 会 社

日 新 礎 工側 大 阪 出 張 所

日 本 綜 合 防 水附 大 阪 支!li

ヒ カ リ エ 換 株 式 会 社

7 7 パ興事量株式会社

有 限 会 社 丸 路 商l苫

久 下 商!li

東 洋 建 材 株 式 会 社

中村 涯 青 工 業 株 式 会 社

棚 田 建 材 有 限 会 社

有 限 会 社 ミサ キ 商 会

株 式 会 社 三，羊筏III

三 和 防 水 エ 喋 株 式 会 社

豊 永 建 材 株 式 会 社

大 和 工 業 側 広 島 出 張 所

株 式 会 社 巴 商 会

和 光 工 業 株 式 会 社

大 三 エ 撲 株 式 会 社

徳 島 大 三 工 蝶 株 式 会 社

株 式 会 社 マ ル マ ス 河 野 商!li

側 7 ) レマ ス 河 野商 l苫松 山 支 l苫

株 式 会 社山本 商 会

大 三 工 業 側 高知 支 庖

安 藤 工事株 式 会 社

加 茂 装 備 株 式 会 社

草 野 エ 柴 株 式 会 社

回避 エ 材 株 式 会 社

株 式 会 社 工 材 社

株 式 会 社 三 宮 工 材

安 磁 工 事 株 式 会 社

山 崎 工 業 株 式 会 社

株 式 会 社 大 ニ 商 会

日 新興 業 株 式 会社

株 式 会 社 北 原 建材 商 会

株 式 会 社 沖縄 装 契 エ

1  
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間1 m

f言 主且

北 陸

協力車且合 員

北 海 道 7 レ ミ ス 工 業 株 式 会 社

株 式 会 社 互 述 防 水 工

練 式 会 社 昌 興 建 殺

株 式 会 社 ソ 口 防 水 北 海 道

株 式 会 社 防 水 セ ン タ ー

関 東 有 限 会 社 荻 野 防 水 工 業 所

株 式 会 社 建 工

大 興 工 業 株 式 会 社

株式会ネ土鎌屋本庖

合 資 会 社 東 日 本 制 水

有 限 会 社 飯田産 業

有 限 会 社 鹿 島 建 エ

勝 美;! l ! 背工業株式会社

株 式 会 社 コ ム ナ

ク リ ス テ ル エ 雛 株 式 会 社

- 建設省東計第240号認可
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有 限 会社 児 島 防 水 エ

新 防 水株 式 会 社

株 式 会 社 大 二 商 会

日渡 工 業 株 式 会 社

マ サ J レ ヱ 柴 株 式 会 社

伊 藤 防 水 工 業 有 限 会 社

小 野 建 材 株 式 会 社

長 登 エ 築 株 式 会 社

合 資 会 社 明 光 建 材

北 陸 涯 育 工 業 株 式 会 社

株 式 会 社 太 陽 エ ポ ッ 7 ;;z.

マ ル フ ジ 工 業 株 式 会 社

松 村 建 ヱ 附 滋 賀 支l苫

有 限 会 社 和 研 防 水 エ
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日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 協 同 組 合

本 部 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 3 - 4

関 東 支 部 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 - 2 3 - 4

中 部 支 部 名 古 屋 市 千 種 区 千 種 通 り 2 - 19( 岐 阜正 ビ J レ)

関 西 支 部 大 阪 市 西 区 新 町 l ー 1 2  - 2  

九 州 支 部 福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 前 1 - 2  4 ー 1 0  

北 海 道 支 部 札 幌 市 中 央 区 南3条 西 13- 3 1 9( 柴 田 ビj レ4 F )

合 ( 8 7 0) 5051 - 2  

日 新 工 業 内 宮 ( 8 8 2) 2424( 代 表 )

日 新 工 業 内 f i ( 741 ) 6257( 代 表 )

日 新 工 業 内 包 ( 5 3 3 ) 3191 ( 代 表 )

日 新 工 業 内 宮 ( 451 ) 1095( 代 表 )

日 新 工 業 内 会 ( 281 ) 6328( 代 表 )
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ものが摩耗に強〈、しかも 表府j写の 1 ミリ

は、すべてが実有効層一 一これが、耐久性

に大きな差のつ く理由です。

空港では、おもにメンテナンスイージー

や歩行感のよさなどで採用されたA Cフロ

ア 。 改めて強さも 実 証され、ＡＡ ， ｾり 替 えも

再度ACフロアが採用されました。

1日歩行者数、約15，000人。空港階段て.: A Cフロアは4年間、延べ2，200万人

の歩行量に耐えました。

階段の踏み面 li 、床材で最も摩耗の激

しい箇所のひと つです。さすが のAC フロ

アも、貼 って4 年を過ぎF るとご覧の とおり

一 一この穴 li 、 1 日歩行者15，000人い、う

J f酷な粂件下てい、 ACフロアが4年間耐 え

た結果です。

他のビニル系床材では、せいぜい1年 .. . /

その差はどこにあるのでしょう。

日本には、床材 の耐久性に ついて の選定

基準がありません。ACフロア の品質は、

ヨー ロッパの高い基準 <U.P.E. C. ) を 意識

したも の。 塩ピリ ッチの表層は、材質そ の
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